



























僕は友達が少ない⑨






平坂読




[image: ]








本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。












　CONTENTS














君の手を握ったとき





羽瀬川小鷹の人生相談





残念系隣人部
★★

 星二つ半







ダークナイト





お弁当





止まり木





あだ名





ヒーロー





負け犬の
一
 いち
 分
 ぶん







隣人部のサガ





はじまりの翼・蛇足編　～かつて主人公だった男の独り語り～





生徒会役員共





コンプリート





三日月夜空の家庭の事情







君の手を
握
 にぎ

 ったとき









　小学校のとき国語の授業で習ったのだが、『友』という漢字は〝手と手を取り合って助け合う〟様子を表現しているらしい。

　図にするとこんな感じだ↓















「
俺
 おれ

 と友達になってくれ」

　十二月はじめの、よく晴れた日の放課後。

　
俺
 おれ

 、
羽
 は
 瀬
 せ
 川
 がわ

 
小
 こ
 鷹
 だか

 は、同じ部に所属する後輩の
志
 し
 熊
 ぐま
 理
 り
 科
 か

 に屋上に呼び出され、そして彼女とケンカをした。

　まあ物理的には俺が一方的にフルボッコにされたわけだが……それでも、あれはちゃんと、一方的ないじめとかではなく、『ケンカ』だったのだと思う。

　これまで
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 を
陰
 かげ

 から支える
道
 どう
 化
 け

 の役割を演じてきた志熊理科が、初めて感情を
剝
 む

 き
出
 だ

 しにして俺にぶつけ、俺もまた、自分の胸の内に抱え込んでいたものを初めて他人に向けて
包
 つつ

 み
隠
 かく

 さず叫んだ。

　どちらかが一方的に正しさを押しつけて相手を
糾
 きゆう
 弾
 だん

 するのではなく──俺たちはちゃんと、ぶつかり合った。

　友達になってくれという俺の勇気を
振
 ふ

 り
絞
 しぼ

 った『告白』に理科は笑い、「え、なんだって？」とからかってきたあと、

「だって理科たちは、もう友達じゃないですか」

　そう言って俺の告白を受け入れた。

「理科、俺を助けてくれ」

「いいよ」

　助けを求める俺の言葉に、理科は
気
 き
 負
 お

 いのない軽やかな声で答えてみせた。

　屋上のフェンスに背中をあずけて座り込んでいた理科は、ゆっくりと立ち上がる。

　そして
仰
 あお
 向
 む

 けになって倒れていた俺に向けて、手を差し出してきた。

　俺はその手を取り、全身を走る痛みに顔をしかめながら立ち上がる。

　友という字。

　どちらかが一方的に救うのではなく、差し伸べられたその手を俺が
握
 にぎ

 り返し、一緒に進むことを決めたこのとき。

　俺と志熊理科は、本当に友達になったのかもしれない。







羽
 は
 瀬
 せ
 川
 がわ

 
小
 こ
 鷹
 だか

 の人生相談









　一度は立ち上がったものの、
理
 り
 科
 か

 はまたすぐに「すいませんもうちょっと
休
 きゆう
 憩
 けい

 したいです」と、フェンスにもたれて座り込んだ。

　
俺
 おれ

 のほうもまだ立っているのがしんどい状態だったので、理科の隣に移動して腰を下ろし、二人して並んで座る。

「というわけで、第一回これからどうしましょうか会議ー」

　おどけた
調
 ちよう
 子
 し

 で理科が言った。

「なんだその適当なネーミング……」

「それじゃ、《
賢
 けん
 人
 じん
 会
 かい
 議
 ぎ

 》とか《
人
 じん
 類
 るい
 補
 ほ
 完
 かん
 計
 けい
 画
 かく

 》とかっ」

　俺がツッコむと、理科は
妙
 みよう

 に
嬉
 うれ

 しそうに新しい
名
 めい
 称
 しよう

 を
提
 てい
 案
 あん

 してきた。

「……お前ってけっこうそういう大げさっていうか、カッコつけたのが好きだよな。アニメとか漫画みたいな」

「……う」

　理科は恥ずかしそうに顔を赤らめた。

「自分の部屋に《セクトΣ
 》とか」

「そこはスルーしてくださいって前に言ったじゃないですか！」

「《ナインライブス・ブレイカー》とか」

「……うぅ～。どーせ理科は子供っぽいですよ……」

　
拗
 す

 ねたように言う理科は
可愛
 かわい

 かった。

「子供っぽいっつーか……
厨
 ちゆう
 二
 に
 病
 びよう

 ？」

「んな……!?
 」

　
心
 しん
 外
 がい

 だと言わんばかりに目を
見
 み
 開
 ひら

 く理科。

「……案外、
小
 こ
 鳩
 ばと

 と気が合うんじゃないか？」

「た、たしかに『
鉄
 くろがね

 の
死霊術師
 ネクロマンサー

 』は大好きですが！　小鳩さんと熱く語り合いたいなーとは思ってますが！」

　それからばつが悪そうに目を
逸
 そ

 らし、

「……ていうか、
素面
 しらふ

 のテンションのときに
改
 あらた

 めてそういう話を持ち出してくるのは
卑
 ひ
 怯
 きよう

 じゃないですかね……」

「さっきフルボッコにされたからな。せめてもの仕返しだ」

　唇を
尖
 とが

 らせて
抗
 こう
 議
 ぎ

 してくる理科に、俺は笑った。

「……でもそういう
小
 こ
 鷹
 だか

 先輩だって、さっきは相当クサいこと言ってましたよ？」

「う」

　
理
 り
 科
 か

 に言われ、顔が引きつる。

　さっきのケンカでのやりとりを思い出して冷や汗を浮かべる
俺
 おれ

 に、理科はくすっと小さく笑った。

「はは……」

　釣られて俺も
苦
 く
 笑
 しよう

 する。

　感情を
剝
 む

 き
出
 だ

 しにした
大
 おお
 喧
 げん
 嘩
 か

 なんて、
傍
 はた

 から見ればイタくて恥ずかしいものに決まっているのだ。

　俺だって、たとえば河原とかで知らない
誰
 だれ

 かが殴り合ってたら「おー、なんか青春してんなー」なんて冷ややかな目を向けるだろう。

　傍から見ればイタくて恥ずかしいことを、俺たちは全力でやった。

　友達がいなかった俺たちが、友達同士でしかできないようなバカをやらかした。

　やらかすことが、できた。

　誰かに笑われたっていいんだ。これはきっと、俺たち二人にしかわからない
誇
 ほこ

 りなのだから。

　この誇りを胸に、前に進もうか。

「……そんじゃ、人生相談だ」

　俺は
真
 ま
 顔
 がお

 に戻り、

「……どうしよう」

　
端
 たん
 的
 てき

 にそう言った。

「……どうしましょうね」

　俺の「助けてくれ」という言葉に「いいよ」と軽やかに、しかしとても頼もしい答えを返してくれた理科から、思いのほか頼りない声が
漏
 も

 れた。

「……あれ？」

　
疑
 ぎ
 問
 もん

 の色が混じった視線を向ける俺に理科は、

「……よく考えてください小鷹先輩。理科はこれまで友達がいなかったのですよ」

「おう」

「先ほど先輩は理科のことを『大人とも付き合いがあってコミュ力がある』と評してくれちゃいましたが、直接顔を合わせないビジネスライクなお付き合いなんて、ぶっちゃけそんなにコミュ力なくてもできます。ソースは理科」

「……お、おう」

「オトナの人の場合、ちょっとくらいこっちのコミュ力がアレでも
上
 う
 手
 ま

 く流してくれることが多いですしね。たとえばこの学園に入学するよう
理
 り
 事
 じ
 長
 ちよう

 に
勧
 かん
 誘
 ゆう

 されたときなんか、それはもう見事に
手
 て
 玉
 だま

 に取られてしまったものです」

「そうなのか……」

　個人的にはあの人にそういう口が上手いイメージがまったくないんだけど……『父さんの親友の変なオッサン』ではない『やり手として知られる
聖
 せい

 クロニカ学園理事長』としての
柏
 かしわ
 崎
 ざき

 
天馬
 ぺがさす

 さんの顔を、
俺
 おれ

 が知らないだけかもしれない。

　きっと
誰
 だれ

 だって色んな顔を持っていて、一人の人間の主観からその全てを
観
 かん
 測
 そく

 することは出来ないのだ。

「そりゃま、
理
 り
 科
 か

 だって空気くらいはそれなりに読めるつもりですけど……それは先輩だって同じでしょう？」

「……まあ、な」

　空気が読めるのと、その空気の中で上手く立ち回れるかどうかはまったく違う。

　ぶっちゃけ、読むだけなら犬や猫にだってできるのだ。

　読めたところで、適切に行動できなければなんの意味もない。

　そして俺はこれまで、行動ができなかった。

　空気に流されるか、
傍
 ぼう
 観
 かん
 者
 しや

 でいるか、「え、なんだって？」と
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 すか、「やめろ！」と
無
 む
 理
 り
 矢
 や
 理
 り

 に空気を
破
 は
 壊
 かい

 するか。

　そんなことを
繰
 く

 り
返
 かえ

 してきた。

　もちろん好きこのんでそんな
不
 ふ
 誠
 せい
 実
 じつ

 な
真
 ま
 似
 ね

 をしてきたわけじゃない。

　間違っていることだけはわかっても、どうするのが正しいのかがわからないのだ。

　理科はそんな俺とは違う──そう思っていたのだが。

「ということで……」

　理科はすうっと息を吸い、

「人間関係に深く
踏
 ふ

 み
込
 こ

 んだ問題で、理科が頼りになるわけないじゃないですか！」

「いばるな！」

　身もふたもないことを胸を張って言う理科に、全力でツッコむ俺だった。

「『一人じゃどうにもならないことがあるなら理科を頼ってください、不可能くらい可能にしてみせますよ』っていうあの頼もしい
台詞
 せりふ

 はなんだったんだ!?
 」

「てへへ……なんか
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 に流されちゃって
 」

「うをををい!!
 」

　
可愛
 かわい

 くてへぺろる理科に、俺は頭を抱える。

「ま、まずは
状
 じよう
 況
 きよう

 を整理してみましょう！」

　
理
 り
 科
 か

 は
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 すように言う。

「一週間前に、
星
 せ
 奈
 な

 先輩が
小
 こ
 鷹
 だか

 先輩に告白しました」

「……ああ」

「で、どうすればいいのかわからなくなった小鷹先輩はその場から
逃
 とう
 亡
 ぼう

 して、それっきり部室にも顔を出さず
現
 げん
 実
 じつ
 逃
 とう
 避
 ひ

 で生徒会に
入
 い

 り
浸
 びた

 って今に
至
 いた

 る、と」

「……そ、そうですね」

　
改
 あらた

 めて言われると情けなくて恥ずかしい。

「……そんな小鷹先輩をぶん殴るために、理科はここ数日《
救世の九星
 ナインライブス・ブレイカー

 》の開発をしていて部活には出ていません。部室の様子は
幸
 ゆき
 村
 むら

 くんから聞いてますが。幸村くんはあれからも普通に部室に行って、いつものようにしていたそうです。星奈先輩はあれからも普通に部室に出てきてゲームをやってます。……あの二人は揺るぎないですね」

　しみじみと言う理科に
頷
 うなず

 く。

「だな……
俺
 おれ

 もさっき幸村から聞いた」

　
柏
 かしわ
 崎
 ざき

 星奈と
楠
 くすのき

 幸村。

　あいつらは強い。

　本当に強くて、かっこよくて、
眩
 まぶ

 しくて。

　あんな
凄
 すご

 い
奴
 やつ

 らが俺なんかを好きになってくれたのが信じられないくらいだ。

「小鷹先輩が来なくなったので、
小
 こ
 鳩
 ばと

 さんも来てません。マリアさんはたまに来てお
菓
 か
 子
 し

 を食べているそうです」

　小鳩が部室に行ってないことはもちろん知ってるし、マリアのことも先ほど屋上に来る前に幸村に会って聞いている。

「で、
夜
 よ
 空
 ぞら

 先輩ですが。小鷹先輩が逃げちゃったあと、星奈先輩がいつから小鷹先輩のことを好きになったか話してくれたんです。夜空先輩の知らないうちにプールでデートしたり夜空先輩の知らないうちに星奈先輩の家にお泊まりに行ったり夜空先輩の知らないうちに二人で勉強会をしたことを」

　
淡
 たん
 々
 たん

 と話す理科だが、目がまったく笑ってなくて怖かった。

「……星奈先輩の話が終わったら夜空先輩は帰ってしまって、それっきり部室には来てません」

「一応、学校にはちゃんと来てるんだけどな……」

　教室で夜空と話すことは元々なかったのだが、あの日以来俺も夜空と顔を合わせづらくて
避
 さ

 けてしまっている。

　だから
夜
 よ
 空
 ぞら

 が今どう思っているのか、わからないのだった。

「あの日部室を出て行く夜空先輩の背中はなんていうか……完全に負け犬モードでしたね……。
星
 せ
 奈
 な

 先輩になにか言うこともなく、泣きもせず怒りもせずに、ただしょんぼりして出て行きました。これはもう
駄
 だ
 目
 め

 かもわからんね」

「そんな……」

　
絶
 ぜつ
 望
 ぼう
 的
 てき

 な気持ちになる
俺
 おれ

 に、
理
 り
 科
 か

 は
乾
 かわ

 いた笑いを浮かべる。

「なんかもう、イチかバチか自分の思うとおりにやってみるしかないんじゃないですかね」

「イチかバチかって……そんな投げやりな……」

　もしもそれで取り返しのつかないことになったら──。

　
怖
 お

 じ
気
 け

 づく俺を
見
 み
 透
 す

 かして、理科は
淡
 たん
 々
 たん

 と事実を
告
 つ

 げるような
口
 く
 調
 ちよう

 で言う。





「取り返しがつかなくなったら、そのときはそのときじゃないですか。案外すんなり
上
 う
 手
 ま

 くいくかもしれませんよ。ついさっき理科がそうやって先輩をぶん殴ったみたいに」





　なかなか
説
 せつ
 得
 とく

 力があるお言葉だった。

「大体、友達がいな──少ない
 、ぼっち野郎が生意気なんですよ。
誰
 だれ

 も傷つかないようにー、とか、取り返しのつかないことにならないようにー、とか、何様のつもりですか。こんなややこしい
状
 じよう
 況
 きよう

 で器用に立ち回ることができる人だったら、そもそも
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 なんかに入ってないでしょうに」

　それは俺もわかってるつもり……だったのだが。

「……お前ってさあ……けっこう
大
 おお
 雑
 ざつ
 把
 ぱ

 だよな」

「お、大雑把ですと……!?
 」

　なぜか理科は
心
 しん
 外
 がい

 そうな顔をした。

「せめて
決
 けつ
 断
 だん
 力
 りよく

 があるって言ってくださいよ……」

「悪い悪い」

　理科がどれだけの
覚
 かく
 悟
 ご

 で俺をぶん殴りに来たのか想像できないほど、
馬
 ば
 鹿
 か

 ではないつもりだ。

　
鈍
 どん
 感
 かん

 でも大雑把でも
大
 だい
 胆
 たん

 でもなく、根は人一倍
繊
 せん
 細
 さい

 なこの少女に
相応
 ふさわ

 しい言葉は、





「お前は──勇気があるな」





「なによりの褒め言葉です」

　
理
 り
 科
 か

 は
頰
 ほお

 を
染
 そ

 めてはにかんだ。そして、

「というかそもそもの話ですけど」

「おう」

　理科は
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐに
俺
 おれ

 の目を見て。





「──
小
 こ
 鷹
 だか

 先輩は、
星
 せ
 奈
 な

 先輩のことどう思ってるんですか？」





　約
一
 いつ
 ヶ
 か
 月
 げつ
 前
 まえ

 ──体育祭の日、この場所で、かつて俺がはぐらかしてしまった問いかけを再び口にした。

　俺は、今度こそ
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 さずに正直に答える。





「俺は星奈が好きだ」





　その言葉は、自分でも意外なほどすんなりと俺の口から出てきた。

「だったら」と理科は笑う。

「やることはもう決まってるじゃないですか」

「……そう、だな」

　ゆっくり
頷
 うなず

 く俺に、理科は小さくため息をつく。

「助けるって言っておきながら、あんまりお役に立てずにすいませんね先輩」

「んなことねえよ
馬
 ば
 鹿
 か

 。すげえ助かった」

　理科の少し自嘲混じりの言葉を、俺はきっぱりと否定した。





　なにかをしようとしたとき、背中を押してくれる友達がいる。

　それがどれだけ心強いことなのか、俺は今日初めて知ったのだった。







残
 ざん
 念
 ねん
 系
 けい
 隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 
★★

 星二つ半











　
理
 り
 科
 か

 を屋上に残し、
俺
 おれ

 は一人、夕日に照らされた学園
構
 こう
 内
 ない

 を歩く。進む。前へ進む。

　グラウンドで部活動をしている生徒たちの声が
次
 し
 第
 だい

 に遠ざかる。

　
礼
 れい
 拝
 はい
 堂
 どう

 に入る。

　
静
 せい
 謐
 ひつ

 な空気の
漂
 ただよ

 う廊下を歩き、『
談
 だん
 話
 わ
 室
 しつ

 ４』──隣人部の部室の前に
辿
 たど

 り
着
 つ

 く。

　俺はこれから、告白の返事をしようとしている。

　理科や
幸
 ゆき
 村
 むら

 の話では
星
 せ
 奈
 な

 はあれからもずっと部室に来てはゲームをやっているらしいから、今もきっと、この中に星奈はいるだろう。

　何度も
深
 しん
 呼
 こ
 吸
 きゆう

 して
怖
 お

 じ
気
 け

 づく俺の弱い心を殺そうとして、しかしどうしても
恐
 おそ

 れを
断
 た

 ち
切
 き

 ることは出来ず、震える手でドアノブに手を掛ける。

　これで今日は来てなかったら
間
 ま
 抜
 ぬ

 けすぎるのだが──ドアノブを回し、扉を開ける──まるで俺を待ち構えていたかのように、
柏
 かしわ
 崎
 ざき

 星奈がこちらを向いて立っていた。

「せ、星奈……」

　てっきりゲームをやっているものと思っていたから、こんなふうに部室に入った瞬間から
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐな視線をぶつけられて
動
 どう
 揺
 よう

 で声が
上
 うわ
 擦
 ず

 る。

「ほんとに来た……」と星奈が小声で言った。

「理科からメールあったの。あんたが来るから部室で待っててって」

　待ち構えていたかのように
 、ではなく、実際に待ち構えていたらしい。

　理科の気のきいた手回しが少し
恨
 うら

 めしい。

「……だったら、俺が何をしに来たのかもわかってるか？」

　おそるおそる
訊
 たず

 ねる俺に、星奈は
頰
 ほお

 を赤らめて小さくこくんと
頷
 うなず

 いた。

　
相
 あい
 変
 か

 わらず反則的に
可愛
 かわい

 い。

　
一
 いつ
 挙
 きよ
 手
 しゆ

 
一
 いつ
 投
 とう
 足
 そく

 が俺の心を
惹
 ひ

 きつける。ただその場にいるだけで心を
鷲
 わし
 摑
 づか

 みにされそうになる。
上
 うわ
 目
 め
 遣
 づか

 いで見つめられたら頭がくらくらする。

　自分の心を
必
 ひつ
 死
 し

 に
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 して
取
 と

 り
繕
 つくろ

 って、これまで平気なフリをし続けてきたけど、自分に
噓
 うそ

 をつくのをやめて
真
 ま
 正
 しよう
 面
 めん

 から星奈の姿を見て星奈のことを思うと、頭がどうかなりそうだった。

　なんで俺はこれまで平気な顔してこいつと接し、あまつさえプールやらデパートやらでデートまがいのことまで出来てしまったのかと
心
 しん
 底
 そこ

 不思議に思う。

「
小
 こ
 鷹
 だか

 ？」

　
無
 む
 言
 ごん

 の
俺
 おれ

 に、
星
 せ
 奈
 な

 が
小
 こ
 首
 くび

 をかしげた。

　意識をしっかりさせるべく、グッと両手を爪が食い込むほど強く
握
 にぎ

 り、

「星奈、俺は──」





　メールの着信音が二つ同時に
 鳴り響いたのはそのときだった。





　俺の
鞄
 かばん

 の中からは、「ぴろりろり～ん♪」という
初
 しよ
 期
 き
 設
 せつ
 定
 てい

 の着信音。

　星奈のポケットからは、「メールが届いたよ、お姉ちゃん♥」というちょっと
小
 こ
 鳩
 ばと

 の声に似ている気がするアニメ声。

　……なんだよこんなときに……。

　
間
 ま

 が悪いにも程がある。

　しかし、どちらか片方のケータイが鳴っただけならそのまま無視するところだが、俺と星奈両方同時というのが気になった。

　たまたま違うメールが同時に届いただけという可能性もなくはないのだが、俺たちにはメールが来ること自体少ない。

　
理
 り
 科
 か

 ではないだろうし……なんとなく
誰
 だれ

 からなのか
予
 よ
 感
 かん

 しつつ、俺と星奈はお
揃
 そろ

 いのケータイを開く。

「
夜
 よ
 空
 ぞら

 ？」と星奈が目を
見
 み
 開
 ひら

 いた。

「……俺のもだ」

　差出人は予想通り、
三
 み
 日
 か
 月
 づき

 夜空。

　件名はない。本文は、





『旅に出ます。探さないでください』






「「はあっ!?
 」」






　俺と星奈が同時に
素
 す

 っ
頓
 とん
 狂
 きよう

 な声を上げた。

「ちょっ、旅って！　どういうことなのよ！」

「お、俺が知るかよ！　とにかく本人に聞いてみよう！」

　慌てて夜空に電話をかける。

　が、数十秒ほどの呼び出し音のあと、
留
 る
 守
 す
 電
 でん

 メッセージに切り替わった。

　電源を切っているわけではないようだが……。

「次はあたしがかけてみるわ！」

　そう言って
星
 せ
 奈
 な

 は電話をかけ──

『おかけになった電話番号への通話は、お
繫
 つな

 ぎできません』

　すぐに星奈のケータイから
漏
 も

 れ聞こえる、聞き覚えのないメッセージ。


「なんで
着
 ちやく
 信
 しん
 拒
 きよ
 否
 ひ

 してんのよ!?
 」


　叫ぶ星奈に、

「今のって着信拒否のメッセージなのか？　初めて聞いたけど……」

「間違いないわ。
小
 こ
 鳩
 ばと

 ちゃんに電話した時と同じだから……」

「……」

　お前小鳩に着信拒否されてんのか……。

　と、そのとき部室のドアが開く。

　入ってきたのは
理
 り
 科
 か

 だった。

「先輩、あの……」

　理科の片手にはケータイ。理科のところにも同じメールが届いたのだと
察
 さつ

 する。

「ああ、
俺
 おれ

 と星奈のとこにも来た。
夜
 よ
 空
 ぞら

 から。電話かけても繫がらねえ」

「まったくあの人は……」

　と
呆
 あき

 れ顔で
嘆
 たん
 息
 そく

 する理科。

「とりあえず通話が
駄
 だ
 目
 め

 ならメールしてみてください」

「そ、そうだな」

　俺は夜空に「どういうことだよ？」とメールを打った。

　するとすぐに夜空から返信がきた。





　タイトル　心が


　本文　ポッキー






「……心がポッキーだってさ」

「ちょっと
可愛
 かわい

 くもあり絶妙にウザい表現ですね……」

　ともあれ、なんか心が折れてしまったらしい。

　俺はさらに「なにがあったんだ？」と送る。

　三十秒ほどの
間
 ま

 ののち──返信。





　タイトル　Ｒｅ：Ｒｅ：心が


　本文　屋上でみた






「な……!?
 」

　
俺
 おれ

 は
絶
 ぜつ
 句
 く

 する。

　屋上でみた……って、
夜
 よ
 空
 ぞら

 が見てたのか？

　俺と
理
 り
 科
 か

 のケンカ──十年前のソラとタカのような、あのケンカを。

「屋上？　なにそれ？」

　
星
 せ
 奈
 な

 がメールを
覗
 のぞ

 き
込
 こ

 んで不思議そうに言った。

　その言葉で理科は夜空のメールの内容を
察
 さつ

 したらしい。

「見てたんですね夜空先輩……」

「……らしいな」

「……で、その結果心ポッキーで旅に出ます、ですか」

　ふう……と大きく理科はため息をつき、それから自分のケータイで電話をかけた。

　夜空が出ることはなく、俺のときと同じように
留
 る
 守
 す
 電
 でん

 メッセージに切り替わる。

「……ほんと、しょうもない」

　理科は吐き捨てるように
呟
 つぶや

 いた。

「おい、理科？」

　
訝
 いぶか

 る俺に構わず理科は大きく息を吸い、

「あんたいい加減にしろよ
馬
 ば
 鹿
 か

 なんじゃねーの!?
 　そうやっていつもいつも逃げてばっかで勝手に幸せが転がり込んでくるとでも思ってんですか!?
 　他人を
僻
 ひが

 んで現実を
恨
 うら

 んでばっかで自分からは何もしようとしなかったくせに！　もう知るか！　負け犬らしく勝手に旅にでも出て勝手に
野
 の
 垂
 た

 れ
死
 じ

 ねバーカバーカ！」

　ぶつんっ！

　
凄
 すご

 い勢いで
捲
 ま

 くし
立
 た

 てて通話を切る。

　ぽかんとする俺と星奈に理科は弱々しく笑い、

「…………
 やっちゃった……」

「やっちゃったな……」と俺。

「……熱血モード抜けてなかったみたいです」

「みたいだな……」

　理科は今にも泣きそうな顔で
呻
 うめ

 く。

「悔しかったら逃げんなよ……理科ごときから逃げないでくださいよ夜空先輩……」

　
俺
 おれ

 はそんな
理
 り
 科
 か

 の頭にぽんと手を置き、ゆっくり
撫
 な

 でる。

「んー……なんかよくわかんないんだけど……」

　
事
 じ
 態
 たい

 についていけず
不
 ふ
 満
 まん
 顔
 がお

 で
星
 せ
 奈
 な

 が口を開いた。

「よく考えたら、どうせあの
駄
 だ
 目
 め

 っこどうぶつのことだから、旅に出るって言ったって外国とかそんな遠くまで行くわけじゃないでしょ。せいぜいどっかで
一
 いつ
 泊
 ぱく

 して帰ってくるとかが
関
 せき

 の
山
 やま

 じゃないの？」

　俺と理科は顔を見合わせる。

「……た、たしかに」

「……星奈先輩の言うとおりですね……さっきまで屋上にいたなら、お金とかろくな
準
 じゆん
 備
 び

 もないでしょうし……」

　そんな
着
 き

 の
身
 み
 着
 き

 のままの状態で、あいつが俺たちに追いつけないような遠くまで一人で旅する姿がどうしても想像できない。

　どっかに一泊どころか、普通に家に帰ってることさえあり得る。

　もしかしてあんまり
深
 しん
 刻
 こく

 に考えるべきじゃないのか……？

「大体、なにが『探さないでください』よ。こんなの『捜してください』って言ってるようなもんじゃない」

　そう言って星奈は、ケータイをポケットにしまってしまった。

「今はかまってちゃんに付き合ってる場合じゃないのよ。ほら
小
 こ
 鷹
 だか

 ！」

　俺の目を
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐに見てぴしゃりと言う星奈。

「お、おう？」

「続き！」

「続き？」

「さっきの話の続き！」

「……ッ！」

　……そうだった。

　俺は星奈に、告白の返事をしなければならないのだった。

「…………
 」

　星奈が
無
 む
 言
 ごん

 で、少し顔を赤くして俺を見つめる。

　俺はその目を見つめ返し、ゆっくりと呼吸を
整
 ととの

 える。

「……理科は出てたほうがいいですかね？」

「……いや、ここにいてくれ」と俺。

　星奈もなにも言わなかった。

　
俺
 おれ

 は拳を強く
握
 にぎ

 り、もう一度だけ深く呼吸をして
星
 せ
 奈
 な

 に
告
 つ

 げる。





「星奈。俺はお前が好きだ」





「……！」

　星奈の青い瞳が大きく
見
 み
 開
 ひら

 かれ、
歓
 かん
 喜
 き

 の色が浮かぶ。

　そんな星奈に、俺はさらに言葉を続ける。





「でも俺は、お前とは付き合わない」





「え？」ときょとんとする星奈。

　それから俺の言葉の意味を
吟
 ぎん
 味
 み

 するように目をしばしばさせ、やがて
驚
 おどろ

 きの表情を浮かべる。

「ちょ、え!?
 　ど、どういうこと!?
 」

　混乱している星奈に俺はゆっくりと言葉を重ねる。

「俺はお前が好きだ。お前と一緒にいろいろしたいし、いろいろその、い……イチャイチャとかしたいと思ってる」

「いちゃ……!?
 」

　星奈の顔が
真
 ま

 っ
赤
 か

 になった。

　俺も自分の顔が熱くなるのを感じながら、

「お前がいつもやってるゲームみたいに……え、エロいことだってしたいと思ってる！　めっちゃ思ってる。お前見てるとすっげえムラムラするんだ。それはもう会ったばっかのころからずっとそうだった。初めてお前んちに泊まったとき、お前の裸を見ちゃったときなんかマジでヤバかったんだぜ？　同じベッドにオッサンが寝てたせいで
萎
 な

 えてなきゃ、どうなってたかわかんねえ！」

「んな、ななななな
 に言い出すのよバカあ！」

　あの時のことを思い出したのか、半泣きになる星奈。

「みんなで海に合宿に行った時も、お前の胸見ちゃったよな。あの時もどうかなりそうだった。お前の胸は……おっぱいは最高だ！　何度だって見たい！」

「死ね!!
 」

　もはや恥ずかしがっているのか怒っているのかよくわからない星奈に、さらに続ける。

「俺はずっとお前のおっぱいを好きなようにしたいと思ってた。今もぶっちゃけ
触
 さわ

 りたいとか
揉
 も

 みたいとか顔を
埋
 うず

 めたいとか思ってる！　おっぱいだけじゃねえ、足とか尻とか
触
 さわ

 りたい！　キスもしたい！　お前と恋人同士になれば、そんなことがいつでも好き
放
 ほう
 題
 だい

 にできるんだよな！　すげえ！」

「い、いつでも好き放題にはさせてあげないわよなに言ってんの!?
 」

　
星
 せ
 奈
 な

 がよくわからないことを叫んだ。

　はは、どうやら相当混乱しているらしいな……恋人なら好きなときに好きなだけおっぱい揉めるに決まってるじゃないか。

「……お前とイチャイチャして、お前のおっぱいを思う存分に揉んだりいろいろエロいことをするなんて、もう夢みたいに最高だと思う！　お前を
独
 ひと

 り
占
 じ

 めできるなんて想像するだけで涙が出るくらい最高だ！　そりゃもう夢みたいだ！　奇跡みたいだ
 !!
 」

「うう～、話聞きなさいよぉ……！」

　ぷるぷると震えている星奈が愛らしい。

　そんな
途
 と
 轍
 てつ

 もなく
可愛
 かわい

 い女の子に、





「でも
俺
 おれ

 は、お前とは付き合わない！」





　もう一度きっぱりと断言する。

「お前と付き合うことになったら、
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 はこれまでのようにはいかなくなる。俺にとって隣人部の存在は、お前に
出
 で
 逢
 あ

 って、お前に好きだって言ってもらえたのと同じくらい
凄
 すご

 い
奇
 き
 跡
 せき

 なんだ！　だから──」

　俺は星奈を
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐに──
睨
 にら

 むように
見
 み
 据
 す

 え。

　床に膝をつき、両手も前方に投げ出し、深々と
額
 ひたい

 が床につくまで頭を下げる。

　いわゆる──
土
 ど
 下
 げ
 座
 ざ

 である。






「俺も
我
 が
 慢
 まん

 するから、お前も我慢してください!!
 」






　土下座して、俺は星奈に頼み込む。

　日本男児が
道
 どう
 理
 り

 を曲げてでも無理を通したいときは、ＤＯＧＥＺＡと相場が決まっているのだ。

「これまでどおりの隣人部を守るために、俺はお前とは付き合わない！　隣人部の
誰
 だれ

 とも付き合わない！」

　これが
俺
 おれ

 の答え。

　
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 と
柏
 かしわ
 崎
 ざき

 
星
 せ
 奈
 な

 、どちらも大切で、どちらか片方を選ぶことなんてできない。

　だから、どちらも選ぶ
 。

　そしてこの俺の希望は、俺一人の力では決して
叶
 かな

 えられない。





「星奈、隣人部を守るために俺に協力してくれ！　お前も一緒に
我
 が
 慢
 まん

 してくれ！」





　俺が一方的に星奈を振るだけでは
駄
 だ
 目
 め

 なのだ。

　俺に振られたことで星奈が傷ついたり俺や他の部員と気まずくなって、隣人部から出て行ってしまうようなことになるのは、絶対に
避
 さ

 けなければならない。

　
誰
 だれ

 かが不幸になるようなことは、絶対に嫌だ。

　だから俺は、星奈を
説
 せつ
 得
 とく

 する。

　一緒に我慢してくれと。

　俺と一緒に隣人部のために我慢してくれと。

　お互いの好意を受け入れ合った上で──あえて線を引く。

　自分の気持ちと向き合い、正面から受け止めた上で──あえて我慢する。











　
噓
 うそ

 も聞こえないフリもやめ、正直に自分をさらけ出した上で──相手に
我
 が
 慢
 まん

 を
強
 し

 いる。

　それはとても
不
 ふ
 自
 し
 然
 ぜん

 なことかもしれない。

　ただ結論を
先
 さき
 延
 の

 ばしにしているだけかもしれない。

　そんなことは百も
承
 しよう
 知
 ち

 だ。

「……あんた、本気で言ってんの？」

　当惑の表情で
俺
 おれ

 を見下ろし、
星
 せ
 奈
 な

 が言った。

「ああ。本気だ」

　俺は顔を上げ、
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐに星奈を見返す。

　きっと世の中には、大切なもののうち絶対にどれか一つしか選べない局面もあるんだと思う。

　絶対に何かを捨てなきゃいけない時もあるんだろう。

　絶対に
誰
 だれ

 かを傷つけなきゃいけない時だって、たしかにあるんだろう。

　それでも俺は、安いヒロイズムに酔って
勢
 いきお

 い
任
 まか

 せで
覚
 かく
 悟
 ご

 を決めて選んでしまう前に、限界ギリギリまで誰も傷つかなくていい方法を探したい。

　今が本当に選択が
避
 さ

 けられない時なのかを、最後まで考え抜きたい。

　何が何でも決断するのが絶対に正しいなんて、俺にはどうしても思えない。

『誰かを傷つける覚悟』なんて、本当に最後の最後までしたくない。

　自分が我慢して、他人にも我慢を強いるというこの道が、全員を最高に幸せにできる方法じゃないのはわかってる。

　しかし、俺も星奈も
理
 り
 科
 か

 も
幸
 ゆき
 村
 むら

 も
小
 こ
 鳩
 ばと

 もマリアも
夜
 よ
 空
 ぞら

 も、全員が三つ星の満足を得られる方法なんて、今の俺には残念ながら思いつかない。

　誰かが
最高に幸せ
 ☆☆☆

 になることで他の誰かが不幸になるくらいなら、俺は、みんなが星二つ半くらいの幸せになるちょっと残念な道を選びたい。

　
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 が誰も我慢せずありのまま
居
 い

 られる場所だというのは、俺の
幻
 げん
 想
 そう

 に過ぎなかった。

　理科とのケンカで、その幻想は
撃
 う

 ち
砕
 くだ

 かれた。





　──我慢せずありのままで居られる場所を壊したくない!?
 　はいはいそりゃ立派なお考えですね！　でもそれは間違ってます！

　──だってあなたが我慢してるじゃないですか！





　理科の叫びが頭に
蘇
 よみがえ

 る。

　たしかに俺は、本当は我慢していた。

　
俺
 おれ

 にとって
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 は、
我
 が
 慢
 まん

 せずありのままで
居
 い

 られる場所なんかじゃなかった。





　俺にとって隣人部は、本当は──我慢してでも居たい場所
 だったのだ。





　いつまでも続く穏やかな日常なんてものは
幻
 げん
 想
 そう

 に過ぎなくて、本当はふとしたきっかけで崩れてしまうような
酷
 ひど

 く危ういバランスの上で成り立っている。

　俺の日常だけじゃない。

　
葵
 あおい

 や
日向
 ひなた

 さんと話したり、生徒会の手伝いをしていて実感したけど、俺たちが勝手に『リア
充
 じゆう

 』と呼んで勝手に羨んで勝手に妬んでいた
奴
 やつ

 らだって、それぞれ
事
 じ
 情
 じよう

 を抱えて生きている。

　ありきたりでどこにでもあるように見える
 《平凡な日常》という幻想を守るために、
不
 ふ
 条
 じよう
 理
 り

 だってため息をつきながらも、みんな
陰
 かげ

 で努力とか我慢をしているのだろう。

　そんな努力や我慢のことを口さがない者は『
欺
 ぎ
 瞞
 まん

 』と呼ぶのかもしれないが──俺はこれが、この欺瞞こそが、別名『優しさ』と呼ばれる
尊
 とうと

 いものだと思う。

　隣人部のためだと言い訳して楽な方へ楽な方へと流されていた自分のことを
正
 せい
 当
 とう
 化
 か

 するつもりはないけれど、そんな俺の
歪
 ゆが

 みに気づきながらもこれまで我慢して陰から支えてくれていた
理
 り
 科
 か

 の優しさまで無意味なものだったとは、俺にはどうしても思えなかった。

　正しくなくてもいい。

　間違っていてもいい。





　俺は──優しく
在
 あ

 りたい。





　
志
 し
 熊
 ぐま

 理科に打ちのめされた
挙
 あ

 げ
句
 く

 、回り回って
辿
 たど

 り
着
 つ

 いた、これが俺の願いだ。

　だから俺は、
星
 せ
 奈
 な

 の優しさに賭ける。

「やだって言ったら？」

　冷ややかな
眼
 まな
 差
 ざ

 しで俺を見下ろし、
淡
 たん
 々
 たん

 と星奈が問う。

「頑張って
説
 せつ
 得
 とく

 する」

「それでもやだって言ったら？」

「もっと頑張って説得する」

「……
小
 こ
 鷹
 だか

 あんた、自分がなに言ってるのかわかってる？」

「わかってる」

「わかってないわよ！」

　
激
 げつ
 昂
 こう

 して
星
 せ
 奈
 な

 が叫ぶ。

「お互い好きだって言ってるのに付き合いもせずに、でもこれまでどおりでいろですって？　そんな
舐
 な

 めた答えが本当に許されると思ってんの!?
 」

「許されるかどうかじゃねえ！　お前が許すかどうかだ！　許してくださいお願いします！」

　
殺
 さつ
 気
 き

 すら感じる怒りの視線を
真
 ま
 正
 しよう
 面
 めん

 から見返して、
俺
 おれ

 は叫んだ。

「あ、あんたねぇ……」

　星奈は一瞬
気
 け
 圧
 お

 されて
怯
 ひる

 んだ顔を見せ、

「……あたしが
我
 が
 慢
 まん

 するのが大嫌いだって知ってるわよね？」

「ああ。知ってる」

「あたしはね、欲しいものは全部手に入れたいの。我慢とか
妥
 だ
 協
 きよう

 とか、
反
 へ
 吐
 ど

 が出るくらい大嫌いなの。そんなのは自分を
貫
 つらぬ

 く力がない
凡
 ぼん
 人
 じん

 のすることで、
完
 かん
 璧
 ぺき

 なあたしのすることじゃないわ」

「ああ。そんなお前だから俺は好きになったんだ。俺みたいな凡人には
真
 ま
 似
 ね

 できないようなお前の
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐな生き方が
眩
 まぶ

 しくて大好きだ」

「……あ、あんまり好き好き
連
 れん
 呼
 こ

 しないでよ恥ずかしい」

　急に照れ顔になる星奈がこれまた
可愛
 かわい

 い。

　胸がドキドキする。

　俺と星奈は長い間、言葉もなくお互いを見つめ合った。

　
頰
 ほお

 を赤らめ。

　目を
潤
 うる

 ませ。

　胸をときめかせ。

　
傍
 はた
 目
 め

 からはまるで
初
 うい
 々
 うい

 しいカップルのように見えるかもしれないが──これはまぎれもなく、俺と星奈の戦いだった。

　そしてついに戦いは決着する。

　星奈がそっと目を
逸
 そ

 らし、ボソリと、





「……とりあえずは、あんたの言うとおりにしてあげる」





「星奈……！」

　目を
見
 み
 開
 ひら

 く俺に、星奈は
眉
 まゆ

 をつり上げて怒った顔をする。

「か、
勘
 かん
 違
 ちが

 いしないでよね！」

　
星
 せ
 奈
 な

 の口からまるでツンデレのような言葉が出た。

「べ、べつにあんたの言うことに
納
 なつ
 得
 とく

 したわけじゃないんだからね！」

　顔を
真
 ま

 っ
赤
 か

 にして星奈は叫ぶ。





「
勘
 かん
 違
 ちが

 いしないでよね
小
 こ
 鷹
 だか

 ！　このあたしが
我
 が
 慢
 まん

 してあげるのは、あんたのことが好きだからなんだからねっ！」





　ツンデレ
台詞
 せりふ

 のようで全然そうじゃない、勘違いのしようもないほどにストレートなその恋のメッセージは、
俺
 おれ

 がライトノベルや漫画で見てきたどんなツンデレ美少女の台詞よりも
破
 は
 壊
 かい

 力があって。

　俺は不覚にも、ますます
柏
 かしわ
 崎
 ざき

 星奈のことが好きになった。

「……ていうかぶっちゃけ、あんなヘタレっぷりを見せられたときはさすがのあたしも
幻
 げん
 滅
 めつ

 したんだけどね……やっぱつまんない
奴
 やつ

 かもって……。でも……こんな面白いことされたら嫌いになれないじゃない
 ……」

　不満そうに小さくブツブツ
呟
 つぶや

 く星奈に、

「え？　なん──」

　なんだって？　と
反
 はん
 射
 しや

 的に言いかけて、ハッとしてやめる。

『なんだって？』はもう
封
 ふう
 印
 いん

 する。

　聞こえないフリをするのはやめて、俺は代わりに、

「……ありがとう。星奈」

　
素
 す
 直
 なお

 な感謝の言葉を
告
 つ

 げた。





　こうして俺は──あの
 柏崎星奈から
妥
 だ
 協
 きよう

 を引き出した。

　ヘタレ主人公の最初の戦いとしては、この上ないほどの
大
 だい
 金
 きん
 星
 ぼし

 だろう。





ダークナイト









　
星
 せ
 奈
 な

 への告白の返事を終えたあと、
俺
 おれ

 と星奈と
理
 り
 科
 か

 の三人は、続いて
夜
 よ
 空
 ぞら

 から届いた「旅に出ます」メールについて話し合った。

　しかし夜空の真意がわからない以上どうしようもなく、とりあえず「危険なところには行くなよ」的なことを書いて送信するだけで終わった。そのメールに対しての夜空の返事はなかった。

　もしも明日夜空が学校に来なかったら、そのときは家に行くなりして探そうということになり、今日のところは解散となった。

　一度家に帰ったら再び外に出る気力も体力も湧きそうにないと判断し、汚れた制服姿のまま帰りにスーパーに寄って夕飯の買い物をすることにした。

　スーパーへと向かう道すがら、少し遠回りをする。

　俺の家から歩いて十分ほどの場所にある、俺がかつて通っていた小学校の横を通り過ぎ、さらに歩くこと三分。

　そこに一つの公園があった。

　
砂
 すな
 場
 ば

 や
鉄
 てつ
 棒
 ぼう

 、ブランコといった
最
 さい
 低
 てい
 限
 げん

 の
遊
 ゆう
 具
 ぐ

 しかない小さな公園で、もう暗いので遊んでいる子供の姿もない。

　ここはかつて俺とソラが
出
 で
 逢
 あ

 った公園で、学校の違う俺とソラは、放課後この公園で待ち合わせて遊んでいた。

　この街に戻ってきてからというもの、買い物に行く
途
 と
 中
 ちゆう

 などにたまに通りかかるだけで、この公園自体を目的地にしたことは今が初めてだった。

　もしかすると夜空はここに来ているかもしれない──そう思ったのだが。

　公園の中を注意深く見渡しても夜空の姿はなかった。

　……やっぱり、そう都合よくはいかないか……。

　あいつ、ほんとに危ない場所とか行ってないだろうな……。

　気掛かりに思いながら、俺は公園を
離
 はな

 れスーパーに向かった。






　　








　買い物を終えて家に帰ると、台所で
小
 こ
 鳩
 ばと

 が
冷
 れい
 蔵
 ぞう
 庫
 こ

 を
漁
 あさ

 っていた。

「クェッ!?
 　クッ、ククク……ま、待ちわびたぞ
我
 わ

 が
半
 はん
 身
 しん

 よ……」

　そう言って、慌てた様子で
冷
 れい
 蔵
 ぞう
 庫
 こ

 を閉める
小
 こ
 鳩
 ばと

 。

　時刻は午後七時前だ、腹が減ってつまみ食いでもしようとしていたのだろう。

「すぐに
晩
 ばん
 飯
 めし

 作るから待ってろー」

　明日までに制服を洗って
乾
 かわ

 かさないといけないので、
脱
 だつ
 衣
 い
 所
 じよ

 に入っていそいそと制服を脱ぎながら小鳩に言う。

「ククク……
今
 こ
 宵
 よい

 の
我
 われ

 はとても血に
飢
 う

 えておる……
贄
 ニエ

 はいつもより多めに用意するがよいぞ……に、二倍くらいご飯作ってもかまわぬ……」

「そんな腹減ってんのか？　まあいいけど……」

　制服を洗濯機に放り込み、部屋着に着替えて料理開始。

　あまり
凝
 こ

 った料理を作る余裕はなかったので、ほうれん草とベーコンのパスタを小鳩の希望どおり多めに作り、あとはサラダとコンソメスープ。

　料理ができると、いつもは
俺
 おれ

 が呼ぶまで手伝おうともしない小鳩が自分から進んで食器を並べはじめた。

「……なんかあったのか？　お前」

　
訝
 いぶか

 しむ俺に、小鳩はぶんぶんと首を振って「なんでもなか！」と
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 した。

　まあいいか……。

　テーブルに料理を並べ終わり、二人そろって「いただきます」と食べ始める。

　腹が減っていると言ったわりには、小鳩の食べるペースは
普
 ふ
 段
 だん

 より遅めだった。

　やっぱり様子がおかしいな……。

　俺が
星
 せ
 奈
 な

 から逃げ出したあの日以来、小鳩は部活には行っていないらしい。

　実の妹の前であんな
醜
 しゆう
 態
 たい

 をさらした手前、俺も部活の話はしづらかったし、小鳩のほうも気を
遣
 つか

 ってくれているのか、ぎこちなさを感じるものの家では普段と同じような
態
 たい
 度
 ど

 で過ごしていた。

「……もしかして
夜
 よ
 空
 ぞら

 のことか？」

　がしゃん！

　小鳩がびくっと震えてフォークを取り落とした。
図
 ず
 星
 ぼし

 か。

「そっか……お前のところにもあのメール来たんだな」

「ぁ、ぅん……」

　小鳩は小さく
頷
 うなず

 いた。

　
幸
 ゆき
 村
 むら

 も夜空のメールが届いたと言っていたので、どうやらあいつは
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 の全員にメールを送っていたらしい。

「お前も心配か？　夜空のこと」

「ん……」

「……大丈夫だ、きっとすぐに帰ってくるさ」

　安心させるため
努
 つと

 めて優しく言い、

「……
小
 こ
 鳩
 ばと

 にまで心配かけて、ったくあいつは……」

　
呆
 あき

 れ混じりの声がうっかり口から
漏
 も

 れた。

　すると、

「あ、あの者は……」

　小鳩がなぜか、
俺
 おれ

 に
咎
 とが

 めるような視線を向けてきた。

「ん？」

　小鳩は
頰
 ほお

 を少し赤らめ、





「……あ、あの者のことは、嫌いではない……」





「ええ!?
 」

　
人
 ひと
 見
 み
 知
 し

 りの小鳩の口から出た言葉に、俺は心の底から
驚
 おどろ

 いて声を上げる。

「あ、あの者は……いつも
我
 われ

 を
凶
 きよう
 暴
 ぼう

 なモンスターから守ってくれる……。こないだも変な赤い
奴
 やつ

 から助けてくれた……」

「…………
 凶暴なモンスターってのは
星
 せ
 奈
 な

 のことだな？」

「……うむ」

　嫌そうな顔をして
重
 おも
 々
 おも

 しく
頷
 うなず

 く小鳩。

　こないだの変な赤い奴……というのは
葵
 あおい

 のことだろう。

　あいつが
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 を
潰
 つぶ

 そうと部室に乗り込んできたとき、中等部の小鳩が部活に入っていることを
責
 せ

 めてきた。

　そのときに小鳩が隣人部にいることは何の問題もないのだと葵を
論
 ろん
 破
 ぱ

 したのは
夜
 よ
 空
 ぞら

 だ。

　いつも星奈から守ってくれるというのは……たしかに言われてみれば、星奈が小鳩に対して
過
 か
 剰
 じよう

 なちょっかいを出そうとしたとき、ハエ
叩
 たた

 きで叩いたりして星奈の暴走を止めていたのはいつも夜空だった。

　夜空本人にそのつもりはなくとも結果的に、小鳩にとっては「いつも守ってくれる人」ということになるのか。

「……え、え……。……お前……夜空のこと気に入ってんのか？」

　すると小鳩はますます顔を赤くして、恥ずかしそうにこくんと小さく頷いた。その様子は、まるで恋をする女の子のようだった。

「……ククク……あの者こそ
我
 われ

 、
高
 こう
 貴
 き

 なる
闇
 やみ

 の王レイシス・ヴィ・フェリシティ・
煌
 すめらぎ

 を
守
 しゆ
 護
 ご

 するため
黒
 くろ
 歴
 れき
 史
 し

 によって生み出されし
漆
 しつ
 黒
 こく

 の
暗
 あん
 黒
 こく
 騎
 き
 士
 し

 ダークナイト……」

　なんてこった……。

　
俺
 おれ

 が目の前の現実から目を背けてあたふたしている間に、妹がいつの
間
 ま

 にか
夜
 よ
 空
 ぞら

 に
攻
 こう
 略
 りやく

 されていた……。

　
驚
 おどろ

 きすぎて漆黒と暗黒とダークが
被
 かぶ

 ってることをツッコむ気さえ起きなかった。

『黒歴史によって生み出されし』という言い回しはあいつに合ってるとちょっと思った。

　しかし
小
 こ
 鳩
 ばと

 が夜空のことを、ねえ……。

　意外ではあるが、これで小鳩の
人
 ひと
 見
 み
 知
 し

 りが
改
 かい
 善
 ぜん

 されてくれるなら、
歓
 かん
 迎
 げい

 すべきことなのだろう。

　
星
 せ
 奈
 な

 がこれを知ったらなんて言うだろうな……。

　
片
 かた

 や
着
 ちやく
 信
 しん
 拒
 きよ
 否
 ひ

 で、片や守ってくれるナイトときた。

　……そうだ星奈といえば、今日のことを小鳩にも話しておく必要があるだろう。

　小鳩だって
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 の一員なんだから。

「あー……ええと小鳩」

　もそもそとパスタを食べている小鳩に話しかける。

「ん」

「俺、今日から部活に
復
 ふつ
 帰
 き

 したから」

　小鳩の目が丸くなった。

「ほんと？」

「ああ。だからお前も明日から部活来いよ」

「クックックッ……よかろうっ、
我
 わ

 が
眷
 けん
 属
 ぞく

 たる
貴
 き
 様
 さま

 がおるのであれば……」

　少し弾んだレイシス
口
 く
 調
 ちよう

 で言ったあと、小鳩の表情が
曇
 くも

 る。

「……あ、でも……あの……あれ……あいつ……」

　不安げな
眼
 まな
 差
 ざ

 しを向けて、小声でボソボソと言う小鳩。

「星奈のことか」

　小鳩がこくんと
頷
 うなず

 く。

「俺今日、星奈に好きだって言ったよ」

　妹にこういう話をするのは恥ずかしいなと思いながらも俺が言うと、


「
 んぢゃぅんぐ!!
 」


　ムンクの『叫び』みたいな
絶
 ぜつ
 望
 ぼう

 の
形
 ぎよう
 相
 そう

 で小鳩が叫んだ。


「あんちゃん！　いえ、お
兄
 にい
 様
 さま

 !!
 」


「お、お兄様!?
 」

　生まれて初めて呼ばれる呼び方にギョッとする。

　
小
 こ
 鳩
 ばと

 はこれまで見たこともないような超
弩
 ど

 シリアスな顔で
俺
 おれ

 を
見
 み
 据
 す

 え、


「
冗
 じよう
 談
 だん

 でもそんなおぞましいことゆわんといて！　いえ、言わないでください!!
 」


　目に涙を浮かべ、
敬
 けい
 語
 ご

 になってまで
懇
 こん
 願
 がん

 する小鳩にびびる俺。

　そ、そこまで嫌ですか
星
 せ
 奈
 な

 のこと……おぞましいとまで……。

「フゥゥゥ
 
 
 

 、フググググ
 、グルルルル
 ……！」

「や、ええと……好きっつったのは冗談じゃなくてマジなんだけど……」


「あんぎゃぅぎゅぇっちょんゃう!?
 」


「いや頭おかしくなったわけじゃねえよ！　俺は
正
 しよう
 気
 き

 だ！　つか、別に付き合うとかそういうんじゃねえから安心してくれ！」

　興奮のあまり
野
 や
 獣
 じゆう

 みたいになった小鳩に、俺は慌てて説明する。

　俺が
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 の
誰
 だれ

 とも付き合う気はないこと、星奈もそれを（とりあえず）受け入れてくれたこと……。

「フゥゥゥ
 
 
 、フゥゥゥ
 
 
 

 、フゥゥゥ
 
 ……」

　小鳩の興奮状態は俺が話を終えたあともしばらく続いた。

「……いや、でもな小鳩、星奈にだっていいところ──」


「フンギュャ
 !!
 」


　ようやく落ち着いてきた小鳩に星奈の名前を出したら、また
即
 そく

 ・
野
 や
 生
 せい
 化
 か

 。

　……こりゃしばらく星奈の話は
禁
 きん
 句
 く

 だな。

　あいつ、欲しいモノは全部手に入れたいとか言ってたけど……仮に俺が隣人部ではなく星奈を選んでいたとしても、この様子じゃ小鳩があいつになびくことは絶対にない気がする。

「フゥゥゥ……」

　
深
 しん
 呼
 こ
 吸
 きゆう

 して荒ぶるのをやめた小鳩は、そのままフォークを皿の上に置いた。

「小鳩？」

「
今
 こ
 宵
 よい

 の
我
 われ

 は
機
 き
 嫌
 げん

 が悪い……
供
 く
 物
 もつ

 は
我
 わ

 が
闇
 やみ

 の空間にて一人で食すことにするのだ……」

　ムスッとした顔でそう言って、
小
 こ
 鳩
 ばと

 はまだ皿いっぱいに残っていたパスタを持って二階の自分の部屋へ上がっていってしまった。

「食い終わったら食器自分で洗えよー」

　とりあえずそう言って、
俺
 おれ

 は一人で食事を続けた。






　　








　回想──今日の屋上でのことだ。

　
理
 り
 科
 か

 に「俺は
星
 せ
 奈
 な

 が好きだ」と答えてから理科と別れ部室へ向かうまでの会話には、実はまだ続きがあったりする。

「あ、そうだ
小
 こ
 鷹
 だか

 先輩。ついでなのでこの際聞いておきたいんですが」

「おう」

「星奈先輩以外の人のことはどう思ってるんですか？　要するに
幸
 ゆき
 村
 むら

 くんと
夜
 よ
 空
 ぞら

 先輩のことですけど」

　
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐに俺を見つめて理科は
訊
 たず

 ねてきた。

　俺は自分の心に正直に、
素
 す
 直
 なお

 な答えを理科に返す。





「俺、幸村のことが好き……かもしれない……」





「え!?
 」

　俺の回答に、理科は少なからず
動
 どう
 揺
 よう

 したようだった。

「ああいや、まだハッキリとは自分でもわかってねえ感じなんだけど……なんつーか……ゆ、幸村にときめいちゃったでござる……」

「ござるて。……そ、それはええと、い、異性として意識してるってことですか？」

「た、多分そう……かな？」

　迷いながら答える俺。

　ついさっき星奈のことが好きだとはっきり宣言しておいて、我ながらアレなこと言ってるなあとは思う。

　でも、星奈だけでなく幸村のことも気になっているというのは、まぎれもない事実だ。

「い、いつからですか!?
 」

　身を乗り出して訊ねてくる理科に、

「え？　あー…………
 さっき、かな」

「さっき!?
 」

「おう。お前から呼び出しのメールが来る前にばったり会って、そんときにこいついいなって……」

「……
幸
 ゆき
 村
 むら

 くん、こんな短時間で
恐
 おそ

 るべし……一級フラグ建築士ですか……」

　そもそも幸村のことをまだ男だと思っていたときから、一緒にプールの更衣室で着替えたりして、ドキっとさせられることは多かった。

　女だと発覚してからは「こいつは男なんだ」と自分に言い聞かせて心を
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 す必要もなくなったので、あいつが不意に見せる
可
 か
 憐
 れん

 さや
清
 せい
 純
 じゆん

 な色気に、ことあるごとにドキドキしていた。

　ぶっちゃけ、「こいつ
可愛
 かわい

 いな」と
素
 す
 直
 なお

 に思った回数で言えば、言動が基本的に残念な
星
 せ
 奈
 な

 よりも、幸村のほうが多いと思う。

　そして、ただでさえ魅力的だと思っていたのに、屋上に来る前に見せつけられた揺るぎない
芯
 しん

 の強さだ。





　──意味がなくてはいけませんか？

　──必要でなくてはいけませんか？

　──わたくしは、わたくしがそうしたいからあにきのおそばにいるのです。





　幸村のあの言葉は、星奈の告白への
返
 へん
 答
 とう

 にも大きな影響を与えた。

　ちょっと頭がぶっ飛んでるところはあるけれど、
清
 せい
 楚
 そ

 で可憐で、
物
 もの
 静
 しず

 かで
物
 もの
 腰
 ごし

 は柔らかく、それでいて芯が強くて、
一
 いち
 途
 ず

 に
俺
 おれ

 を
慕
 した

 ってくれて。

　正直、これで
魅
 み
 了
 りよう

 されないほうが男としてどうかしていると思う。

「……まあ、幸村くんいい娘ですからね……好きになるのもわかります」

　どこか
釈
 しやく
 然
 ぜん

 としない様子で
理
 り
 科
 か

 は言い、

「で、
夜
 よ
 空
 ぞら

 先輩のことはどうなんですか？」

「…………
 」

　俺は
無
 む
 言
 ごん

 になった。

　しばらく沈思したのち、俺はおずおずと口を開く。

「……なんつーか……これは正直に言っていいのかどうか……」

「言ってくださいよ、友達じゃないですか」

　
促
 うなが

 す理科に、俺はなおも
躊
 ちゆう
 躇
 ちよ

 する。

「……いや、いくら友達同士だからって、女のお前にこんなこと言うと気分を悪くさせちまうかもしれない」

「はあ」

「いや、女とか男とか関係ないかもな……こういうのって……言われるほうも言うほうもどっちもあんま気分よくねえっていうか……」

「はあ。で、どうなんです？」

「
俺
 おれ

 だってさ……こんな風に思っちまう自分のこと、嫌だなあって思うんだ」

「回りくどいですよ先輩。
理
 り
 科
 か

 になら何を言っても大丈夫ですから」

「……本当に？」

「はい」

　理科は
真面目
 まじめ

 な顔で力強く
頷
 うなず

 く。

　仕方なく、俺も
覚
 かく
 悟
 ご

 を決める。

「……わかった、言うよ。こんなこと打ち明けるの、本当にお前だけなんだからな？」

「はい」

「……俺が
夜
 よ
 空
 ぞら

 のことをどう思ってるのかって言うとだな」

「はい」

「……
端
 たん
 的
 てき

 に言うとだな」

「はい」





「

重
 おも

 い
 」





　俺は自分の率直な気持ちを二文字で表現してみた。

「あぁー……」

　理科はぐんにょりした顔で、
呆
 あき

 れとも
批
 ひ
 判
 はん

 とも
納
 なつ
 得
 とく

 ともつかぬ
曖
 あい
 昧
 まい

 なため息を
漏
 も

 らし、

「…………
 まあ、わかります」

「おう……ありがとう……」

　俺はもう、かつてのタカじゃない。

　そして俺にとっての
三
 み
 日
 か
 月
 づき

 夜空は、彼女がソラだと発覚したあの日から
既
 すで

 に、かつてのソラとイコールではないのだ。

　昔は男だと思っていたのが実は女の子だったというある意味
決
 けつ
 定
 てい
 的
 てき

 な違いもあるけど、それ以上に、
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐで勇気と優しさと
正
 せい
 義
 ぎ
 感
 かん

 にあふれていたソラと、今のなんというか……アレな……三日月夜空は、まったくの別人のようにすら思える。

　ソラは絶対に「リア
充
 じゆう

 は死ね」なんて言わない。

　しかし
夜
 よ
 空
 ぞら

 にとっての
俺
 おれ

 は──再会して
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 の仲間として『
三
 み
 日
 か
 月
 づき

 夜空と
羽
 は
 瀬
 せ
 川
 がわ

 
小
 こ
 鷹
 だか

 』としての時間を半年近く過ごしてもなお──依然『タカ』のままなのだと思う。

　俺とソラがこの街で一緒に過ごした期間は、たぶん半年にも満たない。

　時間の長さが全てじゃないとはいえ……今ではもう、隣人部で過ごした時間のほうが長いのだ、俺たち二人は。





　──今日はその、あれだったな。

　──十年前みたいだった。





　そう言って
嬉
 うれ

 しそうにはにかむ、夜空──十年前は少年だと思っていたけれど、今は男だなんて絶対に思えない
綺
 き
 麗
 れい

 な少女──夜空の顔がフラッシュバックする。

　あのとき、俺はこう返した。





　──そうだな。たしかに、ちょっとだけ
 あの頃みたいな気がした
 。





　ちょっとだけ、気がしただけで、違うのだと
暗
 あん

 に伝えようとした。……夜空に伝わった様子はなかったけれど。

　十年前の気持ちを現在まで
抱
 いだ

 き続けている夜空と、十年前のことを
一
 いつ
 旦
 たん

 は過去のものとして
断
 だん
 絶
 ぜつ

 してしまっている俺との間には、大きな
温
 おん
 度
 ど
 差
 さ

 がある。

　引っ越しと転校を
繰
 く

 り
返
 かえ

 してきたこの十年間、俺の人生にもそれなりに色んな出来事があって、友達はあまり多く作れなかったけど、それでも楽しい思い出だってたしかにあったのだ。

　俺にとってソラとの日々は、たしかに隣人部に入るまでの人生の中で
一
 ひと
 際
 きわ

 
輝
 かがや

 かしいものではあっても、それでも十年という長い年月を
彩
 いろど

 る一ページでしかない。

　これって俺が
薄
 はく
 情
 じよう

 なんだろうか？

　夜空の十年間にだって、色んなことがあったんじゃないのか？

　俺にはどうしても、「十年間も俺のことを思っていてくれて嬉しい」と
素
 す
 直
 なお

 に喜ぶことができない。

　俺に対して十年分の思いを向け、思い出を大事にするあまり隣人部という現在の人間関係すら
蔑
 ないがし

 ろにしたこともあった夜空。

　どうしてそこまで？　という
戸
 と
 惑
 まど

 いや
困
 こん
 惑
 わく

 、
疑
 ぎ
 問
 もん

 。

　ありえねえだろ！　といった
驚
 おどろ

 き、
呆
 あき

 れ、
疑
 ぎ
 念
 ねん

 。

　つまるところ──
俺
 おれ

 は自分が
三
 み
 日
 か
 月
 づき
 夜
 よ
 空
 ぞら

 のことをどう思っているのか、自分でもよくわからないのかもしれない。

　そもそも夜空が俺に向けている感情が正確には
恋
 れん
 愛
 あい
 感
 かん
 情
 じよう

 なのか友情なのか、
依
 い
 存
 ぞん
 心
 しん

 や
独
 どく
 占
 せん
 欲
 よく

 なのか、はたまたそれ以外の何かなのかも
計
 はか

 りかねていて──もしかしたら夜空自身にもよくわかってない可能性だってあり得る──、どう向き合ったらいいのかもわからない
重
 おも

 たい気持ちを……
持
 も

 て
余
 あま

 している。

　それでも最近は
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 のことも大切に思っているのがはっきりと見えてきてたし、夜空も変わってきてる──
恐
 おそ

 らくは良いほうに──んだとは思うけど。





　……と、そんなことを考えつつも、
理
 り
 科
 か

 には言わなかった。

　だってどう
取
 と

 り
繕
 つくろ

 ったってこれは
陰
 かげ
 口
 ぐち

 の
類
 たぐい

 だ。

　俺はせっかくできた友達に、陰口なんて言いたくなかったのだ。






　　








　目を覚ますと夜中の十二時だった。

　夕飯を食べたあと部屋に戻ったら、そのまま寝てしまったらしい。

　身体のあちこちが痛み、
疲
 つか

 れもまだ抜けていない。

　このまま再び寝てしまいたい
欲
 よく
 望
 ぼう

 が
鎌
 かま
 首
 くび

 をもたげるが、学校の宿題があったのを思い出して仕方なく起き上がる。

　とりあえずシャワーを浴びてさっぱりして、それから宿題を片付けて寝るとしよう。

　部屋を出て一階に下りる。

　一階には電気が
点
 つ

 いていた。

　
小
 こ
 鳩
 ばと

 がまだ起きてるのか？

　しかしリビングに小鳩の姿はなく、
怪
 け
 訝
 げん

 に思いながらも台所へ。

　
喉
 のど

 が
渇
 かわ

 き
小
 こ
 腹
 ばら

 も空いていたので、
風
 ふ
 呂
 ろ

 に行く前に
冷
 れい
 蔵
 ぞう
 庫
 こ

 を開ける。

　……あれ。帰宅した時にはたしかにあったはずの牛乳がない。

　小鳩が全部飲んじゃったのか……？

　が、冷蔵庫の中にあったコーラのペットボトルを目にとめ、
疑
 ぎ
 問
 もん

 を覚える。

　小鳩が自分から飲むとしたら、間違いなく牛乳ではなくコーラのほうだ。

　コーラが手つかずで、牛乳がなくなっている……？

　まあ、
小
 こ
 鳩
 ばと

 も牛乳飲むことくらいあるか……深く考えず、
菓
 か
 子
 し
 類
 るい

 が入った
戸
 と
 棚
 だな

 を開ける。

　……明らかに昨日見たときよりも
目
 め
 減
 べ

 りしていた。

　
晩
 ばん
 飯
 めし

 に
普
 ふ
 段
 だん

 より大盛りのパスタ食って、さらにお菓子まで？

　絶対にありえないとまでは言えないが……引っかかる。

　考えてみれば今日
俺
 おれ

 が帰宅してからの小鳩の様子は
不
 ふ
 自
 し
 然
 ぜん

 だった。

　いつもより多めに作るように頼み、夕飯の
準
 じゆん
 備
 び

 を自分から手伝い、そして
機
 き
 嫌
 げん

 が悪いのだとか理由をつけて食事を自分の部屋へと持って行く……。

　思い出す……何年か前にも同じようなことがあった。

　小鳩がまだ小学校低学年のころ、近所に捨て猫を見つけた小鳩は、家からこっそり食べ物を持ち出して猫にあげたのだ。

　このことは、猫アレルギーの小鳩が
喘
 ぜん
 息
 そく

 のような
酷
 ひど

 い
咳
 せき

 と高熱を出したことで、その日のうちにあえなく
露
 ろ
 見
 けん

 。

　その後父さんの
伝
 つ
 手
 て

 で捨て猫は新しい飼い主に引き取られることになり、父さんは回復した小鳩を
叱
 しか

 ったのち、小鳩を抱きしめて何度も「よかった」と
繰
 く

 り
返
 かえ

 し泣いていた。

　これもまた、
懐
 なつ

 かしい思い出の一つだ。

　……それはともかく、今日はアレルギーの
症
 しよう
 状
 じよう

 が出ていないということは、猫じゃないのか？　犬とか？

　いずれにせよ、お兄ちゃんとしてはそういう隠し事は
見
 み
 過
 す

 ごせない。

　と、そのとき、
風
 ふ
 呂
 ろ
 場
 ば

 のほうでシャワーの音がするのに気づいた。

　どうやら小鳩は風呂場にいるらしい。

　もしかすると、俺が眠ったのを
見
 み
 計
 はか

 らって
拾
 ひろ

 ってきた犬（？）を洗っているのかもしれない。

　そう
思
 おも

 い
至
 いた

 るなり、俺は風呂場に急行。

「おい小鳩、お前──」

　言いながら、ガラガラと
浴
 よく
 室
 しつ

 の扉を開ける。





　そこにいたのは猫でも犬でもなく、一人の
駄
 だ
 目
 め

 っこどうぶつだった。





「んふぁ……？」

　
妙
 みよう

 に
艶
 なま

 めかしい
喘
 あえ

 ぎを
漏
 も

 らして彼女が俺のほうを振り向く。

　ほっそりした
裸
 ら
 身
 しん

 は白い泡にまみれ。

　左手はシャワーヘッドを持ち。

　右手は
下
 か
 腹
 ふく
 部
 ぶ

 のほうへと伸びている。

　お湯に
濡
 ぬ

 れた
艶
 つや

 やかな黒髪。

　火照って
紅
 こう
 潮
 ちよう

 した顔、
恍
 こう
 惚
 こつ

 にとろんとした目。

　なぜか
三
 み
 日
 か
 月
 づき
 夜
 よ
 空
 ぞら

 がうちの
風
 ふ
 呂
 ろ

 でシャワーを浴びていた。

「ふぇ……？」

　現実
認
 にん
 識
 しき

 が追いついていないのか、まだぼんやりした顔で
俺
 おれ

 を見つめている夜空。

　俺もわけがわからなすぎて頭が
働
 はたら

 かない。

　これはもしかして夢なんじゃないかと本気で思ってしまう。

　いやこれ、マジで夢なんじゃねーの？　夜空のこと考えながら寝ちゃったからこんな夢見てるんだなきっと。だからって裸なんて……
自
 じ
 己
 こ
 嫌
 けん
 悪
 お

 に
陥
 おちい

 りそうだ。





「ククク、
我
 わ

 が
騎
 き
 士
 し

 よ、タオルを持ってきて──」





　夢じゃなかった。

　うしろで声がして振り向くと、
小
 こ
 鳩
 ばと

 が
洗
 せん
 面
 めん
 所
 じよ

 に入ってきたところだった。

「ぎゃっ!?
 」











　
小
 こ
 鳩
 ばと

 が
悲
 ひ
 鳴
 めい

 を上げる。

　続いて「あ!?
 　ひゃっ、ひぇっ!?
 　こ、こだ、やっ、ひっ、はぅ！」みたいな言葉にならない悲鳴を上げながら、
夜
 よ
 空
 ぞら

 が
両
 りよう
 腕
 うで

 で胸を隠してその場にしゃがみこんだ。

　
俺
 おれ

 は頭の中が真っ白になりながら
無
 む
 言
 ごん

 で
浴
 よく
 室
 しつ

 を出る。

　洗濯かごの上に、
聖
 せい

 クロニカ学園の女子制服や小鳩のものではないピンク色の下着が置かれていたことにこのとき気づいた。

「あ、あの、あんちゃ……」

　オロオロしている小鳩の頭にぽんと手を乗せ、「……あとで話ある」と
告
 つ

 げてその場を
離
 はな

 れた。






　　








　そして約十分後、
羽
 は
 瀬
 せ
 川
 がわ
 家
 け

 のダイニング。

　俺の向かい側の椅子に小鳩と夜空が
縮
 ちぢ

 こまって座っている。

　夜空の
格
 かつ
 好
 こう

 は学校指定のジャージ。急いで
風
 ふ
 呂
 ろ

 から上がったので髪はまだ
濡
 ぬ

 れていて、頭の上からバスタオルをかけている。

「……で、小鳩」

　どうしたものかと悩みながら、俺はとりあえず小鳩に話しかけた。

「……これ
 はなんだ」

「…………
 ダ
 ……ダークナイト
 」

　目を泳がせ、小さな声で小鳩は答えた。

「おう……で、なんでダークナイトがうちにいるのかな？」

「…………
 ひ、
拾
 ひろ

 った…
 …」

「うちはダークナイト
禁
 きん
 止
 し

 だ。戻してきなさい」


「ちゃ、ちゃんと
面
 めん
 倒
 どう

 
見
 み

 るばい!!
 」


「だーめ。毎朝早起きできないだろ？　すぐに放り出すに決まってる」

「で、できるもん！　毎日お散歩連れてく！　お手伝いもする！」

「……私はペットか」

　なぜかお父さんと子供みたいな会話になってしまった俺と小鳩に、ダークナイトさんが
拗
 す

 ねたようにツッコんだ。

「……で、どういうことなんだ夜空」

「…………
 」

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 は泣きそうな顔をしたのち、
訥
 とつ
 々
 とつ

 と
事
 じ
 情
 じよう

 を説明し始めた。

　今日……正確には昨日の放課後、慌てた様子で屋上へ向かう
俺
 おれ

 の姿を見かけたこと。

　そのまま俺と
理
 り
 科
 か

 がケンカを始めたのを、屋上の出入り口のところからこっそり
窺
 うかが

 っていたこと。

　ケンカが終わって俺たちが友達になることを
認
 みと

 め
合
 あ

 ったあたりでいたたまれなくなり、屋上を
離
 はな

 れてそのまま学校を出たこと。

　心が折れてしまったので旅に出ようとふと思い立ち、
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 のメンバーみんなに『旅に出ます。探さないでください』とメールを送ったこと。

「……旅に出ると宣言したはいいが、お金もないし行くアテもないし……なにより勇気がなかった……。夢も希望もない……本当になにもないな私は……生きてる価値とかあるのかな……あはは……」

　
自
 じ
 虐
 ぎやく
 的
 てき

 に笑う夜空。

　
痛
 いた
 々
 いた

 しすぎてまったく笑えねえ……。

　自虐とはいえ
冗
 じよう
 談
 だん

 を言えるなら大丈夫だとは思うけど……。

「……どこかに消えてしまいたかったのは本当で、家に帰る気にもなれず……気がついたら十年前お前と二人で遊んだ、あの公園にいたんだ」

　……どうやら俺の
予
 よ
 感
 かん

 は間違ってはいなかったらしい。

「……で、公園のベンチで途方に暮れていたところを、たまたま通りかかった
煌
 すめらぎ

 に発見されたというわけだ」

「お前
小
 こ
 鳩
 ばと

 のこと煌って呼んでるのか」

　真っ先にツッコんだのはそこだった。

　そういえば夜空が小鳩のことを名前で呼ぶのを聞いたことがなく、これまでは常に『
小
 こ
 鷹
 だか

 の妹』だった。

「本人がそう呼べと言うから……」

「え？」

　小鳩に目をやると、

「ククク……特別にこのレイシス・ヴィ・フェリシティ・煌の下の名前で呼ぶことを
許
 きよ
 可
 か

 したのだ……」

　なぜか
嬉
 うれ

 しそうに小鳩は笑った。

「……で、なんでこそこそと小鳩に
匿
 かくま

 われてたんだ？」

　すると夜空はしょんぼりした様子で答える。

「……
小
 こ
 鷹
 だか

 と顔を合わせたくなくて……」

「……まあ、『探さないでください』なんて言った
奴
 やつ

 とは顔合わせづらいわな……。そもそもなんであんな心配を
煽
 あお

 るような文面にしたんだよ。傷心旅行行くにしても他に書きようあるだろ。電話出ねえしメールの返事も思わせぶりだし」

　
星
 せ
 奈
 な

 が『
夜
 よ
 空
 ぞら

 にそんな大それたことはできない』と
見
 み
 抜
 ぬ

 かなければ、心配して探しに出ていたかもしれない。

　自然と
責
 せ

 めるような
口
 く
 調
 ちよう

 になる
俺
 おれ

 に、

「…………
 心配してほしくて
 」

　ばつが悪そうに、
拗
 す

 ねた子供みたいに夜空は言った。

「心配してほしくてって……お前なぁ……」

　かまってもらいたがってるだけ、という星奈の予測も見事に的中だった。

「ククク…………
 わかるわかる……」

　
小
 こ
 鳩
 ばと

 が
共
 きよう
 感
 かん

 の意を示してコクコク
頷
 うなず

 く。そういえば小鳩もかまってちゃんなところあるからな……。

「はぁ……ったく……」

　深くため息をつく俺に、

「……ぁの……そんで、あんちゃん……」

　小鳩が
上
 うわ
 目
 め
 遣
 づか

 いになった。

「ダークナイト、うちでお泊まりしていい？」

「小鷹……」

　夜空もなんか捨てられた
子
 こ
 猫
 ねこ

 みたいな目で見てるし……。

「
駄
 だ
 目
 め

 、戻してきなさい……って言いたいとこだけど……もう深夜だしな……」

　さすがにこの時間に追い返すのはまずいだろう。

「つか夜空、家には連絡してあるんだよな？」

「……いや」

　夜空は険しい表情になり首を横に振った。

「え!?
 　そりゃまずいだろ！　こんな時間まで帰らなかったら家の人が心配──」

「しない」

　俺の
台詞
 せりふ

 を
遮
 さえぎ

 って、ぴしゃりと断言した。

「……心配なんてしない。家に帰らなくても、学校に行かなくても、私がどこで何をしていようと、あの人は心配なんてしない」

　夜空は今にも泣き出しそうな顔だった。

「……きっと本当に私が旅に出てしまっても、
無
 む
 断
 だん
 欠
 けつ
 席
 せき

 で学校から連絡が来ても、
警
 けい
 察
 さつ

 に
補
 ほ
 導
 どう

 されても、
迷
 めい
 惑
 わく

 に思いこそすれ心配なんてしないだろうな……」

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 の家庭環境を、
俺
 おれ

 はほとんど知らない。

　十年前のソラについても、知っていることはアパート暮らしで一人っ子ということくらい。実際にソラの家に行ったことはない。

　ソラは自分の
境
 きよう
 遇
 ぐう

 をあまり話してくれなかったし、俺も気にしなかった。

　俺のほうもあまり学校でのこととかをソラと過ごす時間に持ち込みたくなかったから、自然とお互いの
事
 じ
 情
 じよう

 に
踏
 ふ

 み
込
 こ

 むのは
避
 さ

 けていた。

　
唯
 ゆい
 一
 いつ

 の親友と過ごす『今』が楽しければ、それでよかった。

　そんな俺が持っている、数少ないソラの家族についての情報──





　──友達百人なんてできなくてもいいから、百人分大切にできるような本当の友達を作りなさい。たった一人だけでもお互いのことを
誰
 だれ

 よりも大切に思える本当の友達がいれば、きっと人生は
輝
 かがや

 かしいものになるだろう──





　あの言葉は、ソラの母親のものだったはずだ。

『あの人たち』ではなく『あの人は』と単数形なのも気になる。

　今の
三
 み
 日
 か
 月
 づき

 夜空は、ネット
通
 つう
 販
 はん

 をよく利用していたり一人でファミレスやカラオケに行ったり、
金
 きん
 銭
 せん
 的
 てき

 に不自由している様子はないのだが。

　
詳
 くわ

 しく
訊
 たず

 ねるべきなんだろうか……夜空の家庭の事情……明らかにヘビーな感じだけど、俺はそこに踏み込んでしまってもいいのだろうか……。

　俺が迷っていると、

「へくちっ！」

　夜空が
可愛
 かわい

 いくしゃみをした。

　そういやさっきまでシャワー浴びてたんだよな……
湯
 ゆ
 冷
 ざ

 めして
風
 か
 邪
 ぜ

 ひかれても困るし……。

「……しょうがねえな。今日は泊まっていけ」

「あんちゃん……！」

　
小
 こ
 鳩
 ばと

 が目に
歓
 かん
 喜
 き

 の色を浮かべた。

「……い、いいのか？　本当に？」

　おそるおそるといった様子で夜空が訊ねる。

「まあ、一晩くらいならべつに。そ、それに俺じゃなくて『小鳩のお客さん』を
無
 む
 下
 げ

 に追い返すってのもアレだしな……」

「……そうか。お前はこういうの
 に
寛
 かん
 容
 よう

 なのだな。肉の家にも泊まったらしいし
 ……」

　小さく悲しげに
呟
 つぶや

 く
夜
 よ
 空
 ぞら

 に、
俺
 おれ

 は「なんだって？」とは返さなかった。






　　








　その後、髪をよく
乾
 かわ

 かして夜空の寝る
準
 じゆん
 備
 び

 は
整
 ととの

 った。

　
小
 こ
 鳩
 ばと

 が自分のベッドで一緒に寝ればいいと言うので、布団の準備なども必要なかった。

「……夜空、寝る前にちょっといいか」

　小鳩と一緒に部屋に行こうとした夜空を呼び止める。

「小鳩は部屋に行ってろ」

　大事な話であることを
察
 さつ

 したか、それともただ眠かっただけか、「ん……」と小鳩が
素
 す
 直
 なお

 に
従
 したが

 う。

「……なんだ？　
小
 こ
 鷹
 だか

 」

　小鳩が部屋に入ったあと、俺は口を開く。

「……俺、
理
 り
 科
 か

 と友達になったよ」

「……知っている。見ていたからな」

　一瞬の
動
 どう
 揺
 よう

 が浮かんだあと、
淡
 たん
 々
 たん

 とした
調
 ちよう
 子
 し

 で言う夜空。

　それからフッと笑って、

「……思い返せば、お前は
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 のなかで、理科と話しているときが一番自然体だったからな。……理科もごく自然にお前の隣にいることが多かったし……」

「ああ。だから正確には、今日『なった』わけじゃなくて、とっくに友達だったんだ」

　少しの
間
 ま

 ののち、俺は続ける。

「俺が隣人部で一番仲いいのは理科だ。でも俺はお前らだって──」

「やめろ」

　以前の俺のように強く
怒
 ど
 鳴
 な

 るのではなく、夜空は静かに、
寂
 さび

 しげに言った。

「お前は、もうタカじゃないんだろう？」

「……ああ」

　
頷
 うなず

 く俺に、





「だったら……私とお前は、もう友達じゃない」





　瞳に涙を浮かべて
夜
 よ
 空
 ぞら

 は笑い、はっきりと言い切った。

「……そっか」

　
羽
 は
 瀬
 せ
 川
 がわ

 
小
 こ
 鷹
 だか

 と
三
 み
 日
 か
 月
 づき

 夜空は、友達じゃない。

　どちらかが一方的に友情を感じていても、それは友達じゃない。

「
理
 り
 科
 か

 はいい
奴
 やつ

 だな」

　夜空がぽつりと言った。

「明るくて
気
 き
 配
 くば

 りもできて、頭もよくて
発
 はつ
 明
 めい
 家
 か

 として社会的にも評価されてて、
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐで……。友達になるならそりゃあ、
根
 ね
 暗
 くら

 で
陰
 いん
 険
 けん

 で自分勝手なクズよりああいう奴のほうがいいな……
誰
 だれ

 だってそう思う」

　泣きそうな顔で
自
 じ
 虐
 ぎやく
 的
 てき

 に笑う夜空に、
俺
 おれ

 はなにも言えなかった。

「……あいつからの
留
 る
 守
 す
 電
 でん

 メッセージも聞いた。逃げてばかりで、他人を
僻
 ひが

 んで現実を
恨
 うら

 んでばかりで、自分からは何もしようとしなかった……本当にあいつの言うとおりで返す言葉もない……」

「それ言ったあと、あいつ
凹
 へこ

 んでたぞ。そんで……」

　俺の口から言っていいのか迷いつつ、

「悔しかったら逃げるなよ……ってさ。あいつはお前のこと──」

「はは」

　夜空は俺の言葉を
遮
 さえぎ

 るようにわざとらしく
乾
 かわ

 いた笑いを
漏
 も

 らした。

「夜空？」

　夜空の
口
 くち
 元
 もと

 に
歪
 いびつ

 な笑みが浮かぶ。





「……私みたいな負け犬のゴミ虫に気を
遣
 つか

 ってくださるなんて、さすが友達がいるリア
充
 じゆう

 様はお優しくてご立派だな」





「お前……ッ！」

　あまりに
卑
 ひ
 屈
 くつ

 な物言いに、
憤
 いきどお

 りよりも先に悲しみを覚えてしまった。

　やっぱりあの頃のソラはもういないんだと
否
 いや
 応
 おう

 なく思わされてしまう。

「話はそれだけか？」と夜空。

　俺は首を横に振る。

　むしろここからが本題だ。

「俺、あのあと
星
 せ
 奈
 な

 に告白の返事をした」

　夜空の顔が目に見えて
強
 こわ

 ばる。

「……そ、それで、肉になんて答えたんだ？」





「好きだって、正直に言ったよ」





　これを言うべきかどうか、とても迷った。

　けれど、ここで黙っていても
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 に来たら
否
 いや
 応
 おう

 なくわかることなので、
俺
 おれ

 の口からちゃんと言うことにした。

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 の表情は動かなかった。

　しばしの
沈
 ちん
 黙
 もく

 ののち……

「そうか」

　感情のない声で夜空は
呟
 つぶや

 いた。

　それから夕飯のときに
小
 こ
 鳩
 ばと

 にしたのと同じように、好きだけど付き合うつもりはないことを説明したのだが、夜空は
上
 うわ

 の
空
 そら

 の様子だった。

「……
小
 こ
 鷹
 だか

 は……あいつが……
柏
 かしわ
 崎
 ざき

 
星
 せ
 奈
 な

 が好きなんだな」

　
縋
 すが

 るような目をして確認する夜空に、「ああ」と
頷
 うなず

 く。

「そっか……」

　夜空はぽつりと言って。

　
激
 げつ
 昂
 こう

 することも、俺や星奈や
理
 り
 科
 か

 を
罵
 ののし

 ることも、悲嘆して泣きじゃくることもなく、ただ
頰
 ほお

 の筋肉の
反
 はん
 射
 しや

 に任せるかのように、弱々しく
儚
 はかな

 げに
微笑
 ほほえ

 んだ。





「あは……。全部なくなっちゃった……」





お弁当









　翌朝。

　三人分の朝食を作り、三人で朝食を食べる。

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 は表向きは平気そうな様子で、「やはりお前は料理が
上
 う
 手
 ま

 いな……」なんて言いながら、ご飯を二杯、
味
 み
 噌
 そ
 汁
 しる

 を三杯おかわりして、昼の弁当のために用意した
唐
 から
 揚
 あ

 げとウインナーと
卵
 たまご
 焼
 や

 きまで食べた。

　昨夜は
小
 こ
 鳩
 ばと

 と分け合ったパスタとお
菓
 か
 子
 し

 しか食べていなかったので、お
腹
 なか

 が減っていたらしい。ちゃんと食欲があることに
俺
 おれ

 は安心した。

　学校はどうするのかと
訊
 き

 いてみたら「今日は欠席する」と言い、学校への連絡も
既
 すで

 に自分で済ませたと言うので、俺は夜空に
合
 あ

 い
鍵
 かぎ

 を渡して家を出た。

「んじゃ、帰りたくなったら適当に帰れ。戸締まりは忘れずにな。鍵は明日学校で返してくれりゃいいよ」

「ああ」

「ククク……
我
 わ

 が
騎
 き
 士
 し

 よ……行ってくるのだ」

「ああ。行ってこい
煌
 すめらぎ

 。……

小
 こ
 鷹
 だか

 も
 」

　小鳩と二人、夜空に送り出されて家を出る。

　なんというか、とてつもなく変な気分だった。

　ちなみに
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 のみんなにはどう伝えるか夜空に訊いたところ、

「ありのままを伝えてかまわない」

「……ありのままって、お前が旅に出るっつっておいて公園でしょんぼりしてるところを通りすがりの小鳩に
拾
 ひろ

 われて俺んちにいるなんて、本当に言ってもいいのか？」

「……ああ」と
赤
 せき
 面
 めん

 しながら夜空は
頷
 うなず

 いた。

「私の
黒
 くろ
 歴
 れき
 史
 し

 に新しい一ページが
刻
 きざ

 まれた……それだけのことだ。
駄
 だ
 目
 め

 でクズで残念な負け犬の
無
 ぶ
 様
 ざま

 で
滑
 こつ
 稽
 けい

 な姿、せいぜい笑うがいい……」

「いや笑えねえよ……」

　ともあれ俺は学園に向かうバスの中、
星
 せ
 奈
 な

 と
幸
 ゆき
 村
 むら

 と
理
 り
 科
 か
 宛
 あ

 てに夜空の現状を伝えるメールを書いて送った。





　タイトル　夜空のこと


　本文　昨日見つかった。旅に出るのはやめたらしいから安心しろ。






　バスに乗っている間中かかって、かなり悩みながら何度も書いたり消したりした結果、えらく
簡
 かん
 潔
 けつ

 になってしまった……。

　
星
 せ
 奈
 な

 からは「やっぱりあたしの言ったとおりだったでしょ
 
 ☆」という返事。

　
幸
 ゆき
 村
 むら

 からは「おめでとうございます。さすがはあにきです
 」

　
理
 り
 科
 か

 からは「昼休み
ｋ
 く
 ｗ
 わ
 ｓ
 し
 ｋ
 く


 」






　　








　そして昼休み、
俺
 おれ

 は理科室にいた。

　実習用の机に、俺と理科（服装は制服で
白
 はく
 衣
 い

 は着ておらず、髪は下ろしている）が向かい合って座っている。





　──昨日の帰り際。

　理科がなにやらモジモジしながら、「あの……もしよかったら明日理科と一緒にお昼を食べませんか」と誘ってきた。

「昼？」

「はい。その……と、友達ですし」

「……！」

　理科の言葉に
瞠
 どう
 目
 もく

 する俺。

「……えっと、理科
準
 じゆん
 備
 び

 室の窓から中庭が見えるんですけど……昼休みになるといつも外でご飯食べてる人たちの姿が見えて。……それで、友達と一緒にお昼ご飯を食べるの、ずっと
憧
 あこが

 れてて……」

「と、友達と一緒に昼ご飯……！」

　なんという
甘
 かん
 美
 び

 な響き。

　ほとんどの生徒が当たり前のようにやっていることでありながら、俺たちにとっては
縁
 えん

 のなかったその行為。

「……む、無理だったら別にいいん──」

「ＯＫだ！　食おうぜ一緒に昼飯！」

　照れながら誘ってくる理科に、俺は食い気味で答えた。ご飯の約束だけに。

「『食い気味で答えた。ご飯の約束だけに』とか思ってそうなドヤ顔が
若
 じやつ
 干
 かん

 ウザいですけど……それじゃ、約束ですよ先輩」





　そんなわけで。

　この学校に転校してきて初めての『友達との昼ご飯』ということで、いつもよりもさらに早く起きて、自分のぶんの弁当もちょっと気合い入れて作った。

　
幸
 ゆき
 村
 むら

 には、今日のパンとヤンキー漫画の差し入れは
不
 ふ
 要
 よう

 とメールしてある。

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 と
小
 こ
 鳩
 ばと

 が寝たあと宿題をやっていたこともあって、授業中はずっと寝不足で辛かったけど、記念すべき特別な弁当だからな。コンビニのパンやおにぎりで済ませるなんてあり得ない。

　四限目の授業が終わって昼休みになると、
俺
 おれ

 は
理
 り
 科
 か

 室へ向かった。

　理科室の扉を少し開けると中で理科がソワソワした様子で机の周りをぐるぐる回っていたのでしばらく
観
 かん
 察
 さつ

 していたら気づかれた。

　理科室に入って席につき、

「じゃあ、食うか」と机の上の弁当箱に手を伸ばし、
微
 び
 妙
 みよう

 に
緊
 きん
 張
 ちよう

 して俺が言う。

「そ、そうですね」

　理科も俺と同じように少し緊張した様子で答えた。

　理科の前に置かれている理科の昼食は、カロリーフレンドのブロックタイプ（フルーツ味）と、サプリメントの
小
 こ
 袋
 ぶくろ

 が十個ほどと、
固
 こ
 形
 けい

 ぶどう
糖
 とう

 の
袋
 ふくろ

 と、ネクターペッパーのペットボトル。

「……ほんとにそれがお前の昼飯なのか？」

「そうですよ」

　特に
疑
 ぎ
 問
 もん

 を感じている風もなく
肯
 こう
 定
 てい

 する理科。

「……キャラ作りのためのネタじゃなくて？」

「違いますよ。……便利でいいですよこれ。
通
 つう
 販
 はん

 で二ヶ月分くらいまとめ買いすれば外に出なくていいですし」

　根っからの引きこもりだった。

「……お前、海や遊園地に行ったときはカレーとか
麻婆
 まーぼー

 
豆
 どう
 腐
 ふ

 とか
美
 う
 味
 ま

 そうに食ってたよな？　アホみたいにタバスコかけてたのはともかく……
普
 ふ
 段
 だん

 からああいうちゃんとした料理は食わないのか？」

「辛いのは好きですけど、あんなのばっかり食べてたら胃が荒れちゃいますよ。普段はちゃんと健康に気を
遣
 つか

 ってるんです」

　ちょっと得意げに言う理科。

　たしかに
激
 げき
 辛
 から

 料理ばかりではアレだが、だからってブロック食とサプリばかりというのもあまり健康的とは思えなかった。

　
釈
 しやく
 然
 ぜん

 としないながら、
俺
 おれ

 は自分の弁当箱のふたを取る。

　卵と
鶏
 とり
 肉
 にく

 の二色そぼろご飯、
特
 とく
 製
 せい

 の
唐
 から
 揚
 あ

 げ、タコ
型
 がた

 のウインナー、
卵
 たまご
 焼
 や

 き、ブロッコリーとにんじんとアボカドと
小
 こ
 海
 え
 老
 び

 の入ったポテトサラダ、プチトマト、ウサギ型に切ったリンゴ、オレンジ。

　味と栄養バランスだけでなく見た目にも気を
遣
 つか

 ってみた。

「それ、
小
 こ
 鷹
 だか

 先輩が作ったんですか？」

「おう」

「女子力高いですね……ウサギとかタコさんとか……」

「昔から
小
 こ
 鳩
 ばと

 のために作ってたからな……
癖
 くせ

 でつい自分のぶんまでやっちまった」

「女子力っていうかお母さんですね」

「どっちにしろ
嬉
 うれ

 しくねえよ。つーか、お前も手先器用なんだからこれくらいやろうと思えば出来るだろ」

「包丁は大きいし
重
 おも

 いので苦手なんです。……レーザーメスがあればタコさんどころかダゴン様だって作ってみせますが」

　前に「料理するとつい変なもの混ぜて爆発するか薬みたいな味になる」とか言ってたし、根っからのマッドサイエンティストだった。

「
邪
 じや
 神
 しん
 型
 がた

 のウインナーはあんまり食いたくねえな」

　
苦
 く
 笑
 しよう

 しつつ、俺はタコ型のウインナーを
箸
 はし

 で
摑
 つか

 んだ。

　
理
 り
 科
 か

 はそれを、なんとなく
物
 もの
 欲
 ほ

 しそうな目で見ている。

「……食いたいのか？　タコ」

「あ、はい。欲しいです、先輩の
触
 しよく
 手
 しゆ

 が」

「嫌な言い方するんじゃねえ。……ほら」

　理科は箸がなかったので、俺はウインナーを彼女の
口
 くち
 元
 もと

 に差し出した。

「い、いただきます」

　一瞬
躊躇
 ためら

 った様子を見せ、理科はウインナーを食べた。

「
美
 お
 味
 い

 しいです。タコさんウインナーなんて生まれて初めて食べました」

　ちょっと大げさなくらい嬉しそうに理科は笑った。

　タコさんくらいでここまで喜ばれると作った俺としても嬉しい。

「もっといるか？」

「はいっ」

　もう一つタコ型ウインナーを理科に食べさせる。

「先輩の
触
 しよく
 手
 しゆ

 が
理
 り
 科
 か

 のお口いっぱいに入ってきて、しゅ、しゅごいよぉ」

「うるせえ黙って食え」

　そう言って、さらに
俺
 おれ

 のウインナーを理科の口にぶちこんだ。

「……ん……はむ……はんっ……。……しぇ、しぇんぱいのおっきいウインナー、理科のナカに全部入っちゃってるよぉ……」

「わざと
卑
 ひ
 猥
 わい

 に聞こえるように言うんじゃねえ！　つーか、
相
 あい
 変
 か

 わらず下ネタ好きだなお前……」

「当たり前です。理科から下ネタを取ったら一体なにが残るというのですか！」

　ずっと前にも言ったことがある
台詞
 せりふ

 を吐く理科に、

「色々あるだろ！　……ゆ、友情とか」

「
 」

　俺の返しに理科は顔を赤くした。俺も恥ずかしい……


「う、ウインナーごちそうさまでした！　お返しに理科の
亜
 あ
 鉛
 えん

 のサプリあげますね」

「お、おう」

　
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 すように理科が四粒のサプリを
小
 こ
 袋
 ぶくろ

 から出し、俺に手渡す。

　俺は少し
戸
 と
 惑
 まど

 いながら、お茶とともにサプリを飲んだ。











「えへ……これはいわゆる、お弁当の
交
 こう
 換
 かん

 というやつですね」

　
嬉
 うれ

 しそうにはにかむ
理
 り
 科
 か

 。

　その言葉に感動を覚える
俺
 おれ

 。

「そうか……これが伝説の弁当の交換ってやつなのか……！」

「せっかくだからもっとやりますか？」

「おう！」

「じゃあ
唐
 から
 揚
 あ

 げください」

　理科の希望どおり唐揚げを食べさせてやる。

　一口囓って理科の目が丸くなり、

「おおー、なんかすっごいサクサクしてて
美
 お
 味
 い

 しいです！」

「そりゃよかった。揚げ方のコツ
摑
 つか

 むまで時間かかったからな」

「じゃあ、お返しに鉄分のサプリあげますね」

「おう」

　交換したサプリを飲む。

「次は
卵
 たまご
 焼
 や

 きがいいです」

「いいぞ」

「あ！　中に
明
 めん
 太
 たい
 子
 こ

 入ってるっ！　好きなんですよ明太子」

　子供みたいに喜ぶ理科が
可愛
 かわい

 かった。明太子が好きか……覚えておこう。

「……あ、代わりにカルシウムのサプリあげますね」

「まあ、カルシウムは大事だな」

「次はポテトサラダください。あーん」

「おう。食え食え」

「あれ？　なんかちょっと甘いような……」

「ああ、隠し味に
練
 れん
 乳
 にゆう

 使ってる。マリアと
小
 こ
 鳩
 ばと

 ならこういう味付けの方が喜ぶと思って」

「なるほど……
幼
 よう
 女
 じよ

 をトリコにするために
密
 ひそ

 かに
己
 おのれ

 の白い液体を
混
 こん
 入
 にゆう

 した、と。……はい、お返しのビタミンＢ」

「
卑
 ひ
 猥
 わい

 な表現するんじゃねえ。……そろそろメシもいっとくか？」

「あ、はい。それじゃこちらも
主
 しゆ
 食
 しよく

 を。あーんしてください」

　俺がそぼろご飯を食べさせ、理科の差し出したカロリーフレンドを囓る。

「……こういうの初めて食ったけど、なんかパサパサするんだな」

　あまり美味しいとは思えなかった。

「ついでにぶどう
糖
 とう

 もどうぞ」

「こんなのも売ってるのか」

「これで脳にもりもり
栄
 えい
 養
 よう
 補
 ほ
 給
 きゆう

 しないとなんかダルいんですよ」

「ふーん、頭の回転が早いからか？　……甘ぇ……まあ、砂糖だな……。……ほら、プチトマトも食え」

「ありがとうございます！　それじゃ、こちらのマグネシウムもどうぞ！」

　…………
 そんなことを
繰
 く

 り
返
 かえ

 して、「なんかこれは違うんじゃね？」と
俺
 おれ

 が気づいたのは、俺の弁当があらかた
理
 り
 科
 か

 に食われてしまったあとだった。

「ふー、久しぶりにお
腹
 なか

 いっぱいになりました」

　満足そうな理科とは反対に、こっちは全然腹が膨れてない。

「…………
 明日からお前のぶんの弁当作ってきてもいいか？」

　俺の
提
 てい
 案
 あん

 というかお願いに理科は目を丸くした。

「え!?
 　いいんですか？」

「ああ。一人ぶん増えたところで別にそんな
手
 て
 間
 ま

 じゃないからな」

「いえでもそんな、やっぱり悪いですよ。手作りのお弁当なんてそんな……幸せすぎて
 」

　珍しく
遠
 えん
 慮
 りよ

 がちな理科に、俺は少し照れて目線を
逸
 そ

 らしながら、





「と、友達に遠慮なんてするなよ！」





　けっこう頑張って、そんな
台詞
 せりふ

 を言ってみた。思った以上に恥ずかしい！

　理科の顔に、ぱあっと花が
咲
 さ

 くような笑顔が浮かぶ。

「先輩……！　そ、そうですね、それじゃ遠慮なく！」

　その顔に
見
 み
 惚
 ほ

 れそうになるのを
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 して、

「そ、そうだ、
夜
 よ
 空
 ぞら

 のことだけど」

「あ、そういえば見つかったんですよね」

「ああ。俺の家にいた」

「はあ!?
 」

　
驚
 おどろ

 く理科に、俺は昨日のことを説明した。……
風
 ふ
 呂
 ろ
 場
 ば

 で夜空の裸を見てしまったことは内緒にしておいた。

「……なんだかなー……もう……」

　
留
 る
 守
 す
 電
 でん

 メッセージについての夜空の
卑
 ひ
 屈
 くつ

 な反応を伝えると、理科はひどく
寂
 さび

 しそうな顔をした。

「……実を言うとですね、理科は夜空先輩のこと、けっこう好きなんですよ」

　
理
 り
 科
 か

 がぽつりと言った。

「……ああ。知ってる。けっこう仲良さそうだったよな、お前ら。ガルスクとかホモゲ部とか、
趣
 しゆ
 味
 み

 も合ってたし」

「はい。……
夜
 よ
 空
 ぞら

 先輩のこと……理科は友達だって思ってるんですけど。夜空先輩にとっての理科はそうじゃないんですかね」

「……さあな。
俺
 おれ

 にもわかんねえ」本当にわからなかった。「俺も、昨日あいつから友達じゃないって言われたばっかだしな」

　夜空にとって、友達とはなんなのだろう。

　かつての俺のように関係を前に進めるのが怖くて友達だということを認めようとしないのとは、
事
 じ
 情
 じよう

 が違う気がするけど。

「はあ……」

　理科は悲しそうなため息をつき、切り替えるように
苦
 く
 笑
 しよう

 を浮かべ、

「……それにしても、
小
 こ
 鳩
 ばと

 さんがいつの
間
 ま

 にか夜空先輩に
攻
 こう
 略
 りやく

 されてたのにはびっくりしました」

「ああ……俺も意外だったよ」

「
星
 せ
 奈
 な

 先輩が知ったらどんな反応するでしょうね」

「うーん……怒る？　それか悲しむ……のか？」

「……昨日の告白の件といい、星奈先輩の反応は理科も本気で読めませんからね」

　しみじみと
頷
 うなず

 く理科。

　星奈に返事をしに行く際、俺は理科に「自分の思うとおり、全力でぶち当たってみる」という意志を伝えただけで、具体的にどうするつもりなのか言わなかった。

　俺が「どうするつもりか
訊
 き

 かないのか？」と逆に
訊
 たず

 ねると、理科は、





　──どういう選択をしようと、先輩が自分で考えた末の結論なら理科はそれを
肯
 こう
 定
 てい

 します。安心してください、
屍
 しかばね

 は
拾
 ひろ

 ってあげますから。





　そう言って
微笑
 ほほえ

 んだ。

　まったく、頼もしいにもほどがある。

「
小
 こ
 鷹
 だか

 先輩が
土
 ど
 下
 げ
 座
 ざ

 したときは正直、どう考えても振られると思ってましたし」

「そうなのか？」

「当たり前です。付き合わないけどこれまでどおりにしてくれって
提
 てい
 案
 あん

 もアレでしたし、あまつさえ土下座なんて
無
 ぶ
 様
 ざま

 な
真
 ま
 似
 ね

 をされたら、百年の恋も冷めるというものですよ。……少なくとも
大
 たい
 抵
 てい

 の女の子は、そうだと思います」

「……でも
星
 せ
 奈
 な

 は違ったな」

「ですね……。告白からの
逃
 とう
 亡
 ぼう

 で
幻
 げん
 滅
 めつ

 されそうになってたのが、どういうわけだか
土
 ど
 下
 げ
 座
 ざ

 で持ち直した感じです。昨日、もしも昨日普通に『付き合ってくれ』って言ってたら、多分振られてたと思いますよ。あんなふざけた
真
 ま
 似
 ね

 しておいて、今更なにムシのいいこと言ってんの？　って」

「……やっぱりそう思うか」

　
俺
 おれ

 も薄々はそんな気がしていた。

「はい。……星奈先輩も単純なようで意外と
複
 ふく
 雑
 ざつ

 でめんどくさいようです」

「……そんなの
誰
 だれ

 だってそうだろ。人間なんだから」

　
志
 し
 熊
 ぐま
 理
 り
 科
 か

 を
筆
 ひつ
 頭
 とう

 にな、というニュアンスを言外に込める俺。

　複雑じゃない人間なんていない。

　友達や恋人になるってことは、
上
 うわ
 辺
 べ

 だけの付き合いでは決して見えない、相手の隠された面と向き合うってことでもあると俺は思う。

　好きな人間の、自分にとって都合がよくない事実が見えることだってあるだろう。

　知らなければよかったと
後
 こう
 悔
 かい

 することもあるだろう。

　その怖さに立ち向かう勇気をくれた俺の友達は、笑って「そうですね」と
頷
 うなず

 き、





「……理科は昨日初めて、星奈先輩もちゃんと人間だったんだなと思えましたよ。……相手が人間なら戦えるし、友達になれる」





　
妙
 みよう

 に
凄
 すご

 みを感じる
声
 こわ
 音
 ね

 で、理科は
独
 ひと

 りごちた。





止まり木









　放課後になり、
俺
 おれ

 は
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 の部室へ行く前に生徒会室へと向かった。

　昨日
葵
 あおい

 の手伝いをしている
途
 と
 中
 ちゆう

 で
幸
 ゆき
 村
 むら

 に会い
理
 り
 科
 か

 に呼び出されてそれっきりになってしまったことを
詫
 わ

 びるためと、今日から部活に
復
 ふつ
 帰
 き

 するので生徒会に毎日顔を出すことはなくなると伝えるためだ。

　生徒会室の前に着き、

「俺でーす」

　入る前にドアを忘れずノックして確認する。

　前にノックせず入ったら、生徒会の四人（全員女子）が外での作業のため着替えている最中だったことがあって、それ以来ちゃんと気をつけている。

『
小
 こ
 鷹
 だか

 か。今は葵が全裸だがかまわん、入れ』

　中から
日向
 ひなた

 さん──生徒会長、
日
 ひ
 高
 だか

 日向の声がした。

『ちょ、日向さん！　なに言ってるんですか！　小鷹くん、べつに自分は全裸じゃないですからね！　入っても大丈夫です！』

　葵──生徒会
会
 かい
 計
 けい

 、
遊
 ゆ
 佐
 さ

 葵の慌てた声に少し
和
 なご

 みつつ、俺は生徒会室に入った。

　室内には現生徒会役員四人全員が
揃
 そろ

 っていた。

　
快
 かい
 活
 かつ

 な
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 を持つ長い黒髪の少女が日高日向。

　赤みがかった髪をした
小
 こ
 柄
 がら

 な少女が遊佐葵。

「まったくもー！　日向さんはなんでそんな意味のない
噓
 うそ

 をつくんですかー！」

「それは葵が面白いからだ！」

　
漫
 まん
 才
 ざい

 を繰り広げる日向さんと葵を横目に、
火
 か
 輪
 りん

 が「ふう……」とつまらなそうなため息をついた。

　火輪──生徒会
書
 しよ
 記
 き

 、
神
 じん
 宮
 ぐう
 司
 じ

 火輪。

　クラスは２年４組。

　髪は黒髪ロングで、顔立ちは『美人』と『
可愛
 かわい

 い』の中間くらいな印象で、
滅
 めつ
 多
 た

 に感情を表情に出さない。

　常に首から
十
 じゆう
 字
 じ
 架
 か

 の付いたロザリオを下げ、両手首にもロザリオを巻き付け、十字架の
髪
 かみ
 飾
 かざ

 りをしている。

　ミッションスクールだが生徒にキリスト教徒はほとんどいない
聖
 せい

 クロニカ学園（これはこの学園が
特
 とく
 殊
 しゆ

 なのではなく、こういう学校は多いらしい）において、数少ない本物のクリスチャンで、洗礼名はガブリエラ。

　最後の一人は
朱
 あか
 音
 ね

 さん──副会長の
大
 おお
 友
 とも

 朱音。

　
凜
 り
 々
 り

 しい顔立ちの美人で、髪を切ったばかりの
夜
 よ
 空
 ぞら

 を思わせるショートカット。

　
日向
 ひなた

 さんとは小学校からの幼なじみらしい。

　日向さんと同じように
面
 めん
 倒
 どう
 見
 み

 が良いのだが、日向さんのようにちょっと
暑
 あつ
 苦
 くる

 しい感じがなく
人
 ひと
 当
 あ

 たりはサバサバしており、男女両方から
慕
 した

 われている日向さんと比べて朱音さんは特に女子生徒から
絶
 ぜつ
 大
 だい

 な人気がある。「あねご」と「お姉様」の違いというか。

　じっとしているのが苦手な日向さんのぶんまで
事
 じ
 務
 む
 的
 てき

 な作業をこなしており、
葵
 あおい

 や
火
 か
 輪
 りん

 からは日向さんよりも頼りにされている。
俺
 おれ

 も仕事でわからないことがあったら、ノリで
喋
 しやべ

 る日向さんより
論
 ろん
 理
 り
 的
 てき

 に説明してくれる朱音さんに
訊
 たず

 ねることが多い。

「や。
羽
 は
 瀬
 せ
 川
 がわ

 くん。今日もご苦労さん」

　片手をあげて爽やかに
挨
 あい
 拶
 さつ

 してくる朱音さんに、俺もぺこりと頭を下げた。

「えっと、昨日は
途
 と
 中
 ちゆう

 で抜けてすいませんでした」

「なーに、気にするな」と、日向さんは
咎
 とが

 める様子など本気でまったくなさそうに笑った。

「そうですよ。それに
小
 こ
 鷹
 だか

 くんの代わりにゆっきーが手伝ってくれましたしね」と葵。

「ゆっきー？」











　
訝
 いぶか

 る
俺
 おれ

 に、

「
楠
 くすのき

 
幸
 ゆき
 村
 むら

 のことですよ」

　にこにこと言う
葵
 あおい

 に
戸
 と
 惑
 まど

 う俺。

　昨日葵と幸村が遭遇したときは、葵は「自分を
毒
 どく
 殺
 さつ

 しようとした人」と
警
 けい
 戒
 かい

 し、幸村のほうも「あの者はあまり好きません」とはっきり嫌っており、お互いソリが合わなそうだったのに。

「さて、
小
 こ
 鷹
 だか

 も来たことだし今日も生徒会を始めるか！」

「え!?
 　あ、あの！」

　
日向
 ひなた

 さんの一言に、俺は慌てて口を
挟
 はさ

 む。

　俺は
後
 うし

 ろ
髪
 がみ

 を引かれながらも、今日から部活のほうを優先するため、毎日生徒会に来ることは出来なくなった
旨
 むね

 を伝えた。

「むー……残念です」

　葵が目に見えてしょんぼりした。

「ふむ……まあ部活動も大事だから仕方ないな」

「
羽
 は
 瀬
 せ
 川
 がわ

 くんがいて、なにかと助かっていたんだけどね」

「…………
 」

　日向さんと
朱
 あか
 音
 ね

 さんが残念そうに言い、
火
 か
 輪
 りん

 もなにか言いたげな
眼
 まな
 差
 ざ

 しを向けてきた。

　俺もまた、急に
名
 な
 残
 ごり

 
惜
 お

 しさがこみ上げてくる。

　
現
 げん
 実
 じつ
 逃
 とう
 避
 ひ

 の
迷
 めい
 走
 そう

 で
辿
 たど

 り
着
 つ

 いた場所であっても、この一週間、生徒会は俺の居場所だったのだ。

「や、でも、これっきりってわけじゃないですから！　また手が必要になったら
気
 き
 軽
 がる

 に呼び出してください。できるだけ
駆
 か

 けつけるんで！」

　
努
 つと

 めて明るく俺が言うと、日向さんは
快
 かい
 活
 かつ

 に笑い、

「ああ。これからも
遠
 えん
 慮
 りよ

 なくこき使ってやるとしよう！　
貴
 き
 様
 さま

 はもう生徒会の一員のようなものだからな！」

「日向さん……！」

　その一言が、たまらなく
嬉
 うれ

 しかった。

　が、続いて、





「明後日の旅行には来られるんだろう？」





　当然のような顔でにこやかに言った日向さんに、俺の頭に「？」が浮かぶ。

「……旅行？　ってなんのことですか？」

「え？　知らなかったのかい？」

　
朱
 あか
 音
 ね

 さんが
驚
 おどろ

 いた顔をした。

「え、あ、はい……」

　
俺
 おれ

 が
頷
 うなず

 くと、朱音さんは
日向
 ひなた

 さんのほうを見て、

「……ヒナ。
羽
 は
 瀬
 せ
 川
 がわ

 くんに伝えてあったんじゃないのか？」

「むむ？」と日向さんは首をかしげ、

「……そういえば特に言った覚えがないな！　これはぬかった！　ふはは！」

「まったく君は……」

　悪びれもせず
豪
 ごう
 快
 かい

 に笑う日向さんに朱音さんがため息をつき、俺に説明を始める。

「生徒会の
恒
 こう
 例
 れい
 行
 ぎよう
 事
 じ

 でね。今週の土日、生徒会でスキー研修のとき宿泊する
旅
 りよ
 館
 かん

 の下見に行くんだよ」

　この学園では二年生の一月に修学旅行の代わりにスキー研修というものがある。

　スキーの技術でグループ分けされインストラクターに
従
 したが

 って行動するので、普通の修学旅行よりはぼっちに優しい仕様だと前に
夜
 よ
 空
 ぞら

 が教えてくれた。

「まあ、毎年同じ旅館でそうそう問題なんて出てくることはないし、要するに下見という名目の
慰
 い
 安
 あん

 旅行だね」

「はあ……その旅行に、俺が、ですか？」

「もともとは生徒会役員五人で行くことになっていたんだけど、先日
庶
 しよ
 務
 む

 の彼が抜けてしまったからね。その代わりに羽瀬川くんをという話になって、てっきりヒナから君に話が行ってるものだと私は思ってたんだけど……この
馬
 ば
 鹿
 か

 は」

　
呆
 あき

 れ顔の朱音さんに日向さんは笑い、

「ははは、すまんな朱音。そういうわけだ
小
 こ
 鷹
 だか

 ！　旅行に行こう！」

「馬鹿か君は。明後日だぞ？　羽瀬川くんにも予定があるだろう」

「え？　あ、いえ、べつに予定はないです」

　朱音さんの言葉に少し驚いて、
反
 はん
 射
 しや

 的に否定する俺。

『週末の予定なんて埋まっているに決まっている』なんて前提で話をされたのは、この学校に来て初めてだった。

「だったらぜひ一緒に行きましょう！」

　身を乗り出して
葵
 あおい

 が言った。

「いや、でも、俺……」

「
遠
 えん
 慮
 りよ

 などするものではないぞ小鷹。それとも私たちと旅行なんて行きたくないか？」

「そ、そんなことないです！　行きたいです！」

　
日向
 ひなた

 さんの言葉に、慌てて首を振る
俺
 おれ

 。

「だったら決まりだな！」

「すまないね
羽
 は
 瀬
 せ
 川
 がわ

 くん。でもよかった」と
朱
 あか
 音
 ね

 さんが
微笑
 ほほえ

 む。

　ふと
火
 か
 輪
 りん

 のほうを見ると、一人だけ
無
 む
 関
 かん
 心
 しん

 な様子で黙々とノートパソコンで文章を作成していた。





　ともあれそういうわけで、明後日は生徒会の
慰
 い
 安
 あん

 旅行に同行することになった。

　逃げ出した先で偶然手にした
縁
 えん

 であっても、この縁はそう簡単に切れてしまうものではなかったらしい。





あだ名









　生徒会室を出たあと、俺は部室へと向かった。

　部室には
理
 り
 科
 か

 と
星
 せ
 奈
 な

 と
幸
 ゆき
 村
 むら

 とマリアがいて、俺が部屋に入るとポテチを食べていたマリアがとてとてと近寄ってきた。

「なーなーお兄ちゃん！　今日のお弁当いつもより
美
 お
 味
 い

 しかったぞ！　いつも美味しいけど今日のはなんかすごかったのだ！　なんでなんで!?
 」

「今日はちょっと気合い入れてみたからな」

　
嬉
 うれ

 しそうに言うマリアに、頭を
撫
 な

 でながら答える。

　俺が
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 を
離
 はな

 れていた期間、マリアへ弁当を渡すのは幸村に任せていた。昼休みに幸村がパンとヤンキー漫画を持ってきたときに、マリアの弁当を持って行ってもらっていたのだ。

　
今
 け
 朝
 さ

 は久しぶりに直接この部屋でマリアに弁当を届け、大喜びされた。弁当自体も好評だったようでなによりだ。

「なんつーか、最近あんまり部活来れなくて悪かったな」

　
俺
 おれ

 がマリアに謝ると、

「んー。人生たまにはそうゆうこともあるのだ」

　頭を
撫
 な

 でられて気持ちよさそうにしながら、マリアはのんびりと言った。

「そっか。マリアはほんとにいい子だな」

「うんっ！」

　満面の笑顔で
頷
 うなず

 き、

「ところでお兄ちゃん、うんこ
吸
 きゆう
 血
 けつ
 鬼
 き

 は最近来てないのでよくないぞ。あいつはしょうがないやつだなー」

「
小
 こ
 鳩
 ばと

 も今日は来るって言ってたぞ」

「ほんとか!?
 」とマリアが
嬉
 うれ

 しそうに言ったのと、

「ほんとに!?
 」とギャルゲーをやっていた
星
 せ
 奈
 な

 がすごい勢いで振り返ったのはほぼ同時だった。

「あ、ああ。俺が今日から部活に
復
 ふつ
 帰
 き

 するって言ったら、あいつも来るって言ってた」

「やったー！　久しぶりに小鳩ちゃんとイチャイチャできるのね！」

「……お前が小鳩とイチャイチャしてた過去はないぞ」

　
歓
 かん
 声
 せい

 を上げる星奈に、これまでと同じようにツッコむ。

「うぇへへ♥　小鳩ちゃんぐふぇふぇ」と気持ち悪い笑みを浮かべながらギャルゲーのヒロインに愛を
囁
 ささや

 くその様子は、まさに昨日約束してくれたように『これまでどおり』の
柏
 かしわ
 崎
 ざき

 星奈だった。

　これまでどおりに見えて本当は
我
 が
 慢
 まん

 しているのかどうか、その様子から
窺
 うかが

 い
知
 し

 ることはできない。





「おつとめごくろうさまでした、あにき」





　
幸
 ゆき
 村
 むら

 が前に進み出て、やんわりと笑いながらお
辞
 じ
 儀
 ぎ

 をした。

「ああ、幸村もありがと──な……!?
 」

　マリアの弁当のこと、昨日生徒会の手伝いを代わりにしてもらったこと、俺の
実
 じつ
 像
 ぞう

 に気づきながらもそばにいてくれたこと、様々な
想
 おも

 いを込めて感謝の言葉を言おうとして、
途
 と
 中
 ちゆう

 で
驚
 きよう
 愕
 がく

 。

　部屋に入ったときは机に隠れて下まで見えなかったのだが、幸村の
格
 かつ
 好
 こう

 はいつも部室にいるとき着ていた
執
 しつ
 事
 じ
 服
 ふく

 ではなく制服姿だった。

　それも、男子の制服ではない。

　ブレザーに……スカート
 。

　
俺
 おれ

 が初めて見る、
聖
 せい

 クロニカ学園の女子制服に身を包んだ
幸
 ゆき
 村
 むら

 がそこにいた。

「幸村お前、な、なんで!?
 　なんで女子用の制服!?
 」

「わたくしは女子ですゆえ」

　こともなげに幸村は答えた。

「そ、そりゃまあ、そうなんだが……」

　いかん……
不
 ふ
 意
 い
 打
 う

 ちで女の子の
格
 かつ
 好
 こう

 を見せられて、心臓がすごくドキドキしている。

　……このドキドキは、おそらく単に
驚
 おどろ

 いただけではないのだろう。

「おかしいでしょうか？」

「いやおかしいかおかしくないかで言えばこれまでのほうがおかしかったんだが！　し、
執
 しつ
 事
 じ
 服
 ふく

 はどうしたんだ？」

「あれは
飽
 あ

 きました」

「飽きた!?
 」

「もともとそれほど好きではなかったのですが、昨日ゆさゆさに、わたくしは
女
 おんな
 物
 もの

 の服を着たほうがよいとすすめられましたので」

「ゆさゆさ？」

　謎の単語に引っかかる俺に、

「
遊
 ゆ
 佐
 さ

 
葵
 あおい

 のことです」

　呼び捨てでそう答えた。

「あの……なんで幸村くんは、あの人のことをゆさゆさって呼んでるんですか？」

　俺に代わって
恐
 おそ

 る
恐
 おそ

 るといった様子で
訊
 たず

 ねたのは
理
 り
 科
 か

 だった。





「ゆさゆさは友達ですゆえ」





　例によってこともなげに、幸村は答えた。

「と、友達、ですか……」と
動
 どう
 揺
 よう

 を隠せない様子の理科。

「そういや葵のやつもお前のこと『ゆっきー』って呼んでたし……い、いつからそんなお前ら仲良くなったんだ!?
 　……って、そりゃ昨日あれからしかないか……」

「はい」と幸村は
頷
 うなず

 き、

「
我
 われ
 々
 われ

 、ともにじょしりょくをあっぷさせようと誓い合ったのです」

「じょ、女子力アップだと……」

「はい。今度いっしょに服を買いに行く予定です」

　どこか
嬉
 うれ

 しそうに
幸
 ゆき
 村
 むら

 は
微笑
 ほほえ

 んだ。うわあ
可愛
 かわい

 い。この幸村がさらに女子力アップさせたらどうなっちまうんだ……。

　たしかに
葵
 あおい

 と幸村、お互い反目し合っていたとはいえ思い込みが激しいところとか、
俺
 おれ

 が言うのもアレだが俺のことをカッコイイというおかしなセンスが共通しているので、ちゃんと話せば気が合いそうな感じはする。

　だからって、昨日の今日だぞオイ……。

「あ、あのー、幸村くん」

　おずおずと
理
 り
 科
 か

 が声を上げる。

「なんでしょうか理科どの」

「……
遊
 ゆ
 佐
 さ

 先輩のことはゆさゆさってあだ名で呼ぶんですよね」

「さようです」

「……幸村くんって、友達のことはあだ名で呼ぶんですね」

「はい。友達ですゆえ」

「……理科のことはなんて呼んでますか？」

　幸村はきょとんとして、

「？　理科どのは理科どのですが？」

「………………
 
釈
 しやく
 然
 ぜん

 としねえ……」

　ぶすっと唇を
尖
 とが

 らせて、理科が
拗
 す

 ねた。

「そんな拗ねるなよ」と俺。

「……だって……同じ後輩組なのに……むー……」

　
不
 ふ
 機
 き
 嫌
 げん

 そうな理科。

　どうやら同じ
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 一年生組として、こいつは幸村に友情を感じていたらしい。

　そういえば今の理科と同じような
状
 じよう
 況
 きよう

 、以前にも見た覚えがあるな。

　中等部の学園祭のとき、クラスメートたちに囲まれる
小
 こ
 鳩
 ばと

 を目撃したときのマリアがちょうどこんな感じだった。

「あ、あの！」

　理科が
妙
 みよう

 に
気
 き
 迫
 はく

 のこもった声で幸村に声をかけた。

「はい？」

　幸村は
相
 あい
 変
 か

 わらずのぽーっとした顔。

「り、理科と幸村くんは、と、友達
 ……ですか？
 」





「はぁ？」





　声が小さくて最後がよく聞こえなかったとかいうわけではなくて、以前の
俺
 おれ

 のような聞こえないフリというわけでもなくて、
嫌
 いや
 味
 み

 でも
冗
 じよう
 談
 だん

 でもなくて、完全に
素
 す

 でなにを言っているのかわからないという様子で、
幸
 ゆき
 村
 むら

 は「はぁ？」と首を
傾
 かし

 げた。

「……あ、……えっと……なんでもないです」

　しょんぼりしてうなだれ、
理
 り
 科
 か

 はブツブツと
呟
 つぶや

 く。

「あ、ありのまま起こったことを話すぞ……理科は
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 のみんなのことを友達だと思っていたけどどうも理科と両思いだったのは
小
 こ
 鷹
 だか

 先輩だけで他の人はべつに友達じゃなかったでござる……。『だって理科たちは、もう友達じゃないですか』──と思ってたけどそんなことはなかったぜ
 ……」

　
志
 し
 熊
 ぐま

 理科──
夜
 よ
 空
 ぞら

 との関係は
微
 び
 妙
 みよう

 で、幸村からは友達だと思われてなかった。
星
 せ
 奈
 な

 については理科のほうがあまり好いていない。

　難しいもんだな……人間関係って。当たり前だけどさ。






　　








　それから、微妙な空気のまま部室での時間は過ぎた。

　俺は学校の宿題、理科はパソコンでなにやら作業、幸村は
執
 しつ
 事
 じ
 服
 ふく

 時代から続けている
邪
 じや
 闇
 あん
 拳
 けん

 の
特
 とつ
 訓
 くん

 、星奈はギャルゲー、マリアは幸村の特訓の
真
 ま
 似
 ね

 をしたり俺の周りをうろちょろしたり。

　これまでの隣人部の日常と変わらずに、それぞれバラバラ。

　小一時間ほどが
経
 けい
 過
 か

 したとき、星奈がゲームの手を止めて俺のほうを振り返った。

「ねえ小鷹」

「ん？」

「
小
 こ
 鳩
 ばと

 ちゃんいつ来るのよ」

「さあ……」

　そういえばもう部屋の外が暗い。

「メールで聞いてみる」

　俺は小鳩に「ぶしつなんじにくるんだ
 」とメール。

　三分ほど
経
 た

 ってから小鳩から「やっぱり今日は行かん
 」という返事がきた。

「……やっぱり今日は来ないらしい」

「ええー!?
 」

　期待を外されて星奈が悲しそうな声を上げた。

「そっかー……うんこ
吸
 きゆう
 血
 けつ
 鬼
 き

 きょうも来ないのかー……」

　
星
 せ
 奈
 な

 はともかくマリアが
寂
 さび

 しそうなのは心が痛む。

「はあ……」と星奈がため息をついてゲームの電源を切った。

「星奈？」

「
小
 こ
 鳩
 ばと

 ちゃん来ないって聞いてテンション下がっちゃった。今日はもう帰るわ」

　星奈が帰ったあと、
俺
 おれ

 と
幸
 ゆき
 村
 むら

 と
理
 り
 科
 か

 とマリアはしばらく部室でだらだらと過ごしていたのだが、幸村のケータイにメールが届き、

「……あにき、わたくしもお先に失礼させていただきます」

「どうかしたのか？」

「ゆさゆさから、おしごとが早く終わったので今から服屋さんに行こうと誘われたのです」

「今からですか。
随
 ずい
 分
 ぶん

 と急な話ですね」

　理科が
妙
 みよう

 にトゲのある
調
 ちよう
 子
 し

 で言った。

「ゆさゆさは生徒会のおしごとで
多
 た
 忙
 ぼう

 なみのうえですゆえ」

「……どーせ
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 は
暇
 ひま
 人
 じん

 集団ですよ」

　手早くメールを打つ幸村に、理科は
拗
 す

 ねたように言った。






　　








　幸村が帰ってほどなく、残った俺たちも今日は解散することになった。

「ばいばーい！　お兄ちゃんまた明日なー！」

「おー。弁当楽しみにしてろよ！」

　手を振って見送るマリアと別れ、俺と理科は二人で校門を出る。

　中途半端な時間でバス停前のベンチには
誰
 だれ

 もいなかったので、二人して座る。

　理科の家は学園の近くで徒歩通学なので、一緒にいられるのはバスが来るまでだ。

「幸村が
葵
 あおい

 と友達になったこと、まだ落ち込んでるのか？」

「べ、別に落ち込んでるわけじゃないです。ちょっとショックだっただけです」

「なんか違うのかそれ？」

　そして俺は、ぽんと理科の頭に手を乗せる。





「……お、お前には俺がいるだろ」





　ぶすっとしてあさっての方向を向きながら俺は言った。

　
俺
 おれ

 だって……俺の目の前で、俺の友達である
理
 り
 科
 か

 が他の
奴
 やつ

 に友情を求めているのを見るのはなんかモヤモヤする。

　なんだろうなこれ……
嫉
 しつ
 妬
 と

 ？　
幸
 ゆき
 村
 むら

 に？

　俺は幸村に好意を持っており、
葵
 あおい

 とも仲良くしているし、
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 のことを思ってくれる理科のことがとても好きで、それなのに、理科が幸村のことで
寂
 さび

 しさを感じているのがなんか嫌だなあと思ってしまっている。幸村に友情を感じるのはいいけど、俺だけじゃ不満なのか？　みたいな、
釈
 しやく
 然
 ぜん

 としないような、胸がチクチクするような……。

　なんだろう、これ……割り切れない初めての感情に
戸
 と
 惑
 まど

 う。

「そうですね」と理科は笑い、

「あ、あの……
小
 こ
 鷹
 だか

 先輩」

「おう」





「り、理科たちもあだ名で呼び合いませんか！」





　顔を
真
 ま

 っ
赤
 か

 にして理科はそんなことを言った。

「あ、あだ名？」

「そうです！　友達なんですから、ゆさゆさとかゆっきーとか肉とかうんこ
吸
 きゆう
 血
 けつ
 鬼
 き

 とかうんこ聖女とか、理科たちもそういうので呼び合いましょう！」

「そ、そうだな！　友達なんだし！」

　お互いをあだ名で呼び合う。

　……かつてのソラとタカみたいに。

「じゃあ理科のことはなんてあだ名にしますか？」

「……そうだなあ……。………………
 
変
 へん
 態
 たい
 腐
 ふ
 女
 じよ
 子
 し

 」

「それ悪口だろうが！」

　ふと思いついた単語を言ったら理科は怒った。

「いや、肉とかうんこ吸血鬼も悪口だから……」

「ちゃんと親しみが込められてるのがわかるあだ名がいいです」

「つっても、いきなり決めろって言われても難しいな……。お前の昔のあだ名とかはないのか？」

「あだ名はありませんが、ハンドルネームは
大
 たい
 抵
 てい

 『Σ
 』というのを使ってますね。ギリシャ文字の」

「Σ
 か……発音が一緒だから名字で呼んでるみたいになるな……」

「はい……逆に距離が広がった感じがしますね」

「そもそも『
理
 り
 科
 か

 』って名前が元々言いやすいんだよな。二文字だし。……『ゆさゆさ』みたいに『りかりか』とか？」

「り、りかりか……むう……」

　理科は気に入らないようだった。
俺
 おれ

 もあまりしっくり来ない。

「じゃあベタなところで『
眼鏡
 めがね

 』とか『ハカセ』とか」

「ベッタベタですね……
白
 はく
 衣
 い

 と眼鏡で
武
 ぶ
 装
 そう

 してた頃ならアリだったかもしれませんが」

「……やっぱ難しいな。俺のはどうだ？」

「
小
 こ
 鷹
 だか

 先輩のあだ名……一番ベタなのは名前を略すのですね」

「たしかにそうだな……」

　知り合いだと、
朱
 あか
 音
 ね

 さんが
日向
 ひなた

 さんのことを『ヒナ』と呼んでいる。

「『小鷹』だと……
濁
 だく
 点
 てん

 あると
語
 ご
 感
 かん

 が悪いので『タカ』でしょうか」

「あー、すまん。それはやめてくれ」

　俺が頼むと、理科は不思議そうな顔をした。

「俺の昔のあだ名なんだ、タカって。……
夜
 よ
 空
 ぞら

 と俺が友達だった頃の」

「……そうだったんですか」

　理科は
複
 ふく
 雑
 ざつ

 そうな顔をして、それから切り替えるように明るく、

「だったら
外
 がい
 見
 けん
 的
 てき

 な特徴から！　『プリン』！」

「だから人のコンプレックスいじるのはやめようぜ……」

「じゃあ内面から！　『ヘタレヤンキー』！」

「思いっきり悪口じゃねえか！」

「では
性
 せい
 癖
 へき

 から取るのはどうですか？」

「性癖？」

「『オパイスキー』」

「嫌すぎるぞそんなあだ名！」

「なら『アシスキー』？」

「
部
 ぶ
 位
 い

 の問題じゃねえ！」

「じゃあおっぱいと
脚
 あし

 とお尻ならどれが一番好きですか？」

「尻！」

「巨乳と貧乳ならどっちです？」

「巨乳！」

「くたばれよこのシリマニア・キョニュースキーが」

　あまりにも
狡
 こう
 猾
 かつ

 な
話
 わ
 術
 じゆつ

 に引っかかり
秘
 ひ

 めたる本音を明かしてしまった
俺
 おれ

 に、
理
 り
 科
 か

 はゴミでも見るような目を向け吐き捨てた。

「ふう……。あとはそうですね……名前が
駄
 だ
 目
 め

 なら名字から取るのは……」

「あ、俺の父さんも
理
 り
 事
 じ
 長
 ちよう

 のことを『ザキ』って呼んでるな。
柏
 かしわ
 崎
 ざき

 だから」

「……となると
羽
 は
 瀬
 せ
 川
 がわ

 だから……『セガ』」

「なんでよりによってその二文字を抜く」

「『ハセ』『セガ』『ガワ』……この中なら『セガ』では」

「そうかも……。でももう少し考えようぜ」

「だったら
口
 くち
 癖
 ぐせ

 とか」

「あー、たしかに前に通ってた学校の先生に『オフレコ』って呼ばれてる人がいたな。口癖が『これはオフレコだからな』だったから」

「どういう先生ですか……」

「他には『いかんせん』とか『根性』とか『リスキー』とか『ごっつ』とか『まあまあ』とか『フンフン』もいたっけ……」

「それ、全部先生なんですか？」

「ああ」

「ストック多いですね」

「転校多かったからな」

「生徒のあだ名ストックは？」

　俺は目を
逸
 そ

 らし、

「……さて、じゃあ口癖で考えてみよう」

「……そうですね。
小
 こ
 鷹
 だか

 先輩の口癖といえばやっぱり──」

「『なんだって？』」「さてはそれが言いたかっただけだろ！」

　理科の言葉と俺のツッコミが重なった。

　理科は
悪戯
 いたずら

 っぽく笑って、そしてため息をついた。

「はあ……難しいですね、あだ名を付けるのって」

「そうだな……まあ、そもそも無理に考えるもんじゃないだろうし」

「そうですけど……」と理科は唇をとがらせ、

「……もっと小鷹先輩と友達らしいことがしたいんです」

　そんな照れくさくも
嬉
 うれ

 しいことを言った。

「……だったら」と俺は
提
 てい
 案
 あん

 する。

「とりあえず名前を呼び捨てにしてみるってのはどうだ？　
夜
 よ
 空
 ぞら

 とか
星
 せ
 奈
 な

 みたいに俺のこと。あと、
敬
 けい
 語
 ご

 もやめてタメ口で話すとか」

「呼び捨てで、タメ口……。タメ口はたまに
素
 す

 で出ちゃいますけど……たしかにいい考えかもしれませんね」

「だろ？」

　
理
 り
 科
 か

 は顔を赤らめ、

「じゃ、じゃあ試してみます……た、試して、みるね。……あ、
改
 あらた

 めてタメ口で
喋
 しやべ

 れって言われると
緊
 きん
 張
 ちよう

 するな……」

「そ、そうか。頑張れ」

　
俺
 おれ

 もなんか緊張する。

　理科はすうっと息を吸い込み、





「…………
 こ、こだか
 」





　
蚊
 か

 の鳴くような声で、
絞
 しぼ

 り
出
 だ

 すように理科は俺の名前を呼んだ。

　言ったあと理科の顔が耳まで赤くなった。

「ビュヒヒッ」

　やべ、なんか変な笑いが出た。

「な、なんで笑うんで…笑うの!?
 」

「いや、なんか……くすぐったくて」

　顔がすごくにやけてしまう。

　めちゃくちゃくすぐったいけど……悪くない。というか、いい。よすぎる。

「や、やっぱりやめたほうがいいですかね……」

「いや、続けてくれ。なんつーか……くすぐったいけど、いいと思うから」

「そ、そう……？　なら二人のときは頑張ってみま…みるね」

「ああ……頑張れ」

　そうこうしているうちに、向こうからバスがやってきた。

「そ、それじゃまた明日な、理科」

「あ、はい小だ…うん、ばいばい──
小
 こ
 鷹
 だか

 」

　はにかむ理科に俺は顔が熱くなり、開いたバスの扉に慌てて
駆
 か

 け込んだ。





ヒーロー









　家に帰ると、台所で
夜
 よ
 空
 ぞら

 が包丁を持って立っていた。

「ギャッ!?
 」

　思わず
悲
 ひ
 鳴
 めい

 を上げてしまう。

「あ、
小
 こ
 鷹
 だか

 ……」

　夜空が引きつった
薄
 うす
 笑
 わら

 いを浮かべた。

　両手で包丁を
握
 にぎ

 り、その手はぷるぷると少し震えている。

　……震える手で包丁を持ち、
歪
 いびつ

 な笑みを浮かべる夜空。

　なんていうか、似合いすぎている
 。

　
俺
 おれ

 が悲鳴を上げてしまったのは無理からぬことだと思う。

「ふ……帰ってきたんだな……」

　包丁を持ったまま近づいてくる夜空に、後ずさりしながら叫ぶ。

「ま、待ってくれ！　落ち着いて話し合おう！」

「は？　なにを言っているのだ？」











　不思議そうな顔をする
夜
 よ
 空
 ぞら

 。

「いや、ええと……刺さないでくれ……」

「はあ!?
 　な、なにを
物
 ぶつ
 騒
 そう

 なことを言っているのだお前は！　
誰
 だれ

 が刺すか
馬
 ば
 鹿
 か

 ……」

　慌てた様子で包丁を
調
 ちよう
 理
 り
 台
 だい

 に置く夜空に、
俺
 おれ

 はようやく自分が誤解していたことに気づく。

　調理台にはまな板が置かれ、その上にはニンジンが置かれていた。

「ククク……
随
 ずい
 分
 ぶん

 と早い
帰
 き
 還
 かん

 ではないか
我
 わ

 が
半
 はん
 身
 しん

 よ……」

　キャビネットの前でしゃがんでいて俺の
視
 し
 界
 かい

 から外れていた
小
 こ
 鳩
 ばと

 が、ひょいと立ち上がって夜空の横に並んだ。その手にはザルと鍋。

「……お前らなにやってんの？　つか、なんでまだいるんだ夜空」

「す、
煌
 すめらぎ

 が今日も泊まっていけと言うからそうすることにしたのだ」

「ククク……そういうことなのだ我が半身よ……」

　夜空の
格
 かつ
 好
 こう

 は、先日
永
 なが
 夜
 や

 で購入した黒ずくめのジャージ。どうやら家に戻って取ってきたらしい。

「……で、なにやってんだ？」

「ククク……
黒
 くろ
 魔
 ま
 術
 じゆつ

 の
秘
 ひ
 薬
 やく

 を
調
 ちよう
 合
 ごう

 するための
準
 じゆん
 備
 び

 をしていたのだ……」

　俺はテーブルの上にスーパーの買い物
袋
 ぶくろ

 が置かれ、その中にジャガイモ、タマネギ、肉のパックが入っているのに気づいた。

　まな板の上にはニンジンだし、

「……もしかして、カレー作ってくれるのか？　それか肉じゃが？」

「ククク……この
秘
 ひ
 術
 じゆつ

 の
本
 ほん
 質
 しつ

 を瞬時に
見
 み
 抜
 ぬ

 くとはさすが我が半身……」と小鳩が言って、

「カレーだ。……世話になる礼に、せめて夕飯でも作ってやろうと思ったのだ」

　夜空がボソリと答える。

「マジでか……お前らが……」

　小鳩は
普
 ふ
 段
 だん

 料理なんてまったくしないし、夜空も以前海に行ったとき料理はまったくできないと言っていたので不安を感じるものの、
嬉
 うれ

 しさがこみ上げてくる。

「じゃあ、今日の
晩
 ばん
 飯
 めし

 はお前らに任せていいのか？」

「……いや」

　期待を込めて言う俺に、夜空は首を横に振った。

「え？」

「……カレーくらいなら作れると思ったのだがな……やはり無理だったらしい」

　ちらりと調理台の包丁を見て夜空は言う。

「包丁が使えないのだ。私には料理などという他人を幸せにする行為などできない……この
穢
 けが

 れた手は、
誰
 だれ

 かを傷つけることしかできない……」

　右手の
掌
 てのひら

 を見ながら、なにやら遠い目をしてよくわからないことを言う
夜
 よ
 空
 ぞら

 に、
小
 こ
 鳩
 ばと

 は「ククク……かっこいい……」とキラキラした
眼
 まな
 差
 ざ

 しを向けた。

　結局、夕飯を作るのは
俺
 おれ

 の役目らしい。

　まあ、買い物に行く
手
 て
 間
 ま

 がはぶけただけでもいいか……。






　　








　カレーと、あとは残っていたあり合わせの食材で
野
 や
 菜
 さい
 炒
 いた

 めを作り、
今
 け
 朝
 さ

 と同じように三人で
食
 しよく
 卓
 たく

 を囲む。

「夜空、お前今日ずっと家にいたのか？」と俺が
訊
 たず

 ねる。

「……家に着替えを取りに行ったのとスーパーに買い物に行った以外は、そうだな」

「なにしてたんだ？」

「『
鉄
 くろがね

 の
死霊術師
 ネクロマンサー

 』のブルーレイをずっと
観
 み

 ていた」

「はあ？」

　意外な回答に
啞
 あ
 然
 ぜん

 とする俺に、小鳩が
機
 き
 嫌
 げん

 よさそうに笑う。

「ククク……
我
 われ

 が観ておくように言ったのだ……」

「一期は全部見終わって、二期の半分くらいまで観たところで
煌
 すめらぎ

 が帰ってきたので買い物に行った」

　学校サボって一日中アニメ……なんというか、
酷
 ひど

 い生活だった。

「……で、面白かったのか？」

「ああ……面白い」

　夜空は
肯
 こう
 定
 てい

 の言葉とともに、思いのほか柔らかな微笑をこぼした。

「ククク……『くろねく』は新時代のバイブルとなる神作品……ご飯を食べたら続きも一緒に観るのだ……。特に二期のラスト三話はシリーズ全体の中でも最高の神展開なので楽しみにしているがよいぞ……」

「ふ……では期待して観るとしよう。煌は二期が好きなのか？」

「うむっ」と
頷
 うなず

 く小鳩。

「
我
 わ

 が
騎
 き
 士
 し

 は？」

「私は今のところ一期だな……特に最初のほう」

「へー、そりゃ意外だな。一期の最初のほうってあんまり人気ないんじゃなかったっけ？」と
俺
 おれ

 が口を
挟
 はさ

 む。

　俺は『くろねく』をしっかり見たことはないが、
小
 こ
 鳩
 ばと

 の影響である程度の知識は持っている。

　ダークな設定やハードな展開などが高めの年齢層のアニメファンに受けてヒットしたこのシリーズだが、アニメ第一期の特に
序
 じよ
 盤
 ばん

 は、小学校低学年くらいまでをターゲットにした割とオーソドックスな
勧
 かん
 善
 ぜん
 懲
 ちよう
 悪
 あく

 の魔法少女アニメとしての色が強く、ストーリーもシンプル……悪く言えばご
都
 つ
 合
 ごう
 主
 しゆ
 義
 ぎ

 である。

「ククク……一期の最初のほうも
我
 われ

 はゲルニカちゃんが
可愛
 かわい

 いので好きであるが、たしかにちょっと子供っぽいのであんまり人気はない……我は好きであるが……最初のほうはゲルニカちゃんの性格がちょっとちぐはぐなので……我はそこも味があると思うが……」

　小鳩も少し
戸
 と
 惑
 まど

 い気味にフォローを入れる。

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 は
微
 び
 苦
 く
 笑
 しよう

 を浮かべ、

「……それでも、私はああいう単純な話が嫌いではないのだ。家族や友達を守るため、自分の命も
顧
 かえり

 みずに飛び出す
勇
 ゆう
 敢
 かん

 で優しい主人公。単にゲルニカの
人
 じん
 物
 ぶつ
 像
 ぞう

 を
詳
 くわ

 しく
描
 びよう
 写
 しや

 することを
怠
 おこた

 った結果としてそうなってしまったのが伝わってくる
雑
 ざつ

 なシナリオだが、それでも私は好ましく思う。正義は
必
 かなら

 ず勝ち、悪は必ず
裁
 さば

 かれ、努力は必ず
報
 むく

 われ、
信
 しん
 頼
 らい

 は絶対に
裏
 うら
 切
 ぎ

 られず、
善
 ぜん
 意
 い

 は決して
裏
 うら
 目
 め

 に出ない……アニメの中くらい、そんな世界があってもいいと思う」

　
微笑
 ほほえ

 みながら語る夜空の目にあるのは、希望ではなく、そんな世界は現実にはないのだという深い
諦
 あきら

 めだった。

　
間
 ま

 の悪さに
定
 てい
 評
 ひよう

 のある俺としても、その
諦
 てい
 観
 かん

 には
共
 きよう
 感
 かん

 するしかない。

　正義は必ず勝つとは限らないし、悪は必ず裁かれるとは限らないし、努力は報われないことのほうが多いし、信頼が裏切られることはよくあるし、善意がもたらす
悲
 ひ
 劇
 げき

 は世の中に
溢
 あふ

 れている。

「……子供のころ、私は変身ヒーローや魔法少女が好きだった」

「そうだったな……よく二人でヒーローごっことかしてたっけ」

　不意にぽつりと言う夜空に、
懐
 なつ

 かしくなって俺も自然と微笑が浮かぶ。

「そういやお前、なんかの必殺技の
真
 ま
 似
 ね

 しようとして高いとこから飛び降りて
怪
 け
 我
 が

 したことあったよな。
腿
 もも

 んとこから血ダラダラ出てさ……」

　ふと思い出して言うと、夜空の顔が赤くなった。

「しょ、食事中にそんなことを思い出させるな！」

「ククク……そのような過去があったとは……
鮮
 せん
 血
 けつ

 の記憶……かっこいい……」

　あのときはソラが大泣きして、
俺
 おれ

 も「死んじゃうー！　ソラが死んじゃうー！」って泣いちゃって、かっこいい要素なんて
微
 み
 塵
 じん

 もなかったんだけど。

　俺と
夜
 よ
 空
 ぞら

 は目を見合わせ、どちらからともなく
嘆
 たん
 息
 そく

 する。

　夜空は消え入りそうな
儚
 はかな

 い
微笑
 ほほえ

 みを浮かべ、





「……ヒーローや魔法少女に
憧
 あこが

 れ、正義であることを望み、悪を憎み、愛や友情を
美
 び
 徳
 とく

 としながら……どうしてこうなってしまったんだろうな……」





　俺はそれに何も答えられなかった。

　どうしてこの世界は、勇気と優しさだけで幸せになれるように出来てはいないのだろう。






　　








　夕飯のあと、
小
 こ
 鳩
 ばと

 と夜空は一緒に『くろねく』の二期を最終話まで
観
 み

 たあと、ゲーム（マジカルハイパーバトル３）で対戦を始めた。

　以前マリアとやったときは最初から全力でフルボッコにしていた小鳩だったが、夜空に対しては「ゲルニカちゃんは初心者には使いにくいので動きが速くて
接
 せつ
 近
 きん
 戦
 せん

 も
遠
 えん
 距
 きよ
 離
 り
 魔
 ま
 法
 ほう

 も得意なキャロルかメリルちゃんがおすすめなのだ……」とアドバイスしたり、「ゲヘナフレイムを出すときは四角押しながらこうやって上のところからくいってやるといいのだ……」などと自分で
実
 じつ
 演
 えん

 してみせたり、
丁
 てい
 寧
 ねい

 に教えてやっていた。

　夜空も飲み込みは早いので、すぐに小鳩と互角の勝負ができるようになった。

「ククク……ナインライブス・ブレイカー……！」

「ふはは！　イージスバリアだ！　甘いぞ
煌
 すめらぎ

 ！」

「な……!?
 　わ、
我
 わ

 が必殺魔法が防がれるとは……！　どうやって……！」

「ふっ、アイスニードルをキャンセルすることでイージスバリアの発動を早めたのだ。さあ、今度はこちらの番だ！　アルティメットスパイラル！」

「くっ、さすが我が
騎
 き
 士
 し

 ……だが効かぬ……！」

「ば、
馬
 ば
 鹿
 か

 な！　この連続攻撃を防ぎきるだと!?
 　やるな煌……！」

　キャラになりきっているかのように白熱したバトルを繰り広げる二人。

　
喋
 しやべ

 っている間に攻撃すればいいのにと思うのだが、楽しそうなのでなにも言わない。

「ほう、ヘルブレイズバスター・ケルベロスモードからのヒュドラとグリフォンの
波
 は
 状
 じよう
 攻
 こう
 撃
 げき

 か……二期の八話の再現だな」


「おふぉふぉぅっ!?
 」


　
小
 こ
 鳩
 ばと

 は
素
 す

 で目を丸くして喜び、

「くふっ、クックク、それを
見
 み
 抜
 ぬ

 くとはやりおる……」

「あのシーンがここまで再現できるなら、せっかくなので次はメリルでそれを受けてやろう。アニメのようにはいかんぞ」

「ビュヒヒッ、えへっ、で、ではメリルちゃんの隠しコマンドを教えちゃるっ！　それやったら超必殺でもガードブレイクされへん！」

　アニメを一回
観
 み

 ただけにもかかわらず
驚
 きよう
 異
 い
 的
 てき

 な記憶力でマニアックなネタにもついてきてくれる
夜
 よ
 空
 ぞら

 に、小鳩は大興奮していた。

　一緒に
風
 ふ
 呂
 ろ

 に入って
休
 きゆう
 憩
 けい

 を
挟
 はさ

 んだあと、さらにゲームを再開する二人。

　夜中の十二時を回ってもやめる気配がなかったので、

「おーい。お前らそろそろ寝ろ」

「あ、あとちょっとだけ！　一期十一話の真エクスカリバーとアシュタロスハウリングの
激
 げき
 突
 とつ

 が再現できたら終わる！」

　おねだりしてくる小鳩に「あと十分だけだぞ」と
嘆
 たん
 息
 そく

 しつつ、















「あと……お前らさ、部活来いよ」





　最初に逃げ出した
奴
 やつ

 が言えた義理じゃないのは
承
 しよう
 知
 ち

 の上で、
俺
 おれ

 は言った。

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 と
小
 こ
 鳩
 ばと

 のコントローラを操作する手が止まる。

「小鳩が来なくて、マリアが
寂
 さび

 しがってたぞ」

　
星
 せ
 奈
 な

 のことはあえて触れなかった。

「……！」

　小鳩がハッとして、しばらく
逡
 しゆん
 巡
 じゆん

 の色を浮かべたのち、

「……ククク……
愚
 おろ

 かなる神の手先め、すっかり油断しておるようだな……そろそろ
貴
 き
 様
 さま

 の
安
 あん
 寧
 ねい

 を打ち破ってやるとしよう……」

「ああ、打ち破ってやれ」

　小鳩はそれから夜空のほうを見て、夜空のジャージの
袖
 そで

 を軽く引っ張り、

「……い、一緒にいこ？」

　夜空はばつが悪そうに俺と小鳩の顔を何度か交互に見て、どちらでもない方向へ視線を
彷徨
 さまよ

 わせながら
呟
 つぶや

 いた。

「……ま、まあ……
煌
 すめらぎ

 がそう言うのなら、私もこのタルタロスの
檻
 おり

 から
我
 わ

 が身を解き放ち、再び現世へと舞い戻るとしよう……。私は煌の
騎
 き
 士
 し

 らしいからな……」

　
頰
 ほお

 を
紅
 こう
 潮
 ちよう

 させて言った夜空に、小鳩はぱあっと顔を明るくした。

　俺もホッとする。

　明日はようやく、元の
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 の姿を取り戻すことができそうだ。





負け犬の
一
 いち
 分
 ぶん











　翌日の放課後。

　
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 の部室には、昨日と同じく
俺
 おれ

 、
理
 り
 科
 か

 、
星
 せ
 奈
 な

 、
幸
 ゆき
 村
 むら

 、マリアの五人がいた。

「
小
 こ
 鷹
 だか

 。今日はほんとに
小
 こ
 鳩
 ばと

 ちゃん来るんでしょうね」

　星奈がじれったそうに言う。今はゲームもやっておらず、そわそわした様子でコーヒーを飲みながら小鳩を待っている。

「来る……と思う。さっきメールでも確認したし」

　ちなみに
夜
 よ
 空
 ぞら

 は今日も「『くろねく』の三期を
観
 み

 るから」とか言って学校を欠席したのだが、部活には出ると言っていた。

　星奈以外もそれぞれいつものように適当に過ごしながら、みんな時間を気にしている。

　そんなふうにして待つこと
暫
 しば

 し──ついに部室の扉が開く。

　入ってきたのは小鳩だった。

「小鳩ちゃん！」

　星奈の顔がぱあっと明るくなった。

　しかしすぐにその目がハッと
見
 み
 開
 ひら

 かれる。

　小鳩に手を引かれ──
三
 み
 日
 か
 月
 づき

 夜空が、ものすごく気まずそうにムスッとした顔をして
無
 む
 言
 ごん

 で部屋に入ってくる。

　扉が閉まり、その前で
所
 しよ
 在
 ざい

 なげに
棒
 ぼう
 立
 だ

 ちとなる夜空。

　みんななにも言わず、夜空が口を開くのを待つ。

　夜空はいつもの
機
 き
 嫌
 げん

 が悪そうな顔で、少し
頰
 ほお

 を赤くしながらボソリと、





「……恥ずかしながら帰ってまいりました」





　みんなどう反応したらいいのか
戸
 と
 惑
 まど

 っているような数秒の
間
 ま

 ののち、最初に口を開いたのは星奈だった。

「あはは！　ほんと恥ずかしいわね！　なにが旅に出ますよばーかばーか！　ぷすー！」

　こいつなりの
気
 き
 遣
 づか

 いなのかそれとも
素
 す

 か（後者の可能性のほうが高いと思う）、
容
 よう
 赦
 しや

 なく
馬
 ば
 鹿
 か

 にして大笑いする星奈に、「ぐぐ……！」と夜空の顔が引きつる。

「だ、
誰
 だれ

 のせいで……」

「はあ？　誰のせい？　あんたが勝手に落ちぶれてっただけでしょ？」

「ぐ……！」

　言い返せず言葉に
詰
 つ

 まる
夜
 よ
 空
 ぞら

 。

　そんな夜空に
星
 せ
 奈
 な

 は「ふ」と優しげに笑い、

「でもま、ほんとに旅に出たんじゃなくてよかったわ」

　その
台詞
 せりふ

 に夜空が
驚
 おどろ

 いた顔をする。

　星奈は再び
嘲
 ちよう
 笑
 しよう

 を浮かべ、

「だってもしあんたが旅先で
野
 の
 垂
 た

 れ
死
 じ

 にでもしてたら、あたしは全っ然
 悪くないのにちょっと気分悪くなるじゃない！　この学校を運営してるあたしのウチにも
大
 だい
 迷
 めい
 惑
 わく

 だし！　あんたのヘタレっぷりもたまには役に立つわね！」

「うぐぐ……！」

　
小
 こ
 鳩
 ばと

 と手を
繫
 つな

 いでいない右手をぷるぷると震わせ、怒りの色を浮かべる夜空。

「で、結局あんたあのメールのあとなにしてたの？　学校休んでたみたいだけど。どーせ引きこもってたんでしょ」





「……
羽
 は
 瀬
 せ
 川
 がわ
 家
 け

 にいた」





「へ？」

　夜空の答えに、星奈がきょとんとする。

　夜空は冷たい
眼
 まな
 差
 ざ

 しを星奈に向け
淡
 たん
 々
 たん

 と、どこか
挑
 ちよう
 発
 はつ
 的
 てき

 に、

「あのあと
小
 こ
 鷹
 だか

 と
煌
 すめらぎ

 の家に転がり込んで、二日間
厄
 やつ
 介
 かい

 になった。小鷹の作った夕飯を食べ、小鷹と煌と三人で朝食を食べ、煌が貸してくれたアニメのブルーレイを
観
 み

 て、小鷹の作り置きしてくれた昼食を食べ、小鷹と煌と三人で夕食を食べ、煌と一緒にゲームをやり、小鷹と煌と三人でまた朝食を食べ、小鷹の作り置きしてくれた昼食を食べ、煌を中等部まで迎えに行き、今、一緒に
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 の部室に来た」

「す、すめ……？」

　星奈が頭に無数の？　を浮かべ、そして、


「あーっ!?
 」


　繫がれた小鳩と夜空の手を指さして
悲
 ひ
 鳴
 めい

 のような声を上げた。

「ひっ」

　小鳩が
怯
 おび

 えて夜空のうしろに隠れる。

「そ、そそそういえばなんであんたと小鳩ちゃんが一緒に来てるのよ!?
 　てか、小鷹の家に泊まったってどういうこと!?
 」

「言葉どおりの意味だ」と
夜
 よ
 空
 ぞら

 。

「ほ、ほんとなの？　
小
 こ
 鷹
 だか

 ……」

　
星
 せ
 奈
 な

 が
俺
 おれ

 に顔を向ける。

「え、ああ……」

「なんで言わなかったのよ！」

「いや、だってお前、夜空がどうしてるか全然
訊
 き

 いてこなかったから言いそびれて……」

「無事だったらそれでいいと思ってたのよ！」

　その言葉に夜空が
微
 び
 妙
 みよう

 に照れたように目線を
彷徨
 さまよ

 わせたが、星奈は気づかなかった。

「ていうか、なんであんたも夜空をうちに泊めちゃうのよ！　あんたあたしのこと好きなんでしょう!?
 」

　あまりにストレートな物言いに、俺も顔が熱くなる。

「お、遅い時間だったから追い返すのも問題あるし、そもそも俺じゃなくて
小
 こ
 鳩
 ばと

 のお客さんなわけだし……」

「小鷹の言う通りだ。
貴
 き
 様
 さま

 が怒る
筋
 すじ
 合
 あ

 いではないだろう。それに貴様だって小鷹を家に泊めただろうが」

「そ、それはその……あ、あたしはいいのよ！　小鷹とは家族ぐるみの付き合いなわけだし……」

　開き直ろうとする星奈だったが、分が悪いという自覚があるのか勢いはない。

「ま、まあ、たしかによく考えたら家に泊まるくらいべつに普通よね！　あんたの言う通り全っ然普通によくあることよ！　泊まったからってなんの
自
 じ
 慢
 まん

 にもならないわ！」

「う……」

　今度は夜空が悔しげに
呻
 うめ

 いた。

　その反応に星奈がニヤリとする。

「ま、あたしなんて小鷹が泊まったときに思いっきり裸を見られちゃったんだけどね！　あのときはホントに
災
 さい
 難
 なん

 だったわー」

　顔を赤くしながらもどこか得意げな星奈。

「まったくお泊まりイベントで裸でバッタリなんてどこのラブコメよ！　しょうがないわねー小鷹は！　ほんとエッチなんだから！」

「裸でバッタリって、俺はちゃんと服着てたからな!?
 　しかもあの
状
 じよう
 況
 きよう

 は１００％お前が悪いぞ!?
 　
風
 ふ
 呂
 ろ
 場
 ば

 でもないのに全裸で走ってきて！」

　たまらず
抗
 こう
 議
 ぎ

 する俺。

　そこで
夜
 よ
 空
 ぞら

 がさらなる
地
 じ
 雷
 らい

 を踏み抜く。






「わ、私だって裸見られたし!!
 」






「え!?
 」「え……!?
 」「え……」

　
星
 せ
 奈
 な

 だけでなく、そのことを知らなかった
理
 り
 科
 か

 と
幸
 ゆき
 村
 むら

 も
驚
 おどろ

 いた顔をする。

「ど、どういうことなのよ!?
 」

「わ、私が
小
 こ
 鷹
 だか

 の家の
風
 ふ
 呂
 ろ
 場
 ば

 でシャワーを浴びていたら、小鷹がいきなり入ってきたのだ！　ほ、ほんとにしょうがないなあ小鷹は！　この
破
 は
 廉
 れん
 恥
 ち

 プリンめ！」

「お前がいるなんて思ってなかったんだよ！」

　やけくそ気味に叫ぶ夜空に、
俺
 おれ

 もほとんど叫ぶように
弁
 べん
 明
 めい

 する。

「あ、あたしなんて、合宿のときも胸見られたし！」

「くっ……あのときか……！　
我
 われ

 ながら余計なことをした……！」

　なぜか悔しげに
呻
 うめ

 く夜空。

「あはは、ワタシもお兄ちゃんとお風呂入ったことあるぞ！」

　マリアが
参
 さん
 戦
 せん

 してきた。

「わたくしも、あにきのお背中をお流ししたことがあります。あにきのおそばで着替えたことも」

　幸村まで！

　やばい、プールや温泉でのことを思い出してしまった！

「あにきにめいど服を脱がせていただいたこともあります」

「あ、あのときはお前のこと男だと思ってたし！」

「わたくし、自分がおなごだと発覚した今でも、あにきにならすべてを見られてもかまいません」

「だ、だからそんな
大
 だい
 胆
 たん

 なこと言わないでくれ！」

　
頰
 ほお

 を赤らめながらとんでもないことを言う幸村に、頭がおかしくなりそうだった。

「ククク……我など去年まであんちゃんとお風呂に入っておったわ……」

　
小
 こ
 鳩
 ばと

 が
妙
 みよう

 な
対
 たい
 抗
 こう
 意
 い
 識
 しき

 を燃やしはじめた。

「でもでも、最後に入ったのはワタシのほうがあとだな!?
 」

「回数ならうちの方が圧倒的に上じゃ！　
貴
 き
 様
 さま

 の百億倍くらいあるわ！」

「量より質のほうが大事なんですぅー。ワタシなんかおちんちん見たぞ！」

「ククク、
愚
 おろ

 かなる神の手先め。あんちゃんのちんちんなど
我
 われ

 は
見
 み
 飽
 あ

 きておるわ！　引っ張って遊んだこともあるのだ！」

「オマエだけずるいぞ！　ワタシもお兄ちゃんのおちんちん引っ張って遊びたいのだ！」

　それはやめてくれほんとに。

「……なんか変な勝負になってきてますね」

　この中で
唯
 ゆい
 一
 いつ

 
俺
 おれ

 に裸を見られたことがない
理
 り
 科
 か

 がぽつりと
呟
 つぶや

 いた。

「理科、お前からもなんか言ってや──」

　救いを求めて振り向いた俺は、理科の目がまったく笑ってないことに気づいた。

「……そういえば、生徒会の人たちの裸も見ちゃったんだっけ？」

「「な……!?
 」」

　
星
 せ
 奈
 な

 と
夜
 よ
 空
 ぞら

 が
絶
 ぜつ
 句
 く

 する。

「わたくしもゆさゆさから聞きました。ちょうど全員が脱いでいるぜつみょうなたいみんぐで入ってきたそうです。さすがあにき……まじきちくです」

「お兄ちゃんはババアの裸も見たなー！　あのときババア口だけは平気そうにしてたけど
真
 ま

 っ
赤
 か

 っかでタコさんみたいだったぞあはは！」

　マリアが
無
 む
 邪
 じや
 気
 き

 に追加情報を
暴
 ばく
 露
 ろ

 してきた。

「……この裸の大将が」

　忌々しげに吐き捨てる理科。

「それだと俺が裸みたいだろうが！　……ったく、女子の裸なんてもうこりごりだぜ……」

「「死ね！」」

　理科と星奈が同時に
蹴
 け

 ってきた。

「……私なんて……！」

　そこで夜空が口を開いた。うつむいていてその表情はわからない。

「わ、私なんて……」

「夜空？」「なによ夜空……？」

「私なんてなぁ……」

　まだなにかあるのか？　夜空の裸を見たのは一昨日の一回だけの
筈
 はず

 だが……もしかして子供のころの話か？

　みんなが注目するなか、





「……私なんて……じ……

自
 じ
 慰
 い

 行為を見られたし
 ……」





　か細い声でとんでもないことを告白する
夜
 よ
 空
 ぞら

 に、部室の空気が
凍
 こお

 った。

「な……!?
 」「はあ!?
 」「へ!?
 」「はわ……」「
 」

「なーなーお兄ちゃん、じーこーいってなんだ？」

「マ、マリアにはまだ早いことだから！」

　一人だけ意味がわからず
訊
 き

 いてくるマリアに、慌てて
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 す
俺
 おれ

 だったが、

「もしかしてエッチなことか!?
 　ババアにそうゆうこと訊くと、ババアもワタシにはまだ早いからってゆって誤魔化すのだ！　夜空はお兄ちゃんちのお
風
 ふ
 呂
 ろ

 でエッチなじーこーいしてたのか!?
 」

「うう……」

　マリアに
無
 む
 邪
 じや
 気
 き

 に言い立てられ、夜空は半泣きで顔を
真
 ま

 っ
赤
 か

 にしながら、しかしさらに続ける。

「そ、そうだ！　そのとおりだ……！　……こ、
小
 こ
 鷹
 だか

 の家でシャワーを浴びているときに……わ、私は……じ、自分を……な、慰めて
 ……ちょうどそのときに小鷹が入ってきて……ど、どうだ!!

 」

　やけくそな感じで叫ぶ夜空に、

「ど、どうだって言われても……」と
困
 こん
 惑
 わく

 する
星
 せ
 奈
 な

 。

「そ、そうですね……」と
理
 り
 科
 か

 。

「……ぽ」と
幸
 ゆき
 村
 むら

 。

　みんな顔が真っ赤でドン引きしていた。

　俺も引いていた。

　あのとき夜空……そうだったのか……もしかしてそうじゃないかなあとは思ったけど、あえて触れないようにしてたのに……。

「人んちの風呂場でなにやってんだお前……」

「う、うるさい！」

　凍りついた空気には当然気づいているのだろうが、さらに夜空は強い声で言った。

「これまで
巧
 こう
 妙
 みよう

 に隠してきたから
極
 きわ

 めて意外に思うだろうが、生物学的には極めて正常なことながら、こう見えて私にもほんの
僅
 わず

 かながら
若
 じやつ
 干
 かん

 性的なことに関心がなくもない部分は多少はなくもないのだ！」

「夜空先輩がムッツリスケベなのはバレバレでしたけど……」

　理科のツッコミは聞こえなかったことにして夜空は叫ぶ。

「い、いいか肉！」

「へ!?
 　な、なにが!?
 」

「
理
 り
 科
 か

 も！　
幸
 ゆき
 村
 むら

 も！」

「はい!?
 」「はあ」

「
小
 こ
 鷹
 だか

 も！」

「おふ!?
 」





「私はもう！　
堕
 お

 ちるところまで堕ちた!!
 　どん底だ!!
 」





　……自分で言うなよ、と思ったが口には出さなかった。

「まあ、異論の
余
 よ
 地
 ち

 はないわね……」と
星
 せ
 奈
 な

 。

「そうだろう！　今の私は、ヘドロの底を
漂
 ただよ

 う惨めなボウフラにも
劣
 おと

 るうんこだ！」

「そこまで言わなくても……」と理科が
哀
 あわ

 れみの表情を浮かべる。

「うんこ
 !?
 」

　なぜかマリアが
嬉
 うれ

 しそうに反応した。

「……幼なじみという
唯
 ゆい
 一
 いつ

 の
優
 ゆう
 位
 い
 性
 せい

 を奪われ、現在の友達の座まで
搔
 か

 っ
攫
 さら

 われ、異性として好かれることもなく、妹にペットのような扱いで
拾
 ひろ

 われ、髪の毛は燃えるしゲロはぶちまけるしパクリはバレるし、生まれたままの姿で
破
 は
 廉
 れん
 恥
 ち

 な行為に
耽
 ふけ

 っているのを
余
 あま

 すところなく
凝
 ぎよう
 視
 し

 されるし！」











「いや
余
 あま

 すところまで凝視はしてねえよ!?
 」

　スルーされるのはわかっていても一応ツッコむ。

「つ、つまり──」

　耳まで
真
 ま

 っ
赤
 か

 にして、涙目で、ちょっと鼻水まで垂らしながら、





「私にはもう、失うものなど何もないということだ!!
 」





　言ってることはとんでもなく残念にもかかわらず──力任せに声を張り上げた
夜
 よ
 空
 ぞら

 の姿はどこか
凜
 りん
 然
 ぜん

 としていて、かっこよく見えなくもなかった。







隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 のサガ









　失うもののない夜空さんはそれから
小
 こ
 鳩
 ばと

 と一緒に、部室のテレビで昨夜やっていた『くろねく』のゲームをはじめ、マリアもそれに加わった。

　
星
 せ
 奈
 な

 も「あたしも仲間にいれて！　あたしそのゲームけっこう練習したのよ！」と頼んだが小鳩に「や！」と力強く
拒
 きよ
 絶
 ぜつ

 され、それでも
諦
 あきら

 めずに
粘
 ねば

 ったところ一回だけ対戦してもらえることになり、その対戦で星奈は小鳩に、コマンド入力が
極
 きわ

 めて難しいが成功すれば死ぬまで抜け出せないハメ技コンボでパーフェクト勝ちを
収
 おさ

 めた。

　小鳩の
仇
 かたき

 を討つべく戦いを挑んだ夜空にも、さっきとは違うハメ技で圧勝した。

「戦いの
美
 び
 学
 がく

 も知らん
野
 や
 獣
 じゆう

 め……」と怒るよりも
呆
 あき

 れ
気
 ぎ
 味
 み

 の夜空に、

「ふふん、負け犬は黙ってなさい！　どう小鳩ちゃん、あたし強いでしょ!?
 　だから夜空なんかよりあたしと──」

「…………
 あんだと遊んでもつまらん」

「
 」

　小鳩の
機
 き
 嫌
 げん

 を完全に
損
 そこ

 ねてしまい、星奈はテレビの前を追われた。

　きゃっきゃ言いながら楽しそうにゲームで遊ぶ
夜
 よ
 空
 ぞら

 と
小
 こ
 鳩
 ばと

 とマリアを横目に、

「うう～、あたしの小鳩ちゃんが夜空に
寝
 ね
 取
 と

 られた……」

「だから小鳩がお前のだったことは一度もねえよ」

　涙目で
嘆
 なげ

 く
星
 せ
 奈
 な

 に、
俺
 おれ

 は
律
 りち
 儀
 ぎ

 にツッコんだ。

　そんな感じでしばらくみんなバラバラで過ごしていたのだが、

「あ、あの！」

　夜空と小鳩が何度目かの対戦を終えたタイミングを
見
 み
 計
 はか

 らって、本を読んでいた
理
 り
 科
 か

 が切り出した。

「久しぶりに全員
揃
 そろ

 ったんですから、みんなでなにかしませんか？」

「いい考えね！　賛成賛成！」

　ゲームからハブられていた星奈が真っ先に賛同した。

「ふむ……まあ私も構わないが、なにをするのだ？」

　夜空の問いに理科は、

「ずっと前に『ロマンシング
佐
 さ
 賀
 が

 』っていうゲームをやったじゃないですか。あれのマスター版がちょうど昨日手に入ったんです。あれならどうでしょう？」

　ロマンシング佐賀──佐賀県にあるというゲーム会社の開発した、ヘッドマウントディスプレイを使って
臨
 りん
 場
 じよう
 感
 かん
 溢
 あふ

 れる
冒
 ぼう
 険
 けん

 を楽しむことができるファンタジーＲＰＧだ。

　理科が開発に協力したというそのゲームの
試
 し
 作
 さく
 版
 ばん

 を、五ヶ月ほど前に
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 で遊んだことがある。

　あのとき理科は「たまたまちょうどいいゲームがあった」みたいなノリで出してくれたのだが、本当はゲームで使う俺たちのキャラクターモデルを前々から
準
 じゆん
 備
 び

 し、みんなで一緒にプレイする機会を
窺
 うかが

 っていたらしい。

　理科と友達になって夜空も戻ってきて新しいスタートを切った隣人部の活動に、この上なくぴったりなゲームだと思った。

「俺は賛成だ。あのゲームすごかったからな」

「ろま佐賀……ついにますたーあっぷしたのですね。ぜひおてなみ
拝
 はい
 見
 けん

 したいです」

　
幸
 ゆき
 村
 むら

 がなぜか
緊
 きん
 張
 ちよう

 した面持ちで
呟
 つぶや

 いた。

　当時まだ部員ではなかった小鳩は「さが……？」と不思議そうな顔。

「わからないことがあったらあたしが教えてあげるわね小鳩ちゃん！　怖いモンスターから守ってあげる！」

　身を乗り出す星奈に対し、小鳩は
怯
 おび

 えて夜空に身を寄せる。

　夜空は小鳩の頭にぽんと手を乗せ、

「心配するな。
煌
 すめらぎ

 は私が守ってやろう」

「……！　うんっ！」

　さらりとかっこいいことを言う
夜
 よ
 空
 ぞら

 に、
小
 こ
 鳩
 ばと

 は
頰
 ほお

 を
染
 そ

 めて
嬉
 うれ

 しそうに
頷
 うなず

 き、
星
 せ
 奈
 な

 が「うう～、なんで夜空ばっかり……」と涙目になった。






　　








　
俺
 おれ

 と
理
 り
 科
 か

 で久しぶりの出番となるヘッドマウントディスプレイ『バーサルボーイ』とゲームパッドを理科室から運んできてパソコンに
繫
 つな

 ぎ、みんなして
装
 そう
 着
 ちやく

 した。

　以前プレイしたときと同じように、ラージハード社のロゴが表示されたあと美しい
山
 さん
 河
 が

 や草原が目の前に広がった。

　耳元のヘッドフォンから
荘
 そう
 厳
 ごん

 なＢＧＭとともに
懐
 なつ

 かしいナレーションが聞こえてくる。





　

佐
 さ
 賀
 が

 ──そこは最後のフロンティア。






「なんでじゃ!?
 」

　オープニング
初
 しよ
 見
 けん

 の小鳩が、かつての俺のようにツッコむ声が聞こえた。

「……やっぱりこのナレーションはそのままなんだな」

「世界観とかはα
 版から変わってない
筈
 はず

 です。オープニングは飛ばしちゃいますね」

　理科が言って、オープニングが中断されキャラメイク画面に移る。

　目の前に鏡が出現し、そこに自分の姿が映される。

　真っ暗な空間に立つ、俺そっくりに作られたＣＧモデル。
改
 あらた

 めてみると本当によくできていて、理科の苦労が
窺
 うかが

 えた。……だからって
盗
 とう
 撮
 さつ

 はどうかと思うけどな。

「キャラモデルは前回と同じものです。小鳩さんのぶんも作っておきました。そのまま決定ボタン押すだけで問題ないと思いますが、身長や
体
 たい
 格
 かく

 の調整機能もありますので、この五ヶ月で身長が伸びたりおっぱいが大きくなった人は各自で設定を変更してください」

　そんな機能まで……。

　そういえば最後に身長を測ったのはこの学園に転校する前だったから、今どうなっているのか少し気になる。伸びているといいな……。

　ともあれ俺はそのまま決定ボタンを押し、次に職業選択に移る。

　ウインドウにずらりと表示される職業のリスト。百種類くらいあって、どれを選べばいいのか非常に迷う。

「職業、お前らなに選ぶ？」

　他のメンバーと
被
 かぶ

 らないように
俺
 おれ

 が
訊
 たず

 ねると、

「あたしは
聖
 せい
 騎
 き
 士
 し

 を選んだわ」と最初に
星
 せ
 奈
 な

 が答えた。選ぶ、ではなく
既
 すで

 に選んでしまっているあたりさすがすぎる。

「私は
暗
 あん
 黒
 こく
 騎
 き
 士
 し

 になろう」

「ククク……では
我
 われ

 はこのダークプリンセスという地位に就くとしよう……」

「
理
 り
 科
 か

 は
僧
 そう
 侶
 りよ

 にしますね。前は回復系いなくて大変だったので」

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 と
小
 こ
 鳩
 ばと

 と理科が答える。

「わたくしはおどりこにします」

「「「
踊
 おど

 り
子
 こ

 !?
 」」」

　意外な答えに俺をはじめ他の部員から
驚
 おどろ

 きの声が上がる。

「サムライじゃないのか？」

「はい」

「……まあ、近接系が既に二人いるので
支
 し
 援
 えん
 系
 けい

 の方がいいかもしれませんね」と理科。

　最後にマリアが声を上げる。

「ワタシは魔法使いを選んだぞあはは！」

「え……」

　前にプレイしたとき俺が選んだのが『魔法使い』だったのだが、役に立つスキルを一切覚えない
駄
 だ
 目
 め

 職業だった。

　そういえばマリア、前回はバーサルボーイを
装
 そう
 着
 ちやく

 した直後に寝てしまって、実際にゲームには参加してなかったんだった。

「あはは！　ワタシは天才なのですごい魔法で大活躍するのだ！」

「……マリア、もう選んじゃったのか？」

「うんっ！　一緒に頑張ろうなーお兄ちゃん！」

　
無
 む
 邪
 じや
 気
 き

 に喜んでいるマリアに、いたたまれない気持ちになる。

「ええと……そんじゃ俺は『
賢
 けん
 者
 じや

 』ってのを選ぶよ」

　魔法が使える職業が他にいた方がいいだろうと考え、俺は賢者を選んだ。

　職業選択が終わると目の前の鏡が画面いっぱいに広がり、広大な草原へと
誘
 いざな

 われる。

　そこには他の六人の姿があった。

　星奈は聖騎士というイメージどおりの、白を
基
 き
 調
 ちよう

 とした
鎧
 よろい

 姿。金髪
碧
 へき
 眼
 がん

 の星奈によく似合っていてかっこいいが、
露
 ろ
 出
 しゆつ

 度が低くて個人的には残念である。

　夜空も暗黒騎士な感じの黒い鎧姿。太ももや腕など星奈よりは多少露出が多い。

「うう～、あんちゃぁん……」

　
小
 こ
 鳩
 ばと

 の姿を見てギョッとする。

　小鳩は……職業、ダークプリンセスだっけ？

　……胴体が巨大な黒いプリンというかコーヒーゼリーみたいになっており、そこから小鳩の頭や手足が生えている。

「ダークプリン……〝セス〟はどこに行った」

「どうやら
薔
 ば
 薇
 ら

 少女や魔法使い同様、開発者さんがネタで仕込んだ職業に当たってしまったようですね。薔薇少女と同じタイプの中距離アタッカーで、
防
 ぼう
 御
 ぎよ

 力は全職業中最高クラスですし攻撃力も高いので、決してハズレではないかと」

　
淡
 たん
 々
 たん

 と
理
 り
 科
 か

 が
解
 かい
 説
 せつ

 する。

「だ、大丈夫よ小鳩ちゃん！　コーヒーゼリーになっても小鳩ちゃんは
可愛
 かわい

 いわ！」

「…………
 」

　
星
 せ
 奈
 な

 のフォローには無反応な小鳩だったが、

「……コーヒーゼリー、私は好きだぞ」

「……ふ、ふむ……ククク、
我
 わ

 が
騎
 き
 士
 し

 がそう言うのなら
我
 われ

 は暗黒物質となろう……」

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 がぼそりと言うと、小鳩は
機
 き
 嫌
 げん

 を直した。

　続いて理科に目をやる。

　職業は
僧
 そう
 侶
 りよ

 ……
袈
 け
 裟
 さ

 を身につけ、頭は
丸
 まる
 刈
 が

 り。

　要するに仏教の僧侶だった。

「……いやたしかに日本で『僧侶』っつたら一般的にはコレなんだけどさあ……」

「うん……ヒーラーとかシスターとか回復系職業は他にもあったのに、『ドラクレ』のイメージで選んでしまった理科が迂闊だった……。これまで色んな髪型を試してきたけど、丸刈りになる日が来るとは思わなかった……」

　沈んだ声で理科は言った。

「で、でもまあアレだ！　その髪型もに、似合ってる……ぞ」

「……そりゃどうも」

　全然信じてもらえてないようだが、実際のところやや童顔で丸顔の理科には
坊
 ぼう
 主
 ず
 頭
 あたま

 というのも普通にアリだと思った。理科はどんな髪型でも可愛いな。

　残る
幸
 ゆき
 村
 むら

 はというと……。

「え……!?
 」

　幸村の姿を見て
俺
 おれ

 は
啞
 あ
 然
 ぜん

 とする。

　
踊
 おど

 り
子
 こ

 ──職業名からどんなコスチュームになるのか読みづらいゲームなので正直どうせイロモノだろうと期待せずにいたのだが、
踊
 おど

 り
子
 こ

 はいわゆるセクシー系……ほとんど下着姿のような非常に
露
 ろ
 出
 しゆつ

 度の高い
格
 かつ
 好
 こう

 だった。





　そして
幸
 ゆき
 村
 むら

 は巨乳
 になっていた。





「幸村、お前それ……」

「なんでしょうか」

　
小
 こ
 首
 くび

 を
傾
 かし

 げる幸村。

　幸村なのに谷間がある。幸村なのに動くたびに乳が揺れる。すごい
違
 い
 和
 わ
 感
 かん

 だ。

「……幸村くん、胸のサイズいじりましたね？」

「ややー、これはしたりー。うっかり操作をまちがえてしまったようですー」

　さも今気づいたようにすっとぼける幸村。

「……あなた別に機械とかゲーム苦手じゃないですよね」

　
理
 り
 科
 か

 が幸村の胸をジト目（本当に理科のキャラがジト目になっている。芸が細かい）で見つめる。

「その手があったか……！」と
夜
 よ
 空
 ぞら

 が悔しそうに
呟
 つぶや

 いている。

　胸の大きさはリアルの
星
 せ
 奈
 な

 に匹敵するほどで、星奈が
鎧
 よろい

 姿の今、
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 で最もセクシーな姿をしているのが幸村という異例の
事
 じ
 態
 たい

 になっていた。

「……なあ幸村。なんでそんなセクシーキャラになろうと思ったんだ？　それに昨日から
執
 しつ
 事
 じ
 服
 ふく

 やめて女子用の制服だし、
葵
 あおい

 と一緒に女子力アップとか言ってたし……真の男を目指すって話はどうなったんだ？」

　この機会に気になっていたことを
訊
 たず

 ねると、





「少し思うところありまして」





　幸村は
淡
 たん
 々
 たん

 と答えた。

「…………
 」

「…………
 」

「…………
 あれ？　それで説明終わり？」

「はい」

　
相
 あい
 変
 か

 わらずざっくりしていて男らしかった。

「えーと、出来ればその『思うところ』の具体的な内容を聞かせてほしいんだが……」

「なるほど、そうでしたか」

　本気でわからなかったようで、
幸
 ゆき
 村
 むら

 はおずおずと話し出した。





「じつは大変申し上げにくいのですが。
夜
 よ
 空
 ぞら

 のあねごは信ずるに値しないと
思
 おも

 い
至
 いた

 り」





「ぎゃふっ!?
 」

　超バッサリだった。

　ガチで本人の前では言いにくいようなことをズバリと言った幸村に、夜空が
噎
 む

 せた。

　そんな夜空（のキャラ）に向かって
踊
 おど

 り
子
 こ

 幸村は深々とお
辞
 じ
 儀
 ぎ

 し、

「夜空のあねご、これまでお世話になりました。これからはわたくし自身のやり方で天下を目指そうと思います」

「そうか……大きくなったな、幸村……」

　夜空は言い訳もせず、
寂
 さび

 しげに笑った。

「しつじ服はくりーにんぐに出してお返しいたします」

「いや気にするな。あの
執
 しつ
 事
 じ
 服
 ふく

 は
餞
 せん
 別
 べつ

 としてお前にくれてやろう……」

「いえ、うちにあってもじゃま
 ですので……」

「あ、そうですか……うん……わかった……」

　おっとりした
口
 く
 調
 ちよう

 ながら
歯
 は

 に
衣
 きぬ
 着
 き

 せぬ幸村に、リアルで夜空ががっくりうなだれた（ような気がした）。

　執事服はそれほど好きじゃないって言ってたし、夜空についていくのをやめた以上、その夜空の指示で着ていた執事服を着る理由もないというわけか……。

　幸村と夜空の
決
 けつ
 別
 べつ

 はとりあえず置いておいて、次はマリアに目をやる。

　黒いローブにとんがり帽子、先端に宝石のついた
杖
 つえ

 ──いかにも
可愛
 かわい

 らしい魔法使いといった
出
 い

 で
立
 た

 ちのマリア。

「……あれ？　魔法使い、だな……」

　首を
傾
 かし

 げる
俺
 おれ

 に、「うんっ！」とマリアが元気に
頷
 うなず

 く。

「ああ、魔法使いがハズレ職なのは男性だけで、女性が選べば普通にちゃんとした魔法使いになれるんですよ」

　俺の
疑
 ぎ
 問
 もん

 を
察
 さつ
 知
 ち

 して
理
 り
 科
 か

 が
解
 かい
 説
 せつ

 した。

「なんだその男女の扱いの差は……」

　
釈
 しやく
 然
 ぜん

 としないが、マリアをがっかりさせずに済んだのでまあ良しとしよう。

　そして最後はメニュー画面を呼び出して自分自身の姿を確認する。

　上はよれよれのＴシャツ、下はトランクス…………
 あれ？

「なんじゃこりゃあ!?
 」

　魔法使い（男）の
典
 てん
 型
 けい
 的
 てき

 オタクファッションとは
次
 じ
 元
 げん

 が違う、外に出ることさえできないほど残念な姿の
俺
 おれ

 がいた。

「お、俺は『
賢
 けん
 者
 じや

 』を選んだはずだぞ!?
 」

「あ、今気づいたんだ……。二回連続でネタ職業を引いちゃうなんてさすが
小
 こ
 鷹
 だか

 ……。ちなみに
自
 じ
 慰
 い

 行為のあとのなにもかもを
悟
 さと

 ったような精神状態のことを、ネットスラングで『賢者タイム』と言いまして、それが元ネタの職業ですね」

「どこが職業なんだよ!?
 」

　スキル
欄
 らん

 を確認すると、『パンツを脱ぐ』というスキルを最初から習得していた。

　効果説明は『パンツを脱ぎます。股間には自動的にモザイクがかかるので安心してください（笑）』。……（笑）がとてもイラっとくる。

「
酷
 ひど

 い職業多すぎだろこのゲーム……」

「こういった作り手側の悪ノリがユーザーにどう評価されるかがキモでしょうね。こればかりは実際に発売されてみないとわかりません」

「絶対に
叩
 たた

 かれるから
削
 さく
 除
 じよ

 したほうがいいと思うぞ」

　げんなりして言う俺だった。

「……ふ……『賢者タイム』、か……ならばその職業は、私が担当するのがお似合いだったな……」

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 が
自
 じ
 虐
 ぎやく
 的
 てき

 に言った。

　夜空がアレを
暴
 ばく
 露
 ろ

 したのはほんの小一時間ほど前のことだったので、みんな黙ってしまい気まずい空気が流れる。

「と、とにかく
冒
 ぼう
 険
 けん

 に出かけましょう！」アレな空気を振り払うように
理
 り
 科
 か

 が言う。「β
 版と同じくヴァルハラ城の魔王を倒すまでがチュートリアルなので、今日はとりあえず魔王
討
 とう
 伐
 ばつ

 を目標にしましょうか」

「前回のリベンジね。夜空、今度は
邪
 じや
 魔
 ま

 するんじゃないわよ」と
星
 せ
 奈
 な

 。

「……ああ。わかっている。邪魔にならないよう私は
隅
 すみ

 っこで自慰行為でもしているほうがいいな……」

「だからそういうこと言うのやめてってば！　ほら、行くわよ！」

　すっかり
 
 自虐モードに入ってしまった夜空に対し、恥ずかしそうに星奈が叫んで歩き出した。

　星奈を先頭にしてみんなぞろぞろとついて行く。

　
聖
 せい
 騎
 き
 士
 し

 、
暗
 あん
 黒
 こく
 騎
 き
 士
 し

 、ダークプリン、
僧
 そう
 侶
 りよ

 、魔法使い、
踊
 おど

 り
子
 こ

 、
賢
 けん
 者
 じや

 。

　戦力のバランス的には意外と悪くなさそうな構成ではあった（
俺
 おれ

 以外）。






　　








　魔王が待つヴァルハラ城へ向かってしばらく進んでいくと、





　ギシャアアアアアア──────
 ッ!!






　
不
 ぶ
 気
 き
 味
 み

 な鳴き声とともに地中からモンスターが飛び出してきた。

　出現したのは三体のワラスボ兵士だ。

「ひゃうっ!?
 」「ギャーッ!?
 」

　初めて見る
小
 こ
 鳩
 ばと

 とマリアが
悲
 ひ
 鳴
 めい

 を上げる。

「あ、あんちゃんッ、こ、ここりぇここれわりゃすぼッ!!
 」

「おお、覚えてたのか」

　かつて九州に住んでいたとき、ワラスボ料理を見て小鳩が恐怖のあまり泣いてしまったことがあった。

「……ク、クックック……ま、まさかここで
邪
 じや
 竜
 りゆう

 ワラボロスと再会を果たすとは……あのときの借りを返してくれよう……」

「おっ、じゃあ今度食いに行くか？」

「食わへんわあほー！」

　全力で拒否された。
美
 お
 味
 い

 しいのにな……ワラスボ。

「敵もやっぱりワラスボから変更ないんだな……」

　ワラスボに
共
 きよう
 感
 かん

 するところがある俺としては少し悲しい。

「
蹴
 け
 散
 ち

 らすわよ
夜
 よ
 空
 ぞら

 ！」と
星
 せ
 奈
 な

 が剣を構え、

「ふ……
我
 わ

 が魔剣のサビにしてやろう……」と夜空も星奈のとまったく同じ剣（初期装備なので普通のロングソードだ）を構える。

　ちなみにこのゲームの戦闘システムはリアルタイム性のあるコマンド入力方式で、敵や仲間の行動に合わせてタイミングよく攻撃やサポートを行うことが必要となる。

　行動したあとは一定時間次のアクションを行うことができず、逃げ回るか身を守るかしかできない。

「えーい！」「フ……！」

　二人の
騎
 き
 士
 し

 がワラスボ兵士Ａに連続して攻撃を仕掛ける。

「ギシャアアア！」

　だがワラスボ兵士は、手にした
槍
 やり

 を横にして二人の斬撃をガードした。

「え!?
 」「な……！」

　
星
 せ
 奈
 な

 と
夜
 よ
 空
 ぞら

 が
驚
 きよう
 愕
 がく

 の声を
漏
 も

 らす。

　攻撃を弾かれて
隙
 すき

 が出来た二人を、ワラスボ兵士ＢとＣが槍で突き刺す。

　夜空と星奈がそれぞれ５ポイントのダメージを受けた。

　さらにワラスボ兵士Ａが
追
 つい
 撃
 げき

 を加え、星奈が６ポイントのダメージを受ける。

「やってくれるじゃない！　キモいエイリアンの
分
 ぶん
 際
 ざい

 で！」

「気をつけてくださいね。α
 版と違ってちゃんと敵が行動しますから」

　言いながら、
理
 り
 科
 か

 が
治
 ち
 癒
 ゆ

 魔法で星奈のダメージを回復させた。

　前回は敵の攻撃パターンが未設定で、無抵抗の敵をこちらが
虐
 ぎやく
 殺
 さつ

 するだけだったからなあ……。ちゃんと戦えるワラスボたちの姿に感動を覚えてしまう。

　しかも敵のＡＩはかなり賢いらしく、ワラスボ兵士たちはちゃんと
連
 れん
 携
 けい

 して行動してくる。夜空と星奈の攻撃を
巧
 たく

 みに
防
 ぼう
 御
 ぎよ

 してダメージを最小限に抑え、その隙に他の兵士が反撃を繰り出す。

　最初のバトルだが、こちらも連携して当たらないと厳しそうだ。

「ワタシも戦うぞ！　どうすればいいのだ!?
 」

　夜空と星奈の戦いを見ながらマリアが言って、理科が指示を出す。

「ではワラスボ兵士Ａにファイアボールを使ってください。敵が
怯
 ひる

 んだ隙に
幸
 ゆき
 村
 むら

 くんと
小
 こ
 鳩
 ばと

 さんで攻撃を！」

「りょうかいしました」

「ククク……いいだろう！」

　幸村と小鳩が
了
 りよう
 承
 しよう

 し、

「えっとー、ファイアーボールってこれだな！　燃えるがいいのだクソが！」

　マリアがワラスボ兵士Ａに火球を放つ。

　魔法はガードできないのかワラスボ兵士Ａにダメージが入り、怯んだ敵に立て続けに小鳩が身体から黒い
触
 しよく
 手
 しゆ

 を伸ばして攻撃。

　さらに幸村がおっぱいをぶらんぶらん揺らしながら
突
 とつ
 撃
 げき

 し、両手に持ったナイフでワラスボ兵士Ａを切り裂いた！

　……「おっぱいを揺らす幸村」という表現の
違
 い
 和
 わ
 感
 かん

 が半端ないが、それはともかく、

「ギャアアアアア
 !!
 」

　断末魔の
悲
 ひ
 鳴
 めい

 とともにワラスボ兵士Ａが
息
 いき
 絶
 た

 え、その身体が
消
 しよう
 滅
 めつ

 する。

「よし、次はＢを
殺
 や

 るぞ」

「ククク、任せるのだ
我
 わ

 が
騎
 き
 士
 し

 よ……」

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 と
小
 こ
 鳩
 ばと

 がワラスボ兵士Ｂに接近する。

　ワラスボ兵士Ｂが
槍
 やり

 で攻撃してきたのを、夜空が盾でガードする。

　その
隙
 すき

 に小鳩が黒い
触
 しよく
 手
 しゆ

 で敵を殴りつける。

「あはは！　ワタシもやってやるぞ！」

　マリアが笑いながらファイアボールを放った。

　火球はワラスボ兵士Ｂめがけて
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐに飛んでいき──その
軌
 き
 道
 どう

 上にいた小鳩にヒットしてダメージを与えた。

「フンギャー！　なにするんじゃばかたれ！」

「わ、わざとじゃないのだ！　そんなところでボーッとしてる
奴
 やつ

 が悪いのだ！」

　怒る小鳩に、マリアが慌てる。

「おい、なんで味方の攻撃が当たるようになってるんだ!?
 」

「味方と
連
 れん
 携
 けい

 する重要性を高めるために、α
 版から仕様が変更されたそうです。味方に攻撃を当てないように注意してくださいね」











　
小
 こ
 鳩
 ばと

 を回復しながら注意を
促
 うなが

 す
理
 り
 科
 か

 だったが、

「へえ……味方にも攻撃が当たるのね。それはくれぐれも気をつけないとね」

　現実の
星
 せ
 奈
 な

 が言葉とは裏腹の
邪
 じや
 悪
 あく

 な笑みを浮かべているのが伝わってきた。

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 のほうは
無
 む
 言
 ごん

 だったのでよくわからない。

　と、そこで再びワラスボ兵士二体が攻撃を仕掛けてくる。

「無駄なあがきです」

　手負いのＢは
幸
 ゆき
 村
 むら

 がおっぱいを揺らしながらの華麗な連続攻撃でトドメを刺し、残るはワラスボ兵士Ｃのみとなる。

「ギシャアアア！」

　α
 版のときはワラスボ兵士たちがピンチになると家族を思う
台詞
 せりふ

 を言ったりして後味悪かったのだがそれはカットされたらしく、ワラスボ兵士Ｃはなにごともなかったように普通に攻撃してきた。

「はっ」

　Ｃの攻撃を幸村は軽やかに回避し、敵に
隙
 すき

 が出来る。

「今よ！　夜空！」

「ああ」

　夜空がワラスボ兵士Ｃに
突
 とつ
 撃
 げき

 し、星奈がそれに続く。

「いくわよ！　
十
 じゆう
 文
 もん
 字
 じ
 斬
 ぎ

 り！」

　星奈が手にした剣を大きく振りかぶり、必殺技を──夜空に向かって放った。

　ズバッ！

　星奈の
渾
 こん
 身
 しん

 の十文字斬りが
無
 む
 防
 ぼう
 備
 び

 な夜空の背中を切り裂く。

　あー、やっぱりこうなるのか……と小さく
嘆
 たん
 息
 そく

 する
俺
 おれ

 。

　守備力の高い
暗
 あん
 黒
 こく
 騎
 き
 士
 し

 は十文字斬りの
直
 ちよく
 撃
 げき

 でも死ぬことはなく、今度は夜空が星奈に
報
 ほう
 復
 ふく

 の攻撃を────
 しなかった。

「気をつけろ」

　
責
 せ

 めるでもなく
淡
 たん
 々
 たん

 と夜空が言って、星奈は
戸
 と
 惑
 まど

 った
声
 こわ
 音
 ね

 で「え、あ、うん……ごめん」と謝った。

　そこへ体勢を
整
 ととの

 えたワラスボ兵士Ｃが再び攻撃を仕掛けてくるも、夜空は難なくそれをガード。

「
煌
 すめらぎ

 ！」

「ククク……！」

　小鳩が
触
 しよく
 手
 しゆ

 で敵を殴り、
怯
 ひる

 んだ敵にさらに夜空が
追
 つい
 撃
 げき

 を加えてトドメを刺した。

　これで敵は
全
 ぜん
 滅
 めつ

 し、
俺
 おれ

 たちの勝利だ。

「ククク……さすが
我
 わ

 が
騎
 き
 士
 し

 、見事な
働
 はたら

 きであるぞ……」

　ダークプリン（セス）が言って、「フ……光栄だ」と
暗
 あん
 黒
 こく
 騎
 き
 士
 し

 が右腕を前で折り、
執
 しつ
 事
 じ

 のように優雅な礼をしてみせた。

「むー……」

　二人の様子を見ながら、
星
 せ
 奈
 な

 は
所
 しよ
 在
 ざい

 なさげに
立
 た

 ち
尽
 つ

 くしていた。






　　








　最初のバトルを終えたあと、俺たちの
冒
 ぼう
 険
 けん

 は順調に進んだ。

　パーティーのバランスがとれているのもあるが、仲間を攻撃できるという仕様にもかかわらず、
誰
 だれ

 も仲間をわざと攻撃せずに遊んでいるのが最大の理由だろう（よく考えたら当たり前のことなのだが）。

　
防
 ぼう
 御
 ぎよ

 力が低いにもかかわらず
巧
 たく

 みな操作で攻撃をかわし
前
 ぜん
 衛
 えい

 のアタッカーとしてもおっぱいを揺らしながら活躍し、踊りによって回復や味方の強化などの支援もおっぱいを揺らしながら
適
 てき
 宜
 ぎ

 行う巨乳
幸
 ゆき
 村
 むら

 。

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 や
小
 こ
 鳩
 ばと

 が相手してくれない
鬱
 うつ
 憤
 ぷん

 を晴らすかのようにバーサーカーのごとく前衛でひたすら暴れ回る星奈。

　
中
 ちゆう
 衛
 えい

 ＆
後
 こう
 衛
 えい

 から特になにも考えず敵に向かって
援
 えん
 護
 ご
 射
 しや
 撃
 げき

 を行う小鳩とマリアに、ダメージを負った前衛（主に星奈）のＨＰを回復させたりバリヤを張って敵の魔法を防いだりとパーティーを支える
理
 り
 科
 か

 。

　小鳩やマリアを守りつつ、機を見ては攻撃に参加する夜空。

　なにもすることがない俺。

　
幾
 いく
 多
 た

 のワラスボモンスターを倒しながら、ついに俺たちはヴァルハラ城のワラスボ魔王のもとまで
辿
 たど

 り
着
 つ

 いた。

　通常のワラスボ兵士の十倍ほどの巨体で、
禍
 まが
 々
 まが

 しい
鎧
 よろい

 や巨大な
斧
 おの

 で
武
 ぶ
 装
 そう

 している。ボスに
相応
 ふさわ

 しい
迫
 はく
 力
 りよく

 だった。

「ついにここまで辿り着いたか、忌々しきニンゲンどもよ」

　かつてはいきなり襲いかかってきた魔王だが、今回はちゃんと
喋
 しやべ

 った。

「……だが
貴
 き
 様
 さま

 らの
命
 めい
 運
 うん

 もここまでだ。貴様らを
血
 ち
 祭
 まつ

 りにあげ、
我
 われ

 ら選ばれし
佐
 さ
 賀
 が

 県の民が世界を征服する
嚆
 こう
 矢
 し

 としてくれようぞ！」

　魔王がやたらイイ声で
告
 つ

 げた。お前佐賀県の民だったのか……。

「前の借りを返してやるわ！」

「ふん……
貴
 き
 様
 さま

 こそ
血
 ち
 祭
 まつ

 りにしてやろう」

「ククク……
我
 われ

 らの力を思い知るがいい……」

「
邪
 じや
 悪
 あく

 な魔王なんてぶっ殺してやるのだ！」

　
星
 せ
 奈
 な

 、
夜
 よ
 空
 ぞら

 、
小
 こ
 鳩
 ばと

 、マリアがそれぞれ攻撃の
準
 じゆん
 備
 び

 に入り、
幸
 ゆき
 村
 むら

 が戦いの踊りで味方全体の攻撃力を、
理
 り
 科
 か

 が
術
 じゆつ

 で
防
 ぼう
 御
 ぎよ

 力を上げる。

「グオオオオオ
 !!
 」

　魔王が大きく
斧
 おの

 を振りかぶり、本格的に戦闘が始まる。

　魔王の攻撃は強烈だが、その行動パターンは前回プレイしたときとそれほど変わっておらず、
初
 しよ
 見
 けん

 の小鳩とマリア以外は適切に対応して優位に戦闘を進めていく。

　前回は夜空が星奈をわざと見捨てたり星奈がリアルの夜空の身体をくすぐって妨害したりしたのだが、今回はそういうこともない。

　魔王の膨大なヒットポイントが見る
間
 ま

 に減っていき、このままいけば
俺
 おれ

 たちの勝利は確実だと思われた。

　……俺たち
 ？　違うな……。

　俺は戦いの
邪
 じや
 魔
 ま

 にならないようフロアの
端
 はし

 っこに
避
 ひ
 難
 なん

 しているだけだ。

　レベルが上がって新しいスキルも覚えたのだが、『オカズを用意する』『ティッシュを用意する』『ドアに
鍵
 かぎ

 をかける』といった一人でじっくりコトにおよぶためのスキルばかりで、
賢
 けん
 者
 じや

 タイムに突入することさえできていない。

　今の俺は賢者ですらない……ただのニートだ……。

「はぁ……、あっ」

　ポチッ。

　
駄
 だ
 目
 め

 スキルばかりのスキル
欄
 らん

 を眺めながらため息をついた拍子に、スキル『パンツを脱ぐ』で決定ボタンを押してしまった。

　いそいそとパンツを脱ぎ始める俺（のキャラ）。

「ちょっ、うわ、待ておい俺！」

　慌ててキャンセルしようとするも、止める方法がわからない。

「え!?
 　ちょ、
小
 こ
 鷹
 だか

 なにして……！」

　最初に気づいたのは理科だった。

「あにき……
大
 だい
 胆
 たん

 です……」と幸村がこっちをガン見してくる。

「み、見るなー！」

　モザイクがかかっているとはいえ、自分そっくりのキャラが下半身丸出しというのは死にたくなるレベルで恥ずかしい。

「こ、これどうやったら戻るんだ!?
 」

「ええと、一度脱いでしまったパンツはその戦闘が終わるまで戻らないようです」

「おい
理
 り
 科
 か

 ！　
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 結
 けつ
 界
 かい

 が
途
 と
 切
 ぎ

 れたぞ!?
 　なにをやって──」

　ワラスボ魔王に近接戦を仕掛けていた
夜
 よ
 空
 ぞら

 が、後方に目をやって
絶
 ぜつ
 句
 く

 。

「な、なにをやってるんだ
小
 こ
 鷹
 だか

 !?
 」

　夜空の動きが止まり次の瞬間、ワラスボ魔王の強烈な一撃が夜空の背中に
直
 ちよく
 撃
 げき

 した。

「しま……っ！」

　背後からの攻撃で、しかも運悪くクリティカルヒットが出てしまい、夜空は一撃で死亡した。

　夜空の身体が血しぶきを上げて地面へと吸い込まれていく。

「お姉──わ、
我
 わ

 が
騎
 き
 士
 し

 よ……！」

　
小
 こ
 鳩
 ばと

 が
衝
 しよう
 撃
 げき

 に
呻
 うめ

 く。

　……今もしかして「お姉ちゃん」って言いかけなかったか？　そこまで夜空に
懐
 なつ

 いてたのか……。

　夜空を
屠
 ほふ

 った魔王が、続けて小鳩を狙って突進してくる。

「小鳩ちゃんはあたしが守るわ！　さあ、早くあたしのうしろに隠れて！」

「や！」

「
 」

　
星
 せ
 奈
 な

 の助けを
拒
 きよ
 絶
 ぜつ

 し違う方向へ逃げる小鳩だったが、魔王に
壁
 かべ
 際
 ぎわ

 へと追いつめられ攻撃の直撃を受ける。

　ダークプリンの防御力は高いため一撃では死ななかったものの、パーティーから
離
 はな

 れた場所へ逃げてしまったため連続して魔王の攻撃を受け、理科の回復魔法も届かず、なすすべもなく小鳩は死んだ。

「よくも小鳩ちゃんをやってくれたわね！」

　逆上した星奈が単身で魔王に
突
 とつ
 撃
 げき

 をかけ、
怒
 ど
 濤
 とう

 の攻撃で大ダメージは与えたものの、自分も魔王の攻撃を受けまくって死亡した。

　壁役がいなくなってしまったパーティーはあっという
間
 ま

 に崩壊し、
幸
 ゆき
 村
 むら

 、マリア、理科の順にやられ、残ったフリチン男（
俺
 おれ

 ）も無抵抗で死を受け入れた。





　その後、彼らの姿を見たものはいない。






　前回と同じく渋い声のナレーションが流れて画面が暗転し、『ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ』の血文字が広がった。






　　








　
俺
 おれ

 （のキャラ）の
痴
 ち
 態
 たい

 に戦意を奪われたのと遅い時間だったこともあって、次回こそは魔王を倒すことを誓ってゲームは終了となった。

「まったく……
小
 こ
 鷹
 だか

 がいきなり
破
 は
 廉
 れん
 恥
 ち

 なことをするから……」

「ほんとそうよ。なんでいきなり脱ぎだすのよバカじゃないの？」

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 と
星
 せ
 奈
 な

 は少し顔を赤くして文句を言い続けている。

「もざいくがかかっていたのが残念です」

「
幸
 ゆき
 村
 むら

 くんこのゲームを十八禁にするつもりですか……」

　本当に残念そうに言う幸村に、
理
 り
 科
 か

 が
恐
 おそ

 れの色を浮かべる。

「なーなー、なんでお兄ちゃんのおちんちんのところは変なふうになってたのだ？　お兄ちゃんのおちんちんは優しい感じなので見たかったぞ」

「マ、マリア、頼むから俺のアレのことはもう言わないでくれ……」

「……へえ……小鷹のアレは優しい感じなんだ……」

　興味深そうに言う理科に、俺の顔が熱くなった。

「し、しかしまあ、久しぶりに
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 らしい活動をしたよな」

「
誰
 だれ

 のせいでしばらく活動止まってたと思ってんのよ」

「う……」

　星奈に言われ硬直する俺だったが、
小
 こ
 鳩
 ばと

 が小さな声で「……あんだもじゃあほ
 」と
呟
 つぶや

 いたので星奈も顔を引きつらせた。

「と、とにかく、休んでたぶんを取り戻すために、これからもいっぱい遊ぶわよ！」

「あ、ああ！　そうだな！」

　
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 すように言う星奈に、俺も慌てて
頷
 うなず

 いた。

「それじゃ、来週も何かやりましょうね！」

　
嬉
 うれ

 しそうにはにかむ理科に夜空が頷き、

「来週と言わず明日とか明後日でもいいぞ。どうせ休みの日は暇だし。……またカラオケにでも行くか」

「夜空にしてはいい考えね！　今度こそあたしの歌声であんたたちをひれ伏させてあげるわ！」

「お前はまた一人で歌っていろ」

「ククク
我
 わ

 が
騎
 き
 士
 し

 よ……では『くろねく』のキャラソンＣＤを貸してやろう……レイスとシェンファのデュエット曲を歌うのだ……」

「ほう、そんなものがあるのか。では歌えるようにしておこう」

「こ、
小
 こ
 鳩
 ばと

 ちゃん！　あたしともデュエッぎょぼっ！」

　
星
 せ
 奈
 な

 が小鳩に抱きつこうとして
夜
 よ
 空
 ぞら

 にハエ
叩
 たた

 きで叩かれた。

「では明後日……日曜日にみんなでカラオケ──」





「あ、すまん。明日と明後日は
俺
 おれ

 用事ある」





　夜空の言葉を俺が
遮
 さえぎ

 ると、みんなが一斉に振り向いた。

「休日に予定があるだと……？　リア
充
 じゆう

 か
貴
 き
 様
 さま

 は……！」

「
小
 こ
 鷹
 だか

 のくせに生意気よ！」

「ククク……
我
 われ

 のためにとんこつラーメンを作る用事であろう？」

「ちげえよ！　俺だって休日に用事があるときくらいあるっつーの……
極
 ごく
 々
 ごく

 まれに……」

　むくれて言う俺に
理
 り
 科
 か

 が、

「二日とも
駄
 だ
 目
 め

 なんて、なんの用事なんですか？」

「それはえーと……」

　隠す必要はないと思うが、正直に言うとこいつらが怒りそうな気がする。でも
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 すのも
不
 ふ
 誠
 せい
 実
 じつ

 だしやっぱり正直に言おうか……。

　俺が頭の中でそんな
逡
 しゆん
 巡
 じゆん

 をしていると、





「生徒会のみなさまとおんせんりょこうに行かれると聞きました」





　いきなりぶちまけたのは
幸
 ゆき
 村
 むら

 だった。



「「「「「「
 温泉旅行!?
 」」」」」」



　六人の
驚
 きよう
 愕
 がく

 の声がハモる。

　六人──なんで俺まで
驚
 おどろ

 いているのかと言えば、温泉というのは
初
 はつ
 耳
 みみ

 だったからだ。

「どういうことよ!?
 」「どういうことだ!?
 」

　星奈と夜空が
詰
 つ

 め
寄
 よ

 ってくる。

「いや、一月のスキー研修で泊まる
旅
 りよ
 館
 かん

 の下見に、生徒会の連中と行くことになって」

「なんで
小
 こ
 鷹
 だか

 が!?
 」

　息も荒く問い
詰
 つ

 めてくる
星
 せ
 奈
 な

 たちに、
俺
 おれ

 は
事
 じ
 情
 じよう

 を説明した。

「まあ、
一
 いつ
 泊
 ぱく

 して帰ってくるだけだしさ。そんな大したことじゃないって」

　
不
 ふ
 機
 き
 嫌
 げん

 そうな
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 の面々をなだめる俺に、

「過去にあれだけラッキースケベを量産しておいてどの口が……」

　忌々しそうに
理
 り
 科
 か

 が
呻
 うめ

 く。

「……どーせ今回もうっかり女湯に突入したり、転んだ拍子に
誰
 だれ

 かの
浴衣
 ゆかた

 を
摑
 つか

 んで裸にひん
剝
 む

 いたりしちゃうに決まってるんです」

　部員たちがこくこくと
頷
 うなず

 く。

「そ、そんなことは…………
 ないように気をつける！」

　絶対にないとまでは言い切れなかった。

「これはもう、アレしかないわね……」と星奈。

「アレ？」

「ああ……そうだな……」と
夜
 よ
 空
 ぞら

 が頷く。

「ですね」「はい」

　理科と
幸
 ゆき
 村
 むら

 もわかっているようだ。

　夜空がすうっと息を吸い、





「私たちもその旅行に行くぞ！」





　久しぶりに、部長らしく隣人部の活動を宣言した。





はじまりの翼・
蛇
 だ
 足
 そく
 編
 へん

 　～かつて主人公だった男の
独
 ひと

 り語り～









　翌日、土曜日、午前八時前。

　
聖
 せい

 クロニカ学園高等部の
駐
 ちゆう
 車
 しや
 場
 じよう

 にて、
俺
 おれ

 たちは集まっていた。

　俺たち──つまり生徒会の四人と、俺を含めた
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 の面々。
星
 せ
 奈
 な

 だけはまだ来ていない。

　部室ではフリーダムな
夜
 よ
 空
 ぞら

 たちも、今は少し
緊
 きん
 張
 ちよう

 した様子で大人しくしている。腕を組んで塀にもたれかかっている夜空と、その隣でポーズを決めて立っている
小
 こ
 鳩
 ばと

 に、二人の周囲をウロウロしているマリア。

　そこから少し
離
 はな

 れた場所で
理
 り
 科
 か

 が
憂
 ゆう
 鬱
 うつ

 そうな顔で座り込んでおり、さらに離れた場所で
幸
 ゆき
 村
 むら

 がいつもの無表情で突っ立っている。

　服装は全員私服で、夜空は黒いジャージ（いつもより太く見えるのは寒いので下に色々着込んでいるからだろう）、小鳩はドレスにケープ、マリアは白いダッフルコート。

　理科はパンツにフワフワしたブーツ、モコモコしたダウンコート、ショールをかけてボリュームのあるマフラーを巻き、頭にはファーの耳当て。「完全
武
 ぶ
 装
 そう

 だな」と俺が感想を言うと、「雪山に行くんですよ？　今回は女子力とか言ってる場合じゃない！」と大まじめな顔で答えてきたのだが、
厚
 あつ
 着
 ぎ

 の理科も
可愛
 かわい

 いと俺は思う。

　幸村がミニスカート、ロングブーツ、カーディガンで、可愛いけどけっこう寒そうだけど可愛い。理科はこの
格
 かつ
 好
 こう

 を見て「幸村くん、死ぬ気ですか!?
 」と
驚
 おどろ

 いていた。今回の旅行、
旅
 りよ
 館
 かん

 でのんびりするのがメインで外に出る必要はないらしいのだが。もちろん雪山に行く予定もない。

　生徒会側は、
葵
 あおい

 がカチコチに緊張して隣人部から離れた場所で立っており、
火
 か
 輪
 りん

 が眠そうにぼーっとしており、
日向
 ひなた

 さんと
朱
 あか
 音
 ね

 さんが二人で
喋
 しやべ

 っている。

　葵は幸村と同じような、冬だというのに気合いの入ったミニスカート。

　火輪は黒いロングコートで
相
 あい
 変
 か

 わらずあちこちに
十
 じゆう
 字
 じ
 架
 か

 をぶら下げている。

　朱音さんはジーンズにブルゾン、ストールという、シンプルながらスタイリッシュな
出
 い

 で
立
 た

 ち。

　日向さんは学校指定のジャージというシンプルながら…………
 まあジャージだな。この人もジャージストだったのか……。

「なんかすいません、あいつらいきなりついてきちゃって……」

　二人に近づき、とりあえず謝る俺。

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 たちが
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 も旅行について行くと言い出したときは、出発は明日なのにどうするつもりなのかと思ったのだが、例によって
星
 せ
 奈
 な

 が
天馬
 ぺがさす

 さんに頼んでなんとかした。
理
 り
 事
 じ
 長
 ちよう

 パワーおそるべし。

　しかもちゃんと隣人部は全員参加……夏の合宿や遊園地のときといい、
相
 あい
 変
 か

 わらずのフットワークの軽さだった。
暇
 ひま
 人
 じん

 集団とも言う。

「たしかに
驚
 おどろ

 いたけどね。ま、大勢のほうが楽しいからいいんじゃないかな」

　
朱
 あか
 音
 ね

 さんが爽やかに笑った。

「そ、そうだな。朱音の言うとおりだ」

　
日向
 ひなた

 さんのほうは、かなり
戸
 と
 惑
 まど

 っている様子だった。

　いつも
剛
 ごう
 胆
 たん

 な人だから、他の三人はともかく日向さんだけは今回もきっと
豪
 ごう
 快
 かい

 に笑い飛ばすんだろうなと予想していたのでこれは意外だ。

「どうかしたんですか？」

「べ、べつになんでもないぞ!?
 　ただまあ……」

　日向さんはチラッと目線を動かした。その先にいるのは夜空、
小
 こ
 鳩
 ばと

 、マリアの三人。

　中等部の生徒に十歳の
幼
 よう
 女
 じよ

 、たしかにいきなり旅行についてくることになったら
面
 めん
 食
 く

 らっても仕方ないかもしれない。

「子供たちの面倒はちゃんと
俺
 おれ

 がみるんで大丈夫ですよ」と俺。

「子供？　ああいや、そうではないのだ」

　日向さんは一瞬きょとんとした顔をして言った。

「あいつらじゃないとなると……夜空ですか？　ああと、あの黒ずくめのやつがうちの部長で
三
 み
 日
 か
 月
 づき

 夜空って言うんですけど」

「ああ、知っている」

　ちらりと日向さんはまた夜空のほうに視線を向けた。

　ちょうどそのとき夜空もこちらを見ており、日向さんと目が合うとすぐに
不
 ふ
 機
 き
 嫌
 げん

 そうに舌打ちしてそっぽを向いた。

　夜空は日向さんのことを『リア王（リアルが充実している人間の中でも最上級の存在）』として一方的に
忌
 い

 み
嫌
 きら

 っているらしいのだが、直接面識のない上級生にああも
露
 ろ
 骨
 こつ

 に敵意を
剝
 む

 き
出
 だ

 しにするのはらしくないと思った。

「もしかして日向さん、夜空と知り合いなんですか？」

「……ああ」

　日向さんは珍しくためらいがちに
頷
 うなず

 いた。

「夜空、会長とは話したことないって言ってましたけど」

「……あいつ、そんなことを言ってたのか」

　
日向
 ひなた

 さんの表情が
翳
 かげ

 る。

「……だがたしかに、『
三
 み
 日
 か
 月
 づき
 夜
 よ
 空
 ぞら

 』と話したことは一度もないのかもしれないな」

「？　どういうことですか？」

　意味がわからず首を
傾
 かし

 げると、

「……夜空の旧姓は『
日
 ひ
 高
 だか

 』と言う」

「旧姓
 ……？　『日高』って……ええ!?
 」

　その意味に気づき
驚
 きよう
 愕
 がく

 する
俺
 おれ

 に、日高日向さんは
寂
 さび

 しげに
苦
 く
 笑
 しよう

 して、





「あいつは私の妹なのだ」





「妹って──」

「おっ、お迎えが来たみたいだぞ」

　もっと
詳
 くわ

 しい話を聞こうとした矢先、一台のミニバスが
駐
 ちゆう
 車
 しや
 場
 じよう

 へと乗り入れた。

　助手席にいるのは
星
 せ
 奈
 な

 。

　そして運転席にいるのは……

「
天馬
 ぺがさす

 さん!?
 」

　ミニバスを運転していたのは、なんと
聖
 せい

 クロニカ学園
理
 り
 事
 じ
 長
 ちよう

 、
柏
 かしわ
 崎
 ざき

 天馬さんなのだった。






　　








「久しぶりだな
小
 こ
 鷹
 だか

 くん」

「お、お久しぶりです……」

　運転しながら
機
 き
 嫌
 げん

 よさそうに話しかけてくる天馬さんに、なぜか助手席に座らされた俺は顔を引きつらせて答えた。

　運転席を入れて十四人乗りのミニバスで、一番後ろの四人席には夜空と
小
 こ
 鳩
 ばと

 と星奈とマリアが並んでいる。

　後ろから二列目の二人席には
幸
 ゆき
 村
 むら

 と
葵
 あおい

 。

　その隣、後ろから二列目の一人席には
理
 り
 科
 か

 。

　後ろから三列目というか前から二列目の二人席には
火
 か
 輪
 りん

 が一人で座り、その前、運転席のすぐ後ろの二人席には日向さんと
朱
 あか
 音
 ね

 さんが座っている。

「あの……なんで理事長が運転手なんですか？　送り迎えは生徒会の
顧
 こ
 問
 もん

 の先生って聞いてたんですけど……」







「君たちが同行するということで交替してもらったのだ。ちゃんと
免
 めん
 許
 きよ

 は持っているから安心するといい。ははは」

「そ、そうですか、はは……」

　笑う
理
 り
 事
 じ
 長
 ちよう

 に、とりあえず
愛
 あい
 想
 そ

 笑いをする
俺
 おれ

 だった。

　今回の目的地である温泉
旅
 りよ
 館
 かん

 は隣の県のスキー場近くにあり、到着までの
所
 しよ
 要
 よう
 時
 じ
 間
 かん

 は約四時間らしい。

　四時間か……な、長いな……。

　助手席なので
天馬
 ぺがさす

 さん以外とは
喋
 しやべ

 りにくい。

　しかも天馬さんと会ったのは一ヶ月と一週間くらい前──俺と
星
 せ
 奈
 な

 が付き合っているという天馬さんの誤解を解いたあのとき以来だ。
微
 び
 妙
 みよう

 に気まずい。

　せめてすぐ後ろの席に
理
 り
 科
 か

 がいてくれればよかったのだが、理科はどうも天馬さんのことが苦手らしく、バスに乗り込むとき天馬さんに「
志
 し
 熊
 ぐま

 くん！　元気にしているかね！」と
嬉
 うれ

 しそうに話しかけられたのに対してばつが悪そうに「ど、どもです……」と軽く
会
 え
 釈
 しやく

 しただけで、そそくさと後ろのほうへと引っ込んでしまった。

　初対面の
面子
 めんつ

 もいるし、生徒会のほうでなにかレクリエーションでもやってくれないものかと思ったのだが、生徒会にしても参加者がいきなり六人増えてしかも運転手が理事長というのはイレギュラーな
事
 じ
 態
 たい

 のため特に
準
 じゆん
 備
 び

 などはしていないだろう。

　ルームミラーで車内の様子を見ると、
朱
 あか
 音
 ね

 さんと
日向
 ひなた

 さんはなにやらプリントを見ながら
真面目
 まじめ

 な様子で話している。多分生徒会の仕事だろう。二週間後のクリスマス会を
筆
 ひつ
 頭
 とう

 に生徒会の仕事は山積みで、本当は
慰
 い
 安
 あん

 旅行なんて行ってる余裕はないのだ。暇つぶしではなく、無理に時間を作ってでも遊ぶ……もしかするとそれがリア
充
 じゆう

 のリア充たる
所以
 ゆえん

 なのかもしれない。

　一人席の
火
 か
 輪
 りん

 と
理
 り
 科
 か

 は、それぞれ外を眺めながらヘッドフォンをして音楽を聴いている。修学旅行や遠足のときクラスに一人はいる感じのアレだ。
俺
 おれ

 も経験あるけどあれはけっこう
寂
 さび

 しい。

　火輪はいつもどおりの無表情なので内心どう感じているのかよくわからないが、理科はたまにチラチラと後ろの
夜
 よ
 空
 ぞら

 たちや隣の
幸
 ゆき
 村
 むら

 ＆
葵
 あおい

 ペアを気にしているのがわかる。

　幸村と葵は二人でファッション誌を広げて仲よさげに話している。ガーリーな
格
 かつ
 好
 こう

 の美少女二人のガールズトーク。このバスの中であそこだけリア充空間だった。

　一番後ろの席では夜空と
小
 こ
 鳩
 ばと

 が楽しそうに
喋
 しやべ

 っており、
星
 せ
 奈
 な

 がその会話に入ろうとしては
拒
 きよ
 絶
 ぜつ

 され、マリアが星奈に構ってもらいたそうにするのを、星奈はめんどくさそうに持っていたお
菓
 か
 子
 し

 をやって大人しくさせる。

　人間関係の難しさを
端
 たん
 的
 てき

 に表しているかのような車内の光景に、俺は少し
眩暈
 めまい

 がした。

「ははは、女子生徒が十人もいると
姦
 かしま

 しいものだね」

「そ、そうですね」

　
天馬
 ぺがさす

 さんの言葉に適当に相づちを打つ俺。





「で、
小
 こ
 鷹
 だか

 くんは
誰
 だれ

 が本命なのかね」





　いきなり斬り込んできた天馬さんに俺は
噎
 む

 せる。

「ほ、本命って、そんな、ははは……」

「ははは。みんな
可愛
 かわい

 らしい女の子ばかりだねえ、ははは」

　天馬さんもなぜかにこやかに笑う。

「ソ、ソウデスネ……ハハハ……」

「これだけ女の子に囲まれていると、なかなか
気
 き
 苦
 ぐ
 労
 ろう

 も絶えんだろう」

「いやあ、まあ、ははは……」

「ふっ……」

「アハハ、ハ……」

　胃がキリキリ痛むような感覚を覚えながら、
渇
 かわ

 いた笑いを浮かべる俺。

　軽い世間話をしているようなノリに見えて、天馬さんの目はまるで笑っていない。

　約
一
 いつ
 ヶ
 か
 月
 げつ
 前
 まえ

 に娘さんとの婚約を破ってしまった（ことになるのだろう、一応……）相手にどう
応
 おう
 対
 たい

 すればいいのか、俺には対人経験が
絶
 ぜつ
 望
 ぼう
 的
 てき

 に不足していた。

「汗がすごいぞ
小
 こ
 鷹
 だか

 くん。もしかして暖房が効きすぎかね？」

「そ、そうかもしれないですね、ははは……」

「そうか。だが私は歳のせいか寒いのだ。少し
我
 が
 慢
 まん

 してほしい」

「は、はい、気にしないでください……」

　寒いのは歳のせいじゃなくて服装（いつもの着流し姿）のせいだと思うがツッコまない。

　そもそもこの人はどこまで知っているのだろう。

　
星
 せ
 奈
 な

 が
俺
 おれ

 に告白したことや、それに対する俺の返事について星奈から聞いているのだろうか。

　星奈と
天馬
 ぺがさす

 さんはあまり家で話さないらしいし、普通に考えると告白したことも言ってないと思うが……。

「……私もな、こう見えて学生時代はそれなりにモテていたのだ」

　いきなりそんなことを言う天馬さん。

　今でも十分に若々しくてイケメンだし、たしかに学生時代はすごくモテたんだろうなあと
納
 なつ
 得
 とく

 せざるを得ない。

「はあ、そ、そうですか……」

「周りはそんな私を羨ましいだのなんだの言っていたが、当時の私にとって女子から騒がれることなど
迷
 めい
 惑
 わく

 でしかなかった」

　ものすごく実感のこもった声で天馬さんは言う。

「……自分にとってなにが幸せかを決められるのは、自分しかいないのだ。だからこそ真剣に考えねばならない。
後
 こう
 悔
 かい

 しないようにな……」

　その言葉は俺に対する助言のようでもあり、どことなく自分自身に言い聞かせているようでもあった。

「……実は先日ステラに恋人ができてな」

「はあ!?
 」

　
重
 おも
 々
 おも

 しい声で唐突に言われ、思わず声を上げる俺。

　どうしてこの人は、いきなり自分の家の
使
 し
 用
 よう
 人
 にん

 のプライベートを俺に
暴
 ばく
 露
 ろ

 してきたんだろう……わけがわからない……。

「そ、そうなんですか……まあステラさん、美人ですしね」

　むしろこれまで恋人がいなかったことのほうが
驚
 おどろ

 きだ。

「ああ……相手もなかなか骨のある少年でな……私としても交際を認めざるを得なかった」

　……なんでステラさんと付き合うのに天馬さんの
許
 きよ
 可
 か

 がいるのだろう。

　
天馬
 ぺがさす

 さんは
寂
 さび

 しげに、深々とため息をついた。

「私はあれを、守ってやりたいとか救ってやりたいとか、幸せにしてやりたいとか考えていたのだが……おこがましかったのかもしれんな……。……『彼女』もあれも、守るまでもなく一人で強くなり、
俺
 おれ

 の知らないところで俺ではない男に救われ、俺の手を
離
 はな

 れたところで幸せになってしまった──」

「…………
 」

　天馬さんの
独
 どく
 白
 はく

 は、俺にはよく意味がわからなかったけれど。

　守るとか救うとか、そんなものはおこがましい──その言葉は俺の胸に刺さった。
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　それからも天馬さんの話は続いたのだが、
恒
 こう
 例
 れい

 の俺の父さんとの思い出話がメインとなった。

　個人的にあまり興味がない上に天馬さんのトークはお
世
 せ
 辞
 じ

 にも
上
 う
 手
 ま

 いとは
言
 い

 い
難
 がた

 く、場面が突然飛んだり同じ話題が何度もループしたりするので、悪いと思いながらもついに
途
 と
 中
 ちゆう

 で寝たふりを決め込んだ。

　一時間以上寝たふりで過ごし、サービスエリアで昼食をとったあとさらに小一時間ほど再び寝たふりでやりすごすという苦行のような旅路に耐え、ようやく目的地である
旅
 りよ
 館
 かん

 に到着。

　古めかしい感じのする建物で、
創
 そう
 業
 ぎよう

 約五十年。

　主人であるお
爺
 じい

 さんが外まで出迎えにきて、天馬さんににこやかに
挨
 あい
 拶
 さつ

 をする。天馬さんはなにやら照れたような苦笑いを浮かべて話をしている。

　
聖
 せい

 クロニカ学園が女子校だった頃からずっと、毎年スキー研修ではこの旅館を利用しているのだとか。

　近くのスキー場は一応シーズンには入っており、人工雪を入れてどうにか
滑
 すべ

 れるようにはなっているらしいのだが、本格的にお客さんが来るのはまだ先。

　この
旅
 りよ
 館
 かん

 も、今日は
俺
 おれ

 たちのほかはスキー客ではなく温泉目当てのお年寄りが数組泊まっているだけらしい。

「さて……じゃあ今のうちに自己紹介といこう。今更だけどね」

　ロビーにて
朱
 あか
 音
 ね

 さんがみんなに言った。

「私は生徒会副会長の
大
 おお
 友
 とも

 朱音。三年生だよ。よろしく」

「生徒会長の
日
 ひ
 高
 だか

 
日向
 ひなた

 だ。よろしく頼む」

「……
書
 しよ
 記
 き

 の
神
 じん
 宮
 ぐう
 司
 じ

 
火
 か
 輪
 りん

 です。２年４組」

　火輪がぺこりと頭を下げたあと、
葵
 あおい

 を見る。

「じ、自分もですか？　えっと……自分は
会
 かい
 計
 けい

 の
遊
 ゆ
 佐
 さ

 葵です……。せ、先日はなんかすみませんでした……」

　
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 を
潰
 つぶ

 そうとして
星
 せ
 奈
 な

 と
夜
 よ
 空
 ぞら

 に
叩
 たた

 きのめされたことがまだ尾を引いているらしく、ばつが悪そうに葵は
挨
 あい
 拶
 さつ

 した。

「じゃ、じゃあ次は隣人部だな！」と俺が
促
 うなが

 す。

「
楠
 くすのき

 
幸
 ゆき
 村
 むら

 ともうします。あらためてよろしくお願いいたします」

　真っ先に
丁
 てい
 寧
 ねい

 に挨拶したのは、
既
 すで

 に生徒会とは顔見知りになっていた幸村。ナイスだ。

「ワタシは
顧
 こ
 問
 もん

 の先生で本当の先生の
高
 たか
 山
 やま

 マリア先生なのだ！　あはは！」

　続いてマリアが元気に挨拶する。そういえば本当の先生になれたのはつい最近だった。

「せ、先生？」と葵以外の生徒会メンバーが
面
 めん
 食
 く

 らう。

「……あ、１年４組、
志
 し
 熊
 ぐま
 理
 り
 科
 か

 です」

　
簡
 かん
 潔
 けつ

 に言って理科がぺこりと頭を下げた。

「…………
 

羽
 は
 瀬
 せ
 川
 がわ

 
小
 こ
 鳩
 ばと

 、です
 」

　珍しく空気を読んだのか、小鳩は今回はいつものレイシス・ヴィ・フェリシティ・
煌
 すめらぎ

 ではなく、小声で本名を名乗った。

「あたしは
柏
 かしわ
 崎
 ざき

 星奈。見てのとおりの女神よ」

　いつものように尊大に星奈が言った。こいつだけは本当にブレない。

　星奈の
態
 たい
 度
 ど

 に、「フググ……」と葵が
唸
 うな

 る。星奈への
敵
 てき
 対
 たい
 心
 しん

 は
未
 いま

 だ消えていないらしい。

　そして最後は、

「……
三
 み
 日
 か
 月
 づき

 夜空」

　日向さんのほうを見ようともせず、
無
 ぶ
 愛
 あい
 想
 そう

 に名前だけを
告
 つ

 げる夜空。

　日向さんは小さくため息をついた。

　話を打ち切るかのように
夜
 よ
 空
 ぞら

 は生徒会側に背を向け、

「で、肉。部屋割りはどうなっているのだ？」

「もともと予約してあったのが四人部屋二つで、追加で四人部屋をもう二部屋とってもらったわ」

「となると、生徒会四人、
小
 こ
 鷹
 だか

 と
理
 り
 事
 じ
 長
 ちよう

 ……あとは……」

　やっぱり
俺
 おれ

 は理事長と一緒の部屋になるのか……。

「あたしは
小
 こ
 鳩
 ばと

 ちゃんと一緒の部屋ね！」

「や！」

　即座に拒否し、小鳩は夜空のうしろにしがみついて
星
 せ
 奈
 な

 から隠れる。

「せっかくだし、
親
 しん
 睦
 ぼく

 を深めるために生徒会と
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 で
混
 こん
 合
 ごう

 の部屋割りにしないかい？」

　そう
提
 てい
 案
 あん

 したのは
朱
 あか
 音
 ね

 さんだった。

　夜空は
露
 ろ
 骨
 こつ

 に嫌そうな顔をし、小声で、

「……なぜ親睦を深める必要が
 ……」

「え？　なにか言った？」

「……なんでもありません」

　ブスッとして答える夜空。

　今の朱音さんの「え？　なにか言った？」は俺の旧
口
 くち
 癖
 ぐせ

 と同じ、聞こえているにもかかわらずあえて聞き返すことで、相手がついこぼしてしまったハッキリとは言いづらい不平不満や、羞恥心などが
邪
 じや
 魔
 ま

 をして
繰
 く

 り
返
 かえ

 し言うのは
躊躇
 ためら

 われる発言をなかったことにする──言葉を
拒
 きよ
 絶
 ぜつ

 する言葉だろう。

「他のみんなも
 いいかな？」

「『も』って……」

　ナチュラルに賛成したように扱われてしまい、
不
 ふ
 満
 まん
 顔
 がお

 の夜空。

　
理
 り
 科
 か

 と小鳩の二人も嫌そうだったが、
人
 ひと
 見
 み
 知
 し

 りするこの二人は朱音さんの
溢
 あふ

 れるようなリア
充
 じゆう

 オーラ的なものに圧されてなにも言えないようだった。

　少し強引なやり口に思うところはあるものの、生徒会と隣人部の親睦を深めるのには賛成なので俺はなにも言わない。……どうせ俺の部屋はおっさんと二人で確定だし。

　そんなわけで、女子たちはなし崩し的に部屋割りのじゃんけんをすることになる。

「じゃあぐっちーぱーで４：３：３に分かれよう」

「一緒になれるといいですね、ゆっきー」

「そうですね」

　
葵
 あおい

 と
幸
 ゆき
 村
 むら

 が
微笑
 ほほえ

 ましいやりとりをしつつ、

「ぐっちーぱーぐっちーぱー」

　
朱
 あか
 音
 ね

 さんの号令で部屋割りじゃんけんが行われた。

　結果、
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　こんな割り振りになった。

　仲のいい幸村と葵、夜空と小鳩は喜んでいて、日向さんと朱音さんも気心の知れた者同士で「こんなときまで
腐
 くさ

 れ
縁
 えん

 が発動しちゃったか」なんて言い合っている。

　星奈は不満そうだったが、これを機に幸村や葵と仲良くなってほしいと心から思う。

　マリアは星奈に
懐
 なつ

 いているようだし、大丈夫だろう。

　問題はアウェーになってしまった理科と火輪だ。

「……あの、じ、神宮司先輩。よかったら部屋を替わってもらえませんか」

　三年生二人と
相
 あい
 部
 べ
 屋
 や

 は耐えられないと判断したか、理科が火輪に
提
 てい
 案
 あん

 する。

　火輪はもちろんこの提案を受ける──と思いきや、

「いやよ」

　
素
 そ

 っ
気
 け

 なく火輪は申し出を拒否し、
呆
 あつ
 気
 け

 にとられる理科を横目に、

「神宮司火輪です。
宜
 よろ

 しくお願いします」

　同室である夜空と小鳩に向けて、ぺこりとお
辞
 じ
 儀
 ぎ

 した。

　二人は
戸
 と
 惑
 まど

 いを浮かべながらも、「あ、ああ……」「ククク……よ、よろしく……」と
改
 あらた

 めて
挨
 あい
 拶
 さつ

 を返した。こうなると、もう部屋の交替はできそうにない。

　不安そうに
立
 た

 ち
尽
 つ

 くす理科に、朱音さんが声をかける。

「志熊理科さんだったね。そんなに
緊
 きん
 張
 ちよう

 しなくても大丈夫だよ。今日は先輩も後輩もなしだ。気を楽にしてほしい」

「はあ……」

　
曖
 あい
 昧
 まい

 な返事を返す理科。

　気を楽にしろと言われて本当に気楽になれるような
奴
 やつ

 じゃないし、少し心配だった。






　　








　
天馬
 ぺがさす

 さんと主人の話が終わり、
俺
 おれ

 たちは各自部屋へと向かった。

　部屋はすべて二階で、俺と天馬さんが２０３、
星
 せ
 奈
 な

 たちが２０５、
日向
 ひなた

 さんたちが２０６、
夜
 よ
 空
 ぞら

 たちが２０７号室となっている。

　俺と天馬さんの部屋は
十
 じゆう
 畳
 じよう

 の和室で、バス、トイレはなし。

「さて、久しぶりにのんびりするとしようか」

　
機
 き
 嫌
 げん

 よさそうに天馬さんが言って、部屋の奥の
障
 しよう
 子
 じ

 を開けた。

　障子の先には
広
 ひろ
 縁
 えん

 があり、窓の外に目をやると遠くに白い山々が見える。

「景色もいいですね」

　俺が
素
 す
 直
 なお

 な感想を述べ、天馬さんは「うむ」と
鷹
 おう
 揚
 よう

 に
頷
 うなず

 き、
座
 ざ
 椅
 い
 子
 す

 に
腰
 こし
 掛
 か

 けて湯飲みにお茶を入れた。

　俺のぶんのお茶も入れてくれたので、俺も座ってお茶を
啜
 すす

 る。

　雪山を見ながらのんびりお茶。あ～、なんか心が落ち着く。

「ふ……そういえば学生時代も
隼
 はや
 人
 と

 たちとこうして温泉宿に──」

　落ち着くと思ったがそんなことはなかったぜ。

　また父さんとの思い出話が始まりそうだったので、俺は急いでお茶を飲み干す。つーかあなた、バスの中でもその話してましたよね。

「す、すいません、ちょっとトイレ行ってきます」

「あ？　ああ、そうかね」

　少し残念そうな天馬さんを残して俺は部屋を出た。






　　








　とりあえずトイレに行ってから、時間を
潰
 つぶ

 しがてら一階の売店を適当に見ていると、夜空と
小
 こ
 鳩
 ばと

 と
火
 か
 輪
 りん

 が売店の前を通りかかった。

　三人とも
浴衣
 ゆかた

 やタオルを持っている。

「
小
 こ
 鷹
 だか

 」

　夜空が俺に気づいて話しかけてきた。

「おう。……お前ら、もう
風
 ふ
 呂
 ろ

 入るのか？」

「ああ。特にすることもないからな……」

　生徒会の今日の予定は『のんびりする』だけだったし、
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 のほうも当然ながら
旅
 りよ
 館
 かん

 でなにをするかなどまったくの未定だった。

　せっかくの温泉旅館なのだから、とりあえず風呂に入るというのは当然の選択かもしれない。

　この
旅
 りよ
 館
 かん

 の大浴場はかなりの大きさらしく、
露
 ろ
 天
 てん
 風
 ぶ
 呂
 ろ

 もあるという。

「そっか……
俺
 おれ

 も
風
 ふ
 呂
 ろ

 行こうかな」

「そうか。……だ、だったら一緒に
混
 こん
 浴
 よく

 の風呂に行くか？」

　からかうように言う
夜
 よ
 空
 ぞら

 。

　その顔は赤い。恥ずかしいなら言わなければいいのに……。

　この旅館には男湯と女湯のほかにもう一つ、混浴の露天風呂があるらしい。

　スキー研修のときは当然生徒の使用は
禁
 きん
 止
 し

 になるのだが、今日は特に禁止されてはいない。

　しかしあの夜空からこんな発言が出るなんてな……。

　
驚
 おどろ

 きつつもちょっと
感
 かん
 慨
 がい
 深
 ぶか

 くてまじまじと見つめていると、

「じょ、
冗
 じよう
 談
 だん

 に決まっているだろう！　真剣に考え込むな
馬
 ば
 鹿
 か

 ！」

「わ、わかってるよ！」

「ふん！」

　夜空はそっぽを向いて早足に歩いて行ってしまった。

「ククク……共に
征
 い

 くぞ
我
 わ

 が
騎
 き
 士
 し

 よ……」

　と、
小
 こ
 鳩
 ばと

 も夜空を追ってちょこちょこと歩いて行く。

　しかし
火
 か
 輪
 りん

 だけは歩きだそうとしない。

「…………
 」

　
無
 む
 言
 ごん

 、無表情で、火輪は夜空たちが歩いていくのを眺めている。

「……後ろ姿も素敵だわ」

　ぽつりと火輪が言った。

「え？」と聞き返す俺に火輪が向き直り、じっと俺を見つめてきた。

　無表情で見つめられ
戸
 と
 惑
 まど

 う俺。

　生徒会
書
 しよ
 記
 き

 、
神
 じん
 宮
 ぐう
 司
 じ

 火輪──生徒会のメンバーの中で、こいつだけはどういう性格なのかちょっと
計
 はか

 りかねていた。

　いつも無言で仕事を
淡
 たん
 々
 たん

 とこなし、話しかけても
素
 そ

 っ
気
 け

 ない反応しか返ってこない。俺だけでなく、
誰
 だれ

 に対してもそんな感じだ。

　体育会系なところのある
日向
 ひなた

 さんや
葵
 あおい

 とはあまりノリが合ってない印象はある。

「……ええと、なんか俺に用か？」

　気まずさを覚えつつ
訊
 たず

 ねると、火輪はこくんと
頷
 うなず

 いた。

「
羽
 は
 瀬
 せ
 川
 がわ

 くんにちょっと聞きたいことがあるの」

「聞きたいこと？」

　
火
 か
 輪
 りん

 はまた
頷
 うなず

 き、

「
夜
 よ
 空
 ぞら

 お姉様ってどんな人なの？」

「……は？」

　よく意味がわからず聞き返す
俺
 おれ

 に、火輪は
繰
 く

 り
返
 かえ

 した。

「夜空お姉様ってどんな人なの？」

　二回聞いてもやっぱり意味がよくわからなかった。

「……どんな人って言われても……」

　十年前、そして再会してからこれまでの半年間で、俺の中で夜空に対する
認
 にん
 識
 しき

 が揺れ動きまくっているので説明できる気がしない。

「なんで夜空のことが知りたいんだ？　つか、なんで『お姉様』なんだ？」





「運命を感じるの」





「……はい？」

　ぽかんとする俺の前で、火輪の
頰
 ほお

 が
仄
 ほの

 かに赤く
染
 そ

 まった。

　火輪は首から下げた
十
 じゆう
 字
 じ
 架
 か

 を両手で
握
 にぎ

 り、とろんとした顔で語る。

「
今
 け
 朝
 さ

 夜空お姉様の姿を一目見た瞬間に確信したわ。このお方こそ生まれる前に分かたれた私の
魂
 たましい

 の
片
 かた
 割
 わ

 れだと。
凜
 り
 々
 り

 しい顔立ち、
涼
 すず

 やかなお声、
素
 そ

 っ
気
 け

 ない口ぶり、
堕
 だ
 天
 てん
 使
 し

 ルシファーの
片
 かた
 翼
 よく

 の
如
 ごと

 き
漆
 しつ
 黒
 こく

 の
装
 しよう
 束
 ぞく

 ──」

「ジャージだぞ？」

　一応ツッコむがスルーされた。

「夜空お姉様の瞳に見つめられるだけで魂ごと吸い込まれそうな気がするわ」

「気のせいじゃね？」

「夜空お姉様の声を聞くだけで
受
 じゆ
 胎
 たい

 しそう」

「してたまるか！」

　とんでもないことを言う火輪に全力でツッコむ俺。

「私、夜空お姉様の赤ちゃんがほしい」

「できねえよ」

「夜空お姉様とセックスがしたいわ」

「表現が直接的になったなおい……」

　自分の顔が熱くなるのがわかった。

「まずは
夜
 よ
 空
 ぞら

 お姉様の
御
 お
 御
 み
 足
 あし

 に
頰
 ほお

 ずりするの」

「具体的なプレイの内容まで……」

「次に──」

「説明しなくていい！　えーと、つまりアレか……？　お前は夜空のことを、せ、性的な意味で好きってことなのか？」

「そんな
低
 てい
 俗
 ぞく

 な表現はやめてもらえるかしら。
魂
 たましい

 が引き合っているのよ」

　少しムッとした様子で
火
 か
 輪
 りん

 は言う。

　……確信する。こいつは、変な
奴
 やつ

 だ……！

　
溢
 あふ

 れんばかりの変人オーラ……ここまでのオーラを隠していたとは……。

　
理
 り
 科
 か

 との部屋
交
 こう
 換
 かん

 を拒否したのもそういうわけか……。

「それでどうなの？　夜空お姉様のこと教えて」

「つっても……」少し考え、「
俺
 おれ

 、あいつのことあんまりよく知らねえんだ」

　自分で言葉にして、
寂
 さび

 しい気持ちになる。

　俺は夜空のことを本当になにも知らないんだなと
改
 あらた

 めて実感した。

「なんでもいいのよ。好きなものとか嫌いなものとか」

「好きなもの……あー……ポッキーとかチョコレート系はよく食ってるから好きなんじゃないか。あとコーヒーをよく飲んでるし、コーヒーゼリーも好きだって言ってた」

　自分への確認の意味もあって、俺は思い出しながら答える。

「チョコレート……これはいい情報ね。夜空お姉様に口移しでチョコレートを食べさせてあげたいわ」

「あとは……映画と読書は好きみたいだぞ」

「さすがお姉様、知的な
趣
 しゆ
 味
 み

 ね。私も読書は好きよ。お姉様はどんな本が好きなのかしら？」

「さあ……いっつもカバー掛けてるし、なに読んでるのか聞いても
大
 たい
 抵
 てい

 はぐらかされるからな。まあ、チラッと見た限りではなんか難しそうな本読んでることが多いな。あと、漫画を意外と読んでる感じはある」

「なるほど。……ちなみに
百
 ゆ
 合
 り

 小説はお好きかしら？」

　期待するような
眼
 まな
 差
 ざ

 しを向けてくる火輪。

「百合は……どうなんだろ」

　ＢＬのホモゲ部は気に入ったみたいだが、百合がどうなのかはわからない。

「そんで嫌いなものは……」

　真っ先に浮かんだのは
星
 せ
 奈
 な

 だった。続いて
日向
 ひなた

 さん。

「リア
充
 じゆう

 、かな……いつも死ね死ね言ってるし」

「りあじゅうというのはなにかしら？」

「現実の生活が充実しているやつのことを
巷
 ちまた

 ではそう呼ぶんだってさ」

「
不
 ふ
 条
 じよう
 理
 り

 なこの世界を、滅ぼしたいほどに憎んでいるということかしら。さしずめ、滅びを
蒔
 ま

 く
漆
 しつ
 黒
 こく

 の
堕
 だ
 天
 てん
 使
 し

 ──といったところね。……あはぁ♥　かっこいいわお姉様」

　うっとりした顔で
火
 か
 輪
 りん

 は
恍
 こう
 惚
 こつ

 のため息を吐いた。

「そんな大したもんじゃないと思うが……」

「ありがとう。参考になったわ」

　無表情に戻り
淡
 たん
 々
 たん

 と言って歩き出す火輪。

　……
俺
 おれ

 はこのままこいつを
夜
 よ
 空
 ぞら

 がいる浴場へ行かせてしまっていいのだろうか。

「ええと、くれぐれも犯罪行為だけはするなよ」

「問題ないわ。だって私たちは女同士だから」

　振り返りもせず淡々と火輪は答えた。

「女同士でなにをするつもりだよお前は……」

「とても
神
 しん
 聖
 せい

 な
魂
 たましい

 の
交
 こう
 歓
 かん

 よ」

「……一応言っとくけど、女同士だろうが
無
 む
 理
 り
 矢
 や
 理
 り

 ……なんつーかそういうアレなことをするのは犯罪だからな？」

「……え？」

　
意
 い
 表
 ひよう

 を突かれたように一瞬ちらりとこちらに目をやり、しかし火輪は振り返らずそのまま
無
 む
 言
 ごん

 で歩いて行ってしまった。

　大丈夫かよほんとに……。

　しかしまあ、火輪があんな強烈な
奴
 やつ

 だとは知らなかった。

　
物
 もの
 静
 しず

 かな奴だと思っていたらかなりの
饒
 じよう
 舌
 ぜつ

 だったし。生徒会で過ごした一週間の合計よりも今のほうが長く
喋
 しやべ

 ったと思う。

　
誰
 だれ

 もが色んな面を持っている。

　俺は今、初めて火輪と知り合いになった気がした。






　　








　火輪と別れて部屋に戻る
途
 と
 中
 ちゆう

 、今度は廊下で
日向
 ひなた

 さんと
朱
 あか
 音
 ね

 さんに会った。

　二人とも手には
浴衣
 ゆかた

 にタオル。

「日向さんたちも
風
 ふ
 呂
 ろ

 ですか？」

「うむ！　温泉
旅
 りよ
 館
 かん

 に来たからには温泉に入らないとな！」

　
日向
 ひなた

 さんは
豪
 ごう
 快
 かい

 に笑った。

「あの、
理
 り
 科
 か

 は……」

　気になって
訊
 たず

 ねると、二人の顔に
憂
 うれ

 いの色が浮かぶ。

「彼女もお
風
 ふ
 呂
 ろ

 に誘ったんだけど、気分が悪いからしばらく部屋で休むらしい。たしかに少し顔色が悪かったから、私たちだけで行くことにしたんだ」

　
朱
 あか
 音
 ね

 さんが答え、さらに日向さんが、

「まあ、温泉は何度でも入れるからな。
志
 し
 熊
 ぐま

 の
調
 ちよう
 子
 し

 がよくなったら一緒に入ろうと思う。やはり打ち解けるには裸の付き合いが一番だからな！　私と朱音など、ケンカするたびに
銭
 せん
 湯
 とう

 に行ってのぼせるまで言い合いをする」

「ヒナ。そんな話は……」と朱音さんが恥ずかしそうな顔をする。

「二人でもケンカすることなんてあるんですか？」

「そりゃあしょっちゅうあるさ」

　
俺
 おれ

 の言葉に朱音さんは
苦
 く
 笑
 しよう

 を
漏
 も

 らした。

「
大
 たい
 抵
 てい

 こいつが
馬
 ば
 鹿
 か

 をやらかすのが原因だけどね」

　指さす朱音さんに日向さんは子供っぽくぶすっとふくれて、

「なにを言う。こっちが
素
 す
 直
 なお

 に謝っているのに朱音がいつまでも細かいことをしつこく言ってくるのが悪いのだ」

「『細かいこと』とか言ってる時点で心から反省してないだろうに。今回の旅行の連絡だって──」

　言葉の
途
 と
 中
 ちゆう

 でハッとなり、

「……とまあ、わりとケンカはするね」

　朱音さんは少し恥ずかしそうに顔を赤くして苦笑した。

　なんとなくこの二人、
天馬
 ぺがさす

 さんと俺の父さんみたいだなと思った。天馬さんも父さんとの思い出話を語るとき、かなりの
頻
 ひん
 度
 ど

 で悪口が出てくるし。

　日向さんと朱音さんは小学校からの付き合いだという。

　お互いの気に入らない部分も知った上で、何度もケンカして、それでも一緒にいられるのが本当の友達なんじゃないか……そう思った。

　そういえば昔見たテレビドラマで、相手の欠点を十個言えてそれでも好きだと思えるのが本当の友達だというような
台詞
 せりふ

 があった。

　……俺、
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 のメンバー全員の
駄
 だ
 目
 め

 なところ、十個くらいなら余裕で言えるな。

「あ、そういえば
夜
 よ
 空
 ぞら

 のことなんですが」

　ふと思い出して、
俺
 おれ

 は話題を変えた。

「あー」と
日向
 ひなた

 さんは少し困った顔をしながらも、

「なに、よくある話だ。私と
夜
 よ
 空
 ぞら

 の両親が、私たちがまだ幼い頃に離婚してな。私は父親に、夜空は母親に引き取られた」

　さらりと言う日向さんに、俺はなにも言えなかった。

「離婚で小学校も中学校も別になって、高校で久しぶりに再会したのだが、
露
 ろ
 骨
 こつ

 に
避
 さ

 けられていてな……しかし！」

　日向さんは
寂
 さび

 しげに
呟
 つぶや

 いたのち、不意に
覇
 は
 気
 き

 のある笑みを浮かべた。

「どういう心境の変化かは知らんが、せっかく向こうから来てくれたんだ。この旅行のうちに私は夜空と仲良くなってみせるぞ！」

「が、頑張ってください。応援してます」

　決意を表明する日向さんに俺は言った。姉妹が仲良くなるのはいいことだ。

「あ、そういや夜空、さっき
風
 ふ
 呂
 ろ

 に行きましたよ」

「なに!?
 　それはチャンスだな！　急いで夜空の背中を流しに行かねば！」

　
歓
 かん
 喜
 き

 に目を
見
 み
 開
 ひら

 き、日向さんは早足で行ってしまった。

　
朱
 あか
 音
 ね

 さんも「やれやれ」と肩をすくめ日向さんのあとを追おうとするが、

「あの、朱音さん」

　俺は朱音さんを呼び止めた。

「ん？」

「もしかして部屋割りで
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 と生徒会を混ぜたのって、日向さんのためですか？」

「……君はなかなか鋭いね」

　俺の問いに、朱音さんは苦笑いを浮かべた。

　朱音さんは俺の知り合いのなかで
屈
 くつ
 指
 し

 の常識人であり、
気
 き
 遣
 づか

 いができて空気も読める。

「せっかくだから」なんて理由で、明らかに嫌がっている人間がいるにもかかわらず強引に部屋割りをいじるのは、彼女にしては
不
 ふ
 自
 し
 然
 ぜん

 だと思い気になっていたのだ。

「妹ちゃんとヒナが一緒の部屋になればと思ったんだけどね。そうでなくとも、後輩と仲良くなっておくのは悪いことじゃない」

　そこで朱音さんはフッと寂しげに笑い、

「……私もいつまでもヒナの側にいられるわけじゃないからね……」

「え？」

　意味がわからず
戸
 と
 惑
 まど

 う俺に朱音さんは軽く
微笑
 ほほえ

 み、

「それじゃあね、
羽
 は
 瀬
 せ
 川
 がわ

 くん」

　
踵
 きびす

 を返し、早足で浴場のほうへと去って行った。






　　








　部屋に戻ると、
天馬
 ぺがさす

 さんは
座
 ざ

 
布団
 ぶとん

 を枕にして横になっていた。

　運転の
疲
 つか

 れが出たのだろうか。

　内心でお疲れ様と言いつつ、天馬さんが寝ているうちに
俺
 おれ

 も温泉に入ろうと、押入から
浴衣
 ゆかた

 やタオルを取り出す。

「ぅん……？」

「げ……」

　出来るだけ物音を立てないようにしたつもりだったのだが、天馬さんが起きてしまった。

　浴衣とタオルを持った俺と目が合う。

「ん？　
小
 こ
 鷹
 だか

 くん、
風
 ふ
 呂
 ろ

 に行くのかね？」

「あ、はい……まあ」

「そうか、ならば私も行こう。少し待っていてくれたまえ」

「……は、はい……」

　……結局、天馬さんと一緒に温泉に入ることになった。

　背中を流し合ったり、学園生活のことを
訊
 き

 かれたり、父さんとの思い出話（聞いたことあるやつ）をまた聞かされたり……。

　ちなみに広々とした大浴場はほぼ貸し切り状態で、
露
 ろ
 天
 てん
 風
 ぶ
 呂
 ろ

 も景色が素晴らしかった。ぜひここで一人でゆっくりしたいと強く思った。






　　








　天馬さんを残して早めに風呂から上がり、浴衣に着替え髪を
乾
 かわ

 かす。

　脱衣場から出て部屋へと戻る
途
 と
 中
 ちゆう

 、館内の地図があったのでなんとなく見てみると、『卓球場』という文字が目に止まった。

　へえ……卓球場があるのか。

　興味を持った俺は、なんとなく行ってみることにした。





　卓球場には十数台ほどの卓球台があり、そこに
星
 せ
 奈
 な

 と
幸
 ゆき
 村
 むら

 とマリアと
葵
 あおい

 がいた。

　全員浴衣姿で、葵と幸村、マリアと星奈という組み合わせで卓球をしている。

「あ、お兄ちゃん！」

　最初に
俺
 おれ

 に気づいたマリアが俺を呼ぶと、他の三人も卓球をやめて俺のほうに目を向けてきた。

「おつとめごくろうさまです、あにき」と
幸
 ゆき
 村
 むら

 。

「
小
 こ
 鷹
 だか

 、もうお
風
 ふ
 呂
 ろ

 入ってきたの？」

　
星
 せ
 奈
 な

 の言葉に
頷
 うなず

 く。

「ああ。お前らは行かないのか？」

「うん。せっかくだしお風呂入る前に一汗かこうと思って」

　そう言う星奈は、汗一つかいていなかった。

　
葵
 あおい

 と幸村とマリアは
額
 ひたい

 に汗が
滲
 にじ

 み、髪も
浴衣
 ゆかた

 も乱れている。

「小鷹もやらない？　この娘たちじゃ相手にならなくて」

　星奈の言葉に葵と幸村が少しムッとした顔をして、マリアが、

「そ、そんなことないのだ！　今度こそワタシが星奈をやっつけてやるぞ！」

　と
気
 き
 勢
 せい

 を上げた。

「俺は今風呂入ったばっかだから
遠
 えん
 慮
 りよ

 しとく」

「そう……」

　星奈が残念そうな顔をして、再びマリアとの試合に戻る。

　ちなみに星奈のラケットはシェークハンド、マリアはペンホルダー。

「ゆっきー、自分たちも
特
 とつ
 訓
 くん

 しましょう！」

「そうですね」

　葵と幸村もラリーを再開した。

　ラケットは二人ともシェークハンド。

　なんとなくその様子を眺める俺。

　卓球は中学の体育で少しやったくらいで、得意でも不得意でもない。そんな俺の目からすると、マリアの腕前はなかなかのものに見えた。

　速い球にもよく反応し、ちょこまかと素早く動いてリーチの短さをカバーしている。球速も速くて目で追うのが困難。

　そんなマリアの猛攻を、星奈は退屈そうな顔で最小限の動きで返す。どういう
反
 はん
 射
 しや

 神経してんだあいつは……。

「フンギャー！」

「ていっ」

「ギャー！　またやられたのだ！」

　マリアの
渾
 こん
 身
 しん

 のスマッシュを難なく返し、
星
 せ
 奈
 な

 にポイントが入る。

　やっぱり身体スペックに絶対的な差があるか……マリアがドライブ主体で攻めれば違うかもしれないが、直球勝負では勝ち目はなさそうだ。

　
葵
 あおい

 と
幸
 ゆき
 村
 むら

 はというと、二人とも卓球は素人らしい。

　マリアと星奈の試合と違い、余裕で目で追えるくらいのスピードで球が行き交う。

　ラリーもそれほど長く続かず、すぐにどちらかがミスして終わる。

「てーいっ！」

「やー」

　初心者丸出しの女子二人が、それでも一生懸命に球を追う姿は見ていて
微笑
 ほほえ

 ましい……のだが。

　二人とも熱中するあまり、
浴衣
 ゆかた

 の帯がゆるんで前が大きくはだけていることに気づいていない……！

　動きが無駄に大きいため、ラケットを振るたびに胸元がチラチラと
露
 ろ
 出
 しゆつ

 する。

　スポーツブラをしている葵はまだいいのだが、問題は幸村だ。

　……幸村、ブラつけてない。

「はぁ、ぁはぁ……んはぁっ」











　
頰
 ほお

 を
紅
 こう
 潮
 ちよう

 させ
妙
 みよう

 に
艶
 つや

 っぽい吐息を
漏
 も

 らしながら、一生懸命タマに手を伸ばす
幸
 ゆき
 村
 むら

 。

　彼女が動くたびにささやかながらも
綺
 き
 麗
 れい

 なおっぱい的なものが
俺
 おれ

 の目に飛び込み、ムラムラといけない気分が湧いてくる。

　ずっと見ていたい気持ちを強引に抑えつけ、俺は
踵
 きびす

 を返した。

「
小
 こ
 鷹
 だか

 くん、もう行くんですか？」

「あ、ああ。
湯
 ゆ
 冷
 ざ

 めするといけないからな！」

「さようですか。では今度ぜひお相手ください、あにき」

「お、おう！　気が向いたらな！」

　やわらかな幸村の声から逃げるように、俺は卓球場をあとにした。





コンプリート









　部屋に戻って二時間ほど、携帯ゲーム機や小説で時間を
潰
 つぶ

 し、それから二度目の温泉に入った。

　ゆっくりできるかと思いきや、またも
天馬
 ぺがさす

 さんが付いてきて、しかもなぜかもう一度背中の流し合いをした。

　どうもこの人、背中を洗うという行為自体が好きらしい。おかげでもう俺の背中はピカピカだ、多分。

　二度目の入浴から部屋に戻ってからほどなくして夕食の時間になり、仲居さんが部屋に食事を運んできた。

　スキー研修のときは大広間で二年生全クラス
揃
 そろ

 って食べるらしいのだが、今日は部屋ごとだ。

　食事は山菜に川魚、そしてもみじ鍋。

　鹿肉を食べたのは久しぶりで、味は絶品だった。

「うむ、やはり鹿は
美
 う
 味
 ま

 いな。昔
隼
 はや
 人
 と

 と
北
 ほつ
 海
 かい
 道
 どう

 に行ったときも──」

　
天馬
 ぺがさす

 さんも
上
 じよう
 機
 き
 嫌
 げん

 で、またも思い出話を始める。

　ちなみに、酒は飲んでいない。

　酒に超弱い天馬さんが眠ってくれれば安心して一人で温泉に入れるので、酒を
勧
 すす

 めてみたところ、「明日も運転して帰らねばならないからな。それに酔っ払って
風
 ふ
 呂
 ろ

 に入るのは危ない」と
至
 し
 極
 ごく

 真っ当なことを言われた。

　おかしなオッサンのようでいて、本気で致命的なことにはならないように自制できるあたり、さすがという気がした。

　そんなわけで夕食を食べてから二時間ほど
休
 きゆう
 憩
 けい

 をとったのち、天馬さんに誘われて三度目の風呂に入った。もちろん今回も背中の流しっこをした。

　
俺
 おれ

 は例によって天馬さんを残してさっさと上がった。

　三回も温泉に入ったのに一度ものんびりできなかった気がする。

　俺はべつにそこまで風呂好きというわけじゃないけど、こうなると是が非でも温泉でのんびりしたくなる。

　いっそ天馬さんが寝てから……いや、入浴可能時間は夜中の24
 時までだ。それだとあまりのんびりはできない。

「はあ～……」

　脱衣場を出て歩きながら、深々とため息をついたそのとき、またも館内の地図が目に
留
 と

 まった。

　玄関、ロビー、売店、卓球場、大浴場『
紅
 こう
 輪
 りん

 の湯（男湯）』、大浴場『
玉
 ぎよく
 輪
 りん

 の湯（女湯）』、
露
 ろ
 天
 てん
 風
 ぶ
 呂
 ろ

 『
金
 きん
 環
 かん

 の湯（
混
 こん
 浴
 よく

 ）』──。

「…………
 」

　ふと、俺の脳裏に一つの考えが浮かんだ。

　混浴。

　スキー研修では入浴
禁
 きん
 止
 し

 になるが、今日は特に制限はない。

　今日の利用客は俺たちを除けばお年寄りが数組のみ。

　女子たちも、女風呂が貸し切り状態なのに混浴に来たりはしないだろう。

　もしかするとお
婆
 ばあ

 さんが入浴中という可能性はなきにしもあらずだが…………
 まあ、お婆さんが風呂に入っていたところでどうだというのか。

　……よし。

　決意した瞬間には身体が動いていた。

　部屋に戻ろうとしていたのをＵターンし、俺は早足で混浴の露天風呂へと急ぐのだった。






　　








　
金
 きん
 環
 かん

 の湯は他の二つの大浴場とは少し
離
 はな

 れた場所にあり、幸い
俺
 おれ

 は女子たちに見つかることなくその脱衣場まで
辿
 たど

 り
着
 つ

 くことができた。

　べつに悪いことをしているわけではないので見つかっても問題はないのだが、
混
 こん
 浴
 よく

 の
風
 ふ
 呂
 ろ

 に入ったのを知られるのはやっぱり恥ずかしい。

　
安
 あん
 堵
 ど

 の息を吐きつつ、
浴衣
 ゆかた

 を脱ぎ下着も脱ぎ、開放感あふれる姿になっていざ
露
 ろ
 天
 てん
 風
 ぶ
 呂
 ろ

 へと向かう。

　脱衣場から屋外へと続く扉を開けた瞬間、十二月の、しかも雪国の夜の空気が、
剝
 む

 き
出
 だ

 しになった俺の全身を襲った。

　うおおお、さすがに寒い……！　寒すぎる……！

　身体は三回も洗ったのですぐにお湯の中へ──と思ったそのとき、奥のほうからなにやら声が聞こえてきた。

「……ったくどいつもこいつも
揃
 そろ

 って
綺
 き
 麗
 れい

 な顔しやがってファック！　せっかくおっぱい大きくなったっつーのに巨乳キャラがいきなり二人も増えやがるし！　なんでこの僕が二年余分に生きただけの
駄
 だ
 肉
 にく

 に
挟
 はさ

 まれて惨めな思いをしなきゃいけないんだ！　クソッ、
糞
 くそ
 糞
 くそ
 糞
 くそ

 ッ、同情した目で見るんじゃない俗物どもがッ！　気を
遣
 つか

 われるほど惨めな気持ちになるってなんでわかんないんだよ天然リア
充
 じゆう

 め！　くそっ、どうしてこの僕がこんなところで一人ぼっちで……！　ぼっち、この僕がぼっち!?
 　違うねッ、僕はそんな惨めな存在じゃない！　孤独じゃなくて
孤
 こ
 高
 こう

 だ！　
懐
 なつ

 かしいな畜生め！　ハンッ、久しぶりの孤高をせいぜい
満
 まん
 喫
 きつ

 してやろうじゃないかファック！　…………
 でもやっぱり
寂
 さび

 しいよぉ……寒いのも寂しいのもやだよぉ
小
 こ
 鷹
 だか

 ぁ
 ……ぐすっ……」

　
浴
 よく
 槽
 そう

 の
隅
 すみ

 で、湯にアゴまで
浸
 つ

 かって一人で星空を見上げながら
凄
 すさ

 まじい早口でなにやら毒づいていたのは、

「……ぅぅ
 
 、もう僕ぶしちゅ帰りゅ
 ……」

「……
理
 り
 科
 か

 ？」

「きゃあっ!?
 」

　どぼんっ！

　俺が
恐
 おそ

 る
恐
 おそ

 る声を掛けると、理科は
悲
 ひ
 鳴
 めい

 を上げてお湯の中に潜った。

「びぇくしっ！」

　くしゃみが出た。とにかく寒すぎるので俺は急いで湯に入る。

　きもちいい……。

　熱いお湯が全身に染み渡り、心身の
疲
 つか

 れがお湯の中に溶けていくようだ。

「ふうー……生き返る……」

「生き返るじゃねえよバカー！」

　ざばっと勢いよく
理
 り
 科
 か

 が頭を出して叫び、それから恥ずかしそうに胸を隠して
俺
 おれ

 に背中を向けた。

　理科はタオルも巻いておらず、完全な全裸だった。

　初めて見る理科の白い背中に心臓が跳ね上がり、俺も慌てて背中を向ける。

　さらに距離をとろうかと考えるも、この
露
 ろ
 天
 てん
 風
 ぶ
 呂
 ろ

 は他の大浴場よりも小さくてあまり意味がなさそうだった。

「な、なななんで
小
 こ
 鷹
 だか

 がここに来るの!?
 」

「男湯は
理
 り
 事
 じ
 長
 ちよう

 がいてのんびりできねえんだよ！　お、お前こそなんでわざわざ
混
 こん
 浴
 よく

 に入ってるんだ!?
 」

　動転した様子の理科に俺も
動
 どう
 揺
 よう

 して聞き返す。

「う……」と理科は言葉に
詰
 つ

 まり、

「…………
 他の人たちと一緒にお
風
 ふ
 呂
 ろ

 に入るのが恥ずかしくて
 」

　そんなよくわからないことを言った。

「なんで女子と一緒に風呂入るのが恥ずかしいんだよ……」

「だ、だって！　お風呂に入ったら裸にならないといけないじゃないですか」

「そりゃまあ、風呂だからな」

「……
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 はチートレベルの美少女ばっかりで、生徒会の
日
 ひ
 高
 だか

 先輩と
大
 おお
 友
 とも

 先輩は美人な上におっぱいまで大きいし、
神
 じん
 宮
 ぐう
 司
 じ

 先輩は
綺
 き
 麗
 れい

 でスタイルいいし、
遊
 ゆ
 佐
 さ

 先輩も
可愛
 かわい

 いし、あの中に可愛くない子が一人で入っていくのは拷問だよ……」

「はあ？」

　さらに意味がわからず、
眉
 まゆ

 をひそめる俺。

「……あのさ。もしかしてその『可愛くない子』ってのは……お前のことか？」

「それ以外に
誰
 だれ

 がいるんですか」

　ふてくされたように
呟
 つぶや

 く理科に俺は
呆
 あき

 れ返る。

　ほんとになにを言ってるんだこいつは。

「……いや、だってお前……か…可愛いじゃねえか」

　すると理科はますます
機
 き
 嫌
 げん

 を
損
 そこ

 ねたように、

「……またそうやっておかしなこと言う」

「いやお前こそなにおかしなこと言ってんだよ……。つーか俺、前にも何度か言ったよな？　お前のこと……
可愛
 かわい

 いとか、いろいろ……」

「言いましたよ？　でもあれ、
理
 り
 科
 か

 をからかうための軽口でしょ？」

「…………
 そんなふうに思われてたのか」

　どうも理科が本気で言っているっぽいのがショックだった。

　夏休みが終わって何日かあと、理科が
眼鏡
 めがね

 を外し髪を下ろしてきたとき、
可
 か
 憐
 れん

 で好みストライクだと思わず口走ってしまったことがある。

　あれはまぎれもなく
俺
 おれ

 の本音だ。

　電車で
永
 なが
 夜
 や

 に行ったとき「理科の見た目は普通に可愛い」と言ったこともある。

　あれはちょっとからかうためにわざと口に出したものだが、「可愛い」というのは
偽
 いつわ

 りのない本心だ。

「……自分でわかってるんだよ。理科なんて可愛くないって」

　
自
 じ
 虐
 ぎやく
 的
 てき

 に、
寂
 さび

 しそうに
呟
 つぶや

 く理科。

　その言葉に俺はカチンときた。

　こいつの自分の見た目に対する自己評価の低さは一体なんなんだ？

「……お前ふざけんなよ」

　思わず低い声が
漏
 も

 れた。

「え？」

「……俺がお前に言った可愛いとか可憐とか好みストライクとかのアレな……ありゃ間違いなく全部俺の本心だ」

「はいはい……」

　流そうとする理科に
苛
 いら
 立
 だ

 ちを覚え、

「ああもう、なんでお前は頭いいくせにたまにバカなんだ!?
 」

「ば、バカ……!?
 」

　
絶
 ぜつ
 句
 く

 する理科に向け、俺はやけくそ気味に叫ぶ。






「お前は可愛い!!
 」






　温泉の熱と恥ずかしさで顔がものすごく熱くなるのを感じながら、さらに続ける。

「つーかなあ、お前が可愛くなかったら、他の
誰
 だれ

 が可愛いってんだよ。……お前は可愛い。どこからどう見ても絶対に可愛い。……お前が信じるまで何度でも言うぞ。理科はすごく可愛い！　
志
 し
 熊
 ぐま

 理科は超スーパーウルトラハイパーミラクルユニバース可愛い！　理科
可愛
 かわい

 いよ
理
 り
 科
 か

 、理科ちゃんマジ天使、クンカクンカ、スーハースーハー……だっけ!?
 　
星
 せ
 奈
 な

 よりも
夜
 よ
 空
 ぞら

 よりも
幸
 ゆき
 村
 むら

 よりもケイトよりも
日向
 ひなた

 さんよりも
朱
 あか
 音
 ね

 さんよりも
火
 か
 輪
 りん

 よりも
葵
 あおい

 よりも、お前が一番
可愛
 かわい

 い!!
 」

　
俺
 おれ

 は叫ぶように言い放った。

　理科の言葉はない。

　かわりに、後ろでざばっという、理科が湯から立ち上がる音がした。

　その
波
 は
 紋
 もん

 がなくなったとき、

「……ほんとに？」

　
縋
 すが

 るような理科の声。

「ほんとだ」





「──じゃあ
小
 こ
 鷹
 だか

 、こっち見て」





「は!?
 　いや、それはお前、」

「いいから」

　
動
 どう
 揺
 よう

 する俺に、理科は
平
 へい
 静
 せい

 な
声
 こわ
 音
 ね

 で言った。

　仕方なく、ギュッと目を閉じて俺は理科のほうを向いた。

「……目、開けて」

　数秒の
逡
 しゆん
 巡
 じゆん

 ののち、俺は
恐
 おそ

 る
恐
 おそ

 る目を開けた。





　全裸の理科がそこにいた。





「……『全裸の理科がそこにいた』っていう事実のみの
認
 にん
 識
 しき

 で、それ以外の感想は特にないという顔だね」

　恥ずかしそうに顔を
真
 ま

 っ
赤
 か

 にして、理科が苦笑いを浮かべながら、いつぞやメイド服を着たときと同じような
台詞
 せりふ

 を言った。

「……ああ。頭が真っ白で全然なんにも考えられねえ」

　
呆
 ほう

 けた顔で言葉を
絞
 しぼ

 り
出
 だ

 す俺に、理科はまたしてもいつかと同じように「ばーかばーか。小鷹のばーか」と、あの時とは全然違う
微笑
 ほほえ

 みを浮かべて言った。





「……可愛い？
 」





　か細い声で聞いてくる
理
 り
 科
 か

 に、

「か、
可愛
 かわい

 い」

　
俺
 おれ

 も
掠
 かす

 れた声で返した。





「……僕のおっぱい
触
 さわ

 りたい？
 」





「べ、べつに触りたいない！」

　とんでもないことを
訊
 き

 かれ、
反
 はん
 射
 しや

 的に否定しようとしたものの
嚙
 か

 んでしまった。

　腕で隠されもしていない
双
 そう
 丘
 きゆう

 に目が吸い寄せられる。

　理科は俺の下半身に視線を向け、ポッと顔を赤らめた。

「……マリア先生が言うほど優しい感じじゃないね……」

「ど、どどどど
 こ見てんだよ
破
 は
 廉
 れん
 恥
 ち

 な！」

　慌てて理科に背中を向ける。

　理科が後ろで「くすっ」と
微
 かす

 かな笑みを
漏
 も

 らした。

　そして理科は──後ろから俺の首に腕を回し、抱きついてきた。

　背中に伝わる二つの柔らかな感触。











「
 
 
 

 !?
 　な、なななな
 にしゅ、」

　動転のあまり言葉にならない
悲
 ひ
 鳴
 めい

 を上げる
俺
 おれ

 の耳元で、
理
 り
 科
 か

 が
囁
 ささや

 く。





「……か、
可愛
 かわい

 いって言ってくれたお礼
 」





　その顔が今の自分と同じくらい
真
 ま

 っ
赤
 か

 になっているのは見なくてもわかった。

　ドクドクと激しく脈打っているのは果たしてどちらの心臓なのか。

「も、もう無理っ！」

　五秒ほど俺の背中に胸を押しつけたのち、理科はそう言って俺から
離
 はな

 れた。

　……間違いなく俺のこれまでの人生で最も心臓が高速で脈打った五秒間だったと思う。

　理科がお湯から上がり、脱衣場の方へと歩いて行く。

　俺はその後ろ姿を決して見ないようにぎゅっと目を閉じて、さらには勢いよく頭を湯の中に沈めた。

　ガラガラと脱衣場の扉が開き、そして閉まる音が聞こえた。水中の俺に聞こえるよう、わざと大きな音を立ててくれたのだと思う。

「ぷはあっ！」

　お湯から頭を上げ、満天の星空を見上げて大きく息を吸い込み、吐く。

　何度も何度も
深
 しん
 呼
 こ
 吸
 きゆう

 を
繰
 く

 り
返
 かえ

 す。

　しかし冬の冷たい大気をどれだけ吸い込んでも、血液が
沸
 ふつ
 騰
 とう

 するような全身の熱は、いっこうに冷めてはくれなかった。







三
 み
 日
 か
 月
 づき
 夜
 よ
 空
 ぞら

 の家庭の
事
 じ
 情
 じよう











　のぼせそうになってようやく
露
 ろ
 天
 てん
 風
 ぶ
 呂
 ろ

 から上がり、部屋へと戻るべく少しふらつきながら廊下を歩く。

　その
途
 と
 中
 ちゆう

 、ロビーのソファでぐったりしている夜空を見かけた。

「……どうしたんだ？」

　
怪
 け
 訝
 げん

 に思って近づき、声をかける。

　夜空の
浴衣
 ゆかた

 は少し乱れていて、目のやり場に困った。

「ああ、
小
 こ
 鷹
 だか

 か……」

　夜空は弱々しく
微笑
 ほほえ

 み、

「……あの
神
 じん
 宮
 ぐう
 司
 じ

 とかいう女はなんなのだ……。やたら身体をベタベタ
触
 さわ

 ってくるし、
風
 ふ
 呂
 ろ

 では胸を
揉
 も

 もうとしてくるし、
挙
 あ

 げ
句
 く

 の果てには私が布団で寝ていたら、私の浴衣を脱がそうとしてきたぞ……」

「お、おう……」

　
火
 か
 輪
 りん

 のやつ、予想以上にアグレッシブに夜空に迫っているらしい。

「……女同士ならこれくらいは全然普通だと言うから、そういうものかと思ってはじめのうちは
我
 が
 慢
 まん

 していたのだが、どうも度が過ぎている気がする……」

「あー、そりゃお前、火輪に
騙
 だま

 されてるぞ」

「なに……!?
 　や、やはりそうなのか……！」

　
俺
 おれ

 が言うと夜空は怒りにわなわなと震えた。

「おのれ……友達がいないからどこまでが『普通』なのかわからなかった……。くそっ、あの変態め、部屋に戻ったら
縛
 しば

 って転がしてやる……」

　夜空の身の安全のためにはそれくらい必要な気がしたので、俺は止めなかった。

　ただ、あいつの場合は縛られたらむしろ喜びそうな気もする。

「……なあ、ところで夜空」

「ん？」

「お前、
日向
 ひなた

 さんの妹なんだって？」

　夜空が不愉快そうに顔をしかめた。

「……あの女からどこまで聞いた？」

「お前と日向さんの両親が、お前らが幼い頃に離婚したってことくらいかな」

「そうか……」

「
日向
 ひなた

 さん、お前と仲良くなりたがってたぞ」

「……知っている。本人からしつこく『仲良くしよう』と言われたからな」

　そこで
夜
 よ
 空
 ぞら

 はフッと遠い目をした。

「……まったく、どうしてあいつはあんなストレートに仲良くしようなんて言えるんだろうな……。本当に私の姉なのか疑わしくなる」

　その口ぶりはどこか、羨ましそうだった。

「
素
 す
 直
 なお

 になれないことに関しては、お前の右に出る者はいないもんな」

「む……」

　夜空は不服そうに
頰
 ほお

 を膨らませ、しかし反論はできないらしく、
唸
 うな

 るだけで何も言わなかった。

　言葉では素直になれなくても、その
態
 たい
 度
 ど

 はとても素直だと思った。

「……私は母親似なのだ」

　ぽつりと夜空が言った。

「私とあの女の両親が離婚したのは、父親の浮気が原因だ。私と母親は主にその
慰
 い
 謝
 しや
 料
 りよう

 で生活している」

　そういえば以前夜空と二人で映画を
観
 み

 たとき、夜空が映画の内容や登場人物に
憎
 ぞう
 悪
 お

 を向けていたことを思い出す。

　内容は、お互い家族を持っている男女二人の恋愛もの。

　あのときの夜空は、映画の内容に自分の
境
 きよう
 遇
 ぐう

 を重ねていたのだろうか。

「私の母親はなんというか……アレな人だ。一流大学卒で頭はよかったのだが、家事全般が苦手で
愚
 ぐ
 痴
 ち

 っぽくて
嫉
 しつ
 妬
 と

 深くて……私がそのまま大人になったような感じと言えばどれだけアレかわかるだろう？」

　
自
 じ
 虐
 ぎやく
 的
 てき

 に笑う夜空に、
俺
 おれ

 はなにも言えなかった。

「……父親はそれでもそんな母親を大切にしようとしていたのだがな……無理があったのだろう。明るくて優しくて家事万能で、特に料理が得意な女に心
惹
 ひ

 かれるようになった。それが
日
 ひ
 高
 だか

 日向の今の母親だ。何度か会ったことがあるが、私にも優しかった。私の母親とあの人、どちらが魅力的かと言われれば、
誰
 だれ

 もがあの人だと答えるだろうな……」

「……」

「ちなみに私の母親と彼女は、大学時代からの友達だったらしい。……友達に夫と娘を奪われたというわけだ、あの人は」

　皮肉っぽく夜空は
口
 くち

 の
端
 は

 を
歪
 ゆが

 めた。

「……離婚した直後、
塞
 ふさ

 ぎ
込
 こ

 んでいた母親を元気づけるために料理を作ったことがあったのだがな……当てつけのつもりかと
詰
 なじ

 られて包丁で刺されかけた」

「な……!?
 」

　壮絶な話に
絶
 ぜつ
 句
 く

 する
俺
 おれ

 に、なおも
夜
 よ
 空
 ぞら

 は
淡
 たん
 々
 たん

 と続ける。

「それ以来私は、包丁を持つと手が震えて料理ができない。……他にもあの人の
駄
 だ
 目
 め

 なエピソードは色々ある」

「……なんでお前は
日向
 ひなた

 さんと一緒に父親のほうについて行かなかったんだ？」

　
踏
 ふ

 み
込
 こ

 んでいいものか迷いながら、俺は
訊
 たず

 ねた。

「さあな。私にもよくわからん。どっちについていくことが幸せなのかということくらい、当時の自分にだってわかっていた
筈
 はず

 なのにな……」

　夜空はため息を
漏
 も

 らし、





「
小
 こ
 鷹
 だか

 。私は女が嫌いだ」





　不意にぽつりと、吐き捨てるように夜空は言った。

「明るくて優しい
誰
 だれ

 からも好かれるようないい人が、友達から夫と娘を奪った──私から父親と姉を奪った。
普
 ふ
 段
 だん

 は
綺
 き
 麗
 れい

 で
物
 もの
 静
 しず

 かな母親が、父親やあの人を悪魔のような
形
 ぎよう
 相
 そう

 で
罵
 ば
 倒
 とう

 する。友達の素晴らしさを私に教えてくれたその口で、かつての友達を
口
 くち
 汚
 ぎたな

 く罵倒するんだ。私は自分が女であることが嫌になった。だから私は……ソラになった。男に変身すれば、テレビのヒーローみたいに
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐに生きられるんじゃないかと思ったんだ。それなのに……」





　──どうしてこうなってしまったんだろうな。





　夜空は泣きそうな顔で、二日前と同じ言葉を吐いて立ち上がった。

　去って行くその背中に、俺はなにを言えばいいのかわからない。

　最近こんなんばっかりだな、と思う。

　聞こえないフリはやめ、とぼけるのも逃げるのもやめたはずなのに。

　向き合おうが向き合うまいが、現実は勝手に流れていくものらしい。

　ほどなく夜空の姿は、廊下を曲がって見えなくなる。

　と、そのとき。俺の
視
 し
 界
 かい

 の
隅
 すみ

 、夜空がいたのとは別のソファの
陰
 かげ

 から、ぬっと一つの人影が立ち上がった。

　長い黒髪が印象的な人影の正体は、
日
 ひ
 高
 だか

 日向さんだった。

「隠れて聞いてたんですか」

　
俺
 おれ

 が
訊
 たず

 ねると、
日向
 ひなた

 さんはばつの悪そうな苦笑いを浮かべ、

「まあ、
夜
 よ
 空
 ぞら

 のやつは気づいていたようだがな」

「……なるほど」

　日向さんが隠れているのを知った上で、夜空はあえて日向さんにも聞こえるようにあんな話をしたのだ。もちろん、日向さんへの
拒
 きよ
 絶
 ぜつ

 の
意
 い
 思
 し

 を込めて。





「やっぱり、もう仲直りするのは無理なんだろうか……」





　ぽつりと、今にも泣き出しそうな顔で日向さんは言った。

　こんなにも気弱な様子の彼女を見るのは初めてで、俺は言葉を
詰
 つ

 まらせる。

　日向さんはそんな俺に背を向け、力なく歩き出した。

　向き合おうが向き合うまいが、いつも現実はこうして勝手に流れていく。だから
 。





　──向き合うだけじゃ、
駄
 だ
 目
 め

 なんだ……！





　拳を強く
握
 にぎ

 りしめ、

「日向さん！」

　気づけば俺は、日向さんに向かって叫んでいた。

「ん？」

　振り返る彼女に、俺は小さく
深
 しん
 呼
 こ
 吸
 きゆう

 して切り出す。





「俺に、夜空を助けさせてください」






（つづく）







あとがき





　ＡＢＣＤＥＦＧの七人から成る仲良しグループがあったとして、七人でいるときはみんなとても楽しく過ごせるけど、実はＡはＢとしか友達じゃなくてＢがいないときＡはほとんど
喋
 しやべ

 らなかったり、ＣはＢとＥとＦとは仲がいいけど他の三人とはそれほどじゃなかったり、ＦとＧは実は仲が悪くて二人きりのときは会話しなかったり、そういうケースはよくあります違う
俺
 おれ

 の実体験は関係ない。⑧で物語が一段落したのを機に「友達」について改めて考えてみた結果、当初の予定を少し外れて今回はそういう話が大きなウェイトを占めることになりました。こうした複雑さを抱えているのは
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 だけでなく、リア
充
 じゆう

 サイドだと思われていた生徒会もそうですし、前巻で登場した
若
 わか
 木
 ぎ

 
光
 こう
 太
 た

 のクラスや、作中で描かれていない生徒たちもそうだと思います僕は今日も飲み会に誘われませんでした。

　そんな感じの第十巻『僕は友達が少ない⑨』、楽しんでいただけたなら幸いです。

　簡単に割り切れないし割り切ってはいけない大切なものは確かにあって、現実の僕たちと同じように
小
 こ
 鷹
 だか

 たちは今後とも、そういう割り切れないものを割り切れないまま抱えて生きていくと思います。不器用な人間達によるままならない物語を、これからも見守ってください。それではまたお会いしましょう。次こそは本当に「
三
 み
 日
 か
 月
 づき
 夜
 よ
 空
 ぞら

 、復活!!
 」





・コミック版『ラノベ部』最終巻となる第５巻が９月25
 日に発売されます。最高のメディアミックスを見届けてください。





・ヤングガンガンにて『隻眼ノ少年　～オカルトメイデン影章～』という漫画連載が始まりました。近いうちに何か展開があると思います。





・アニメ『はがないＮＥＸＴ』初回特典ＣＤの、
幸
 ゆき
 村
 むら

 とマリアと
理
 り
 科
 か

 のキャラソンの作詞をさせていただきました。幸村曲『ＦＡＮＴＡＳＩＳＴＡ』では、メインヒロインの一角としての幸村を表現してみました。仮タイトルは『幸村の野望』でした。マリア曲『ブレス』では「青春を失敗に終えた過去を持つ隣人部唯一の人物」という、「先生」≒
 「先を生きる者」としての
高
 たか
 山
 やま

 マリアを描きつつ、はがないという作品の根本にあるテーマを込めてみました。理科曲『君と僕』はド直球で理科の心情を描いた、「ＮＥＸＴ理科」の集大成です。どれもすごく良い曲なのでぜひ聴いてみてください。


２０１３年７月下旬　
平
 ひら
 坂
 さか

 
読
 よみ














　著者


　平坂読（ひらさか・よみ）


　　ついにシリーズも10
 巻の大台突破（『ＣＯＮＮＥＣＴ』が９巻目）！　初心にかえって好きなように書きました。






　イラストレーター


　ブリキ

　　危うくここに書いてある通りになりそうでしたが、ぎりぎりセーフだったので良かったです。
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